
現 場 説 明 書 
                         
                                               横浜市教育委員会事務局教育施設課 
 
１ 件       名    東戸塚小学校仮設教室賃貸借 

 
２ 履 行 場 所    横浜市戸塚区吉田町88番地 

 
３ 賃貸借概要     設計書、図面のとおり 
                  ※ 建物・設備の設置費 

（１）構造・規模    プレハブ造 ２階建 

（２）教 室 数    普通教室 19CR 
（３）そ の 他     昇降口、トイレ、階段等 

                   渡り廊下 

 
４ 配 布 図 書   （１） 設  計  書 

（２） 図      面 

（３） 東戸塚小学校仮設教室賃貸借仕様書 

（４） 室内空気中の化学物質の抑制に関する特記仕様書 

（５） 現場説明書 

 
５ 設 置 工 期    契約締結後  令和７年３月18日 まで 

 
６ 予定賃貸借期間   令和７年４月１日から令和11年３月31日 まで 
 
７ 契約履行上の特別条件 
                 （１）支払いについて 
                     別紙賃貸料の支払い割合のとおり。 
                 （２）設置、解体上の安全について 
                     安全については特に注意し、その対策を完全に行う。             

                    関連詳細については、８の各項目に留意すること。 
                （３）各種下請け業者（専門業者）について 
                     電気設備・衛生設備は，仮設教室賃貸借契約に含む。なお、市内   

                   業者の優先使用を配慮すること。 
 
８ 現場状況及び関連事項 
（１） 工事の施工にあたって、設計書等に記載してある事項以外で特に必要な事項につい 

ては、横浜市建築局建築工事特則仕様書、公共建築工事標準仕様書「建築工事編」「電

気設備工事編」「機械設備工事編」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）及び建築

基準法、建築事業関係法令、安全衛生公害関係法令、その他関係法令に準拠する。 
（２） 工事着手にあたり、搬入路・近隣道路・擁壁・周辺及び当該敷地内の構造物、埋   



    設物等を十分調査のうえ、その状況を本市職員に報告するとともに、問題のある場   

    合はそれらの保護または適切な措置をする。 

（３）グランドは、学校や地域の各種行事で使用するため、工事ヤード等の設置にあたって

は、学校と十分調整を行い、行事等開催時には、できる範囲で配慮をお願いすること

があります。 

（４）工事に伴って発生が予想される騒音・振動等については、特に配慮し、学校と事前 

に調整する。 
（５） 仮設計画及び工程については、本市職員と十分打合せを行い、工事の安全と工程   

     を遵守し作業を進める。 
（６） 工事中、道路など既設物に損傷を与えた場合は、直ちに応急処置を講ずるとともに、

本市職員に報告し、工事完了までに賃貸人の負担で原状回復する。 
（７） 仮設搬入路の確保に際し、支障となる遊具等の移設及び撤去は本契約に含む。 
（８） 登下校時間は、資材搬出入を行わない。 
（９） クレーン作業時には必ず誘導員を立てるとともに、他作業時にも作業箇所の周囲   

     は、児童生徒の立ち入りを遮断するよう安全対策を講じる。 
（10） 工事現場内は、常に整理整頓し、災害事故等の予防対策には万全を期すること。 
（11） 飲食・更衣・トイレ等については場所を指定するとともに、消火用水等を 常備する。 

  敷地内は禁煙とする。 

 (12)  発生材（産業廃棄物）の処分については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

    を遵守し適正に処理し、マニュフェストの提出を行う。 

 (13)  工事用仮設電気・水道は，学校の了解を得たうえで使用すること。なお、学校敷   

     地以外で新たに引き込む場合は、その手続きを含め実施すること。 
 (14)  工事写真は、営繕工事写真撮影要領を参照し、工程段階毎に入念に撮ること。特に、

隠れた部分の写真がない場合、破壊検査・復旧を命ずることがある。その費用は賃貸

人の負担で行う。 
 (15)  工事の施工に際し、関係者と十分な連絡をとり、また関係官庁への届け出を必要   

     とする場合には遅滞なくこれを行う。ただし費用は賃貸人の負担とする。 
（16） 別添の方法により揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指 

    針値以下であることを確認し、賃借人に報告すること。 
       なお、測定結果が指針値を超える場合には、原因の究明に努めること。 
 (17)  その他、不明な点は事前に本市職員に連絡し、指示を受けること。 
 
９  担      当    教育委員会事務局教育施設課  福谷   ℡ 045-671-3258 
 
 



東戸塚小学校仮設教室賃貸借仕様書 

横浜市教育委員会事務局教育施設課

  
 １ 委託内容及び履行期限 
   仮設教室施工（法的手続きを含む）および仮設教室賃貸借業務 
   契約締結日から令和 11 年３月 31日まで 
２ 履行場所 
  横浜市戸塚区吉田町 88 番地 
３ 契約条件 

仮設教室使用期間 令和７年４月１日から令和 11 年３月 31日まで 
契約期間を超えて、横浜市が引き続き仮設校舎の賃貸借が必要と判断した場合は、賃貸借機関の

延長について、別途協議を行う。 
４ 適用範囲 

当該工事にあたっては、本仕様書及び設計書、図面、現場説明書に記載してある事項による。 
それらに記載されていない事項については、市と協議し決定します。 

５ 施工前協議 
施工前に、施工計画書を市に提出し、市と協議を行うこと。 

６ 施工体制等 
工事に際しては、関連法令等を遵守した上で施工管理体制を確立し、仮設計画、工事工程等につ

いて協議を行い、工程管理、安全対策、品質の確保等を適切に行わなければならない。 
工事搬入経路を確保するために必要な工事、工事に伴う土木事務所、警察等への手続きは本契約

に含む。 
また、工事車両の通行は、事前に近隣住民に周知し、トラブルのないよう努め、周辺住民等への

工事説明会開催時等には必要な書類を作成し同席すること。 
 ７ 疑義 
  工事内容に疑義が生じたときには、市と協議を行い決定すること。 
 ８ 安全対策 

工事施工中の安全確保に関しては、関係法令を遵守し、「建設工事公衆災害防止対策要領」に従

い、工事の施工に伴う災害の防止に努めなければならない。また、工事に際しては、児童及び近隣

住民の安全を確保すること。 
９ 施工計画 

 （１）一般共通事項 
ア 事前現場調査  ■可  □不可 
イ 官公庁その他への届出 □市  ■受注者 

 （２） 仮設工事 
ア 現場事務所   ■要  □不要 
イ 工事用仮設トイレ  ■要  □不要 
ウ 工事用水   ■支給  □受注者負担 
エ 工事用電力   ■支給  ■受注者負担 

※ コンセントからの使用程度であれば、支給となりますが、電気容量の大きい機器等を使用する場合は、別

途、仮設電源を引く等、対応をお願いします。 



 
 

オ 仮囲い   ■要  □任意（受注者が安全を確保） 
カ 交通整理員   ■要  □任意（受注者が安全を確保） 

 10 引渡検査 
（１）受注者は工事が完了したときは、必要な許認可手続を経たうえで、その旨を市に通知しな 

ければならない。 
（２）市は完了の通知を受けたときは、すみやかに確認の検査を行う。検査に合格しない場合、 
 受注者はその責において直ちに手直しを行い、再検査を受けるものとする。 
（３）検査に合格したときは、市はすみやかに引渡しを受けるものとする。 
（４）受注者は引渡し前に建物の内外にわたり十分に清掃を行うものとする。 
（５）引き渡しに際し受注者は、完成図、維持保全に関する資料、引渡し品（貸与品）、目録、 

諸官庁届出書、その他必要書類を市に提出する。 
12 維持管理 

受注者は、賃貸期間中、必要な修繕義務を負い、保守点検を行うものとする。市は物件を注意し

て維持管理する義務を負う。各々費用負担する事項については次のとおりとし、その以外の事項に

ついては、その都度協議により決定する。 
（１）公租公課  □市  ■受注者 
（２）火災保険  □市  ■受注者 
（３）法定点検  ■市  ■受注者 
（４）各種消耗品     ■市  □受注者 
（５）電気料金  ■市  □受注者 
（６）ガス料金  ■市  □受注者 
（７）上下水道使用料     ■市  □受注者 
（８）清掃   ■市  □受注者 
（９）セキュリティ     ■市  □受注者 
（10）保守点検  ■市  ■受注者 



室内空気中の化学物質の抑制に関する特記仕様書 

 

１ 建築材料等の使用制限の原則 

建築材料等の使用制限の原則は、以下のとおりとする。ただし、該当する材料がない等の事由に

より、本原則によりがたい場合の措置は協議による。 

(１) ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散する材料については、 

Ｆ☆☆☆☆とする。やむを得ず、Ｆ☆☆☆又はその同等品（旧JAS 又は旧JIS に 

おけるFco、Eco を含む．）とする場合は、あらかじめ市担当者の承諾を得ること。 

 対策をとる建築材料等 

・ 合板・木質系フローリング・構造用パネル・集成材・単板積層材・ＭＤＦ 

・ パーティクルボード・その他の木質建材 

・ 家具・書架・その他の什器等(合板類、接着剤及び塗料を使用する場合) 

・ ユリア樹脂板 

・ 壁紙 

・ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び巾木等に使用する接着剤 

・ 保温材・緩衝材・断熱材 

・ 塗料 

・ 仕上塗材 

(２)トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等］という。）を含有する 

塗料及び接着剤についてはトルエン等の含有量が少ない規格品とする。 

 対策をとる建築材料等 

・ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び巾木等に使用する接着剤 

・ 塗料 

・ 溶剤 

(３)クロルピリホス、ダイアジノン及びフェノブカルブを含有しない非有機リン系の防 

腐・防蟻剤とし、加圧式防腐、防蟻処理等は工場で行い、十分に乾燥した後に現場に 

搬入する。 

 対策をとる建築材料等 

・ 木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤 

（４）フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない、難 

揮発性の可塑剤を使用している接着剤とする。 

 対策をとる建築材料等 

・ 壁紙用接着剤（規格品とする） 

・ 木工用接着剤 

 

２ 施工中の安全管理 

 接着剤及び塗料の塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾 

燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発 

散した化学物質等を室外に放出させる。 

 

 



 
 

３ 測定  次により、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、市担当者に報告する。 

  ・ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド 

※ ＤＮＰＨ誘導体固層吸着／溶媒抽出－高速液体クロマトグラフ法 

・ 検知管法 

・ 定電位電解法 

  ・トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン 

※ 固層吸着／溶媒抽出法－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・ 固層吸着／加熱脱着法－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・ 容器採取－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・測定対象室及び個所数 

室名 箇所数 回数／時期 

普通教室（各階２室） ４ヵ所 １回／引渡前 

   

   

   

       

・空気資料の採取方法等 

  空気資料の採取方法等は、原則として厚生労働省から示されている「室内空気中 

化学物質の採取方法と測定方法」による。ただし、本工事に適用困難な部分につい 

ては、市担当者と協議による。なお、簡易な測定方法による場合は、採取した測定 

機器の特性等を考慮して、市担当者と協議の上、計画書に定める。 

 

４ 測定後の措置等 

  測定の結果、厚生労働省の指針値を上回った場合の措置は、市担当者の指示による。 

測定対象化学物質 厚生労働省の指針値（ ２５℃の場合） 

ホルムアルデヒド ０．０８ppm ( １００μg / ) 

アセトアルデヒド ０．０３ppm ( ４８μg / ) 

トルエン ０．０７ppm ( ２６０μg / ) 

キシレン ０．２０ppm ( ８７０μg / ) 

エチルベンゼン ０．８８ppm (３，８００μg / ) 

スチレン ０．０５ppm ( ２２０μg / ) 

パラジクロロベンゼン ０．０４ppm ( ２４０μg / ) 

 

 

 

 

 



令和６年度　一般会計算出 17款 8項 2目 13節

工事完了年月日

期　間

まで

横浜市戸塚区吉田町88番地

・仮設教室その他設置

・仮設教室賃貸借期間

令和７年4月1日 から 令和11年３月31日まで

・解体撤去

理　　由

東戸塚小学校周辺の住宅開発により、令和７年度以降に教室不足が想定される

ため建替え等までの期間に仮設教室を賃貸借する。

設 置 場 所

概 要

令和7年3月18日

令和11年3月31日令和６年２月20日提出

設 計 書

件 名 東 戸 塚 小 学 校 仮 設 教 室 賃 貸 借



工事費内訳

数　量 単位 単  価 金 額 備 考

1.00 式

1.00 式

1.00 式

1.00 式

1.00 式

1.00 式

工事費等計

消費税等相当額

1.00 式

計

名 称

直接工事費

計

共通費

　共通仮設費

　現場管理費

　一般管理費等

総合計

設計管理費

リース料

公租公課

1 / 10 



工事種別内訳

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

建築工事 1.00 式

電気設備工事 1.00 式

給排水衛生設備工事 1.00 式

空気調和設備工事 1.00 式

外構工事 1.00 式

解体工事 1.00 式

合計

直接工事費

2 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

直接仮設工事 1.00 式

杭工事 1.00 式

基礎・土間工事 1.00 式

本体プレハブ工事 1.00 式

木工事 1.00 式

金属工事 1.00 式

左官工事 1.00 式

金属製建具工事 1.00 式

塗装工事 1.00 式

内装工事 1.00 式

ユニットおよびその他工
事

1.00 式

計

科目別内訳 建築工事

3 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

１.仮設校舎 1.00 式

２.渡廊下 1.00 式

計

科目別内訳 電気設備工事

4 / 10 



直接工事費

１.仮設校舎

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

受変電設備改修工事 別途工事 1.00 式

幹線設備工事 1.00 式

動力設備工事 1.00 式

電灯設備工事 1.00 式

誘導標識設備工事 1.00 式

コンセント設備工事 1.00 式

ガス空調室内機電源工事 1.00 式

弱電幹線設備工事 1.00 式

LAN空配管設備工事 1.00 式

テレビ共聴設備工事 1.00 式

インターホン設備工事 1.00 式

トイレ呼出し設備工事 1.00 式

電気時計設備工事 1.00 式

非常放送設備工事 1.00 式

自動火災報知設備工事 1.00 式

消火器設備工事 1.00 式

計

科目別内訳 電気設備工事

5 / 10 



直接工事費

２.渡廊下

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

電灯設備工事 1.00 式

誘導標識設備工事 1.00 式

コンセント設備工事 1.00 式

非常放送設備工事 1.00 式

自動火災報知設備工事 1.00 式

消火器設備工事 1.00 式

計

科目別内訳 電気設備工事

6 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

衛生器具設備工事 EX-25SC3-S 1.00 式

給水設備工事 1.00 式

汚水排水通気設備工事 P-25KS4 1.00 式

屋外汚水設備工事 P-18GLF6 1.00 式

雨水排水設備工事 AT-2150FNS5 1.00 式

都市ガス設備工事 1.00 式

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ撤去工事 1.00 式

計

細目別内訳 給排水衛生設備工事

7 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

空調機器設備工事 1.00 式

空調配管設備工事 1.00 式

換気設備工事 1.00 式

計

科目別内訳 空調設備工事

8 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

外構工事 1.00 式

計

科目別内訳 外構工事

9 / 10 



直接工事費

名 称 摘 要 数　量 単位 単  価 金 額 備 考

解体工事 1.00 式

計

細目別内訳 解体工事費

10 / 10 



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 図面リスト

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-00

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

N.S

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

図面番号

０４

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

０７

０５

０６

Ａ

Ａ

０２

０３

０１

図面名称

図面リスト

配置図・全体面積表

１階平面図

２階平面図

立面図

矩計図

外構平面図

既存緑化図

外構詳細図

工事概要・案内図

リース備品図

１階キープラン

Ｅ

Ｅ

ＭＡ

ＭＡ

０４

０５

０２

０３

０１

ＭＡ

ＭＡ

ＭＡ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

図面番号 図面名称

０２

０１

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

１０Ｅ

００

０６

０７

ＭＡ

ＭＡ

敷地求積図

Ａ

Ａ

０９

０８

Ｅ １１

１２Ｅ

リース備品詳細図１（参考図）

１３Ｅ

ＫＡ ０１

建物求積表・各室求積表

内部階段詳細図１

外部階段詳細図１

屋根伏図

日影図

設計概要書・仕上表

断面図

外部建具表

渡り廊下平面図・求積図

男女ＷＣ・車いすＷＣ展開図

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

仮設計画図(参考図)

渡り廊下立面図

リース備品詳細図２（参考図）

Ａ

既存校舎平面図

１０

１１

１２

１３

１４

１５

２階キープラン

内部建具表

Ａ

Ａ

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

図面番号

０４

Ｓ

０７

０５

０６

０２

０３

０１

図面名称

構造設計標準仕様

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

０９

０８

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ａ

Ａ

２９

３０

法令チェック

Ａ ３１

内部階段詳細図２

外部階段詳細図２

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

鉄骨構造標準図(1)

鉄骨構造標準図(2)

デッキ合成スラブ標準図(タイプＢ)

改良体全体配置図

基礎伏図

基礎梁リスト(1)

アンカー伏図

２階床梁伏図

Ｒ階床梁伏図

鉄骨部材リスト(1)

軸組図(2)

軸組図(3)

軸組図(4)

軸組図(5)

軸組図(6)

軸組図(7)

軸組図(8)

鉄骨部材リスト(2)

鉄骨部材リスト(3)

鉄骨部材リスト(4)

引込設備　配置図

動力設備　１階平面図

動力設備　２階平面図

照明器具参考姿図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

防災照明器具参考姿図

防災設備　１階平面図

防災設備　２階平面図

コンセント設備　１階平面図

コンセント設備　２階平面図

弱電設備　配置図

Ｅ

Ｅ

Ｅ

１４

１５

１６

１７Ｅ

Ｅ １８

１９Ｅ

２０Ｅ

弱電設備　１階平面図

弱電設備　２階平面図

相互ｲﾝﾀｰﾎﾝ･電気時計･ﾄｲﾚ呼び出し設備　１階平面図

相互ｲﾝﾀｰﾎﾝ･電気時計･ﾄｲﾚ呼び出し設備　２階平面図

非常放送設備　１階平面図

非常放送設備　２階平面図

自動火災報知設備　１階平面図

自動火災報知設備　２階平面図

軸組図(1)

換気計算書

換気機器表

１階空調設備平面図

空調機器表

基礎梁リスト(2)

２５Ｓ

既存トイレ改修図Ａ ３２

２階空調設備平面図

１階換気設備平面図

２階換気設備平面図

Ｍ

Ｍ

０４

０５

０２

０３

０１

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０６

０７

Ｍ

Ｍ

衛生機器表・凡例

１階衛生配管平面図

衛生器具表

外部給水・ガス・排水全体平面図

２階衛生配管平面図

１階トイレ配管平面図

２階トイレ配管平面図



工事場所

工事目的

工 事 概 要

案　内　図

　横浜市戸塚区吉田町８８番地（東戸塚小学校　TEL 871-1055）

設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 工事概要・案内図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-01

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

N.S

工事名称

　横浜市戸塚区吉田町８８番地

　増加する生徒数への対応を目的として仮設リース校舎を整備する

工 事 概 要

　東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

真北

工事内容 　仮設校舎及び渡り廊下の設置工事

　リース終了後の解体及び現況復旧工事

　仮設校舎設置に支障を及ぼすグラウンド内の電気、設備等の切回し及び復旧工事

　計画通知及び市条例の遡及に伴う既存棟改修工事





音楽室

第２
ポリ

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ棟

第２棟

第３棟

UU

U U

UU

昇降口

石油

第１棟

3-3

ＣＲ ＣＲ ＣＲ

3-23-1

印刷室

保健
校長技術 事務資料 教具

昇降
玄関

PTA ランチルーム

書庫

保健室

プールＷＣ

倉庫

倉庫

給食室

昇降口ＷＣ

ＷＣ

体育館
プール

渡り廊下

職員室

昇降口

昇降口

更衣

循環

３階平面図　　Ｓ＝1/1000(A-3)

２階平面図　　Ｓ＝1/1000(A-3)

ＷＣ

ＷＣ

ＣＲ ＣＲ ＣＲ

6-4
準備 家庭科室

第１

音楽室
準備

ＣＲ

6-1 6-2 6-3

4-3

ＣＲ
準備 理科室 準備 図工室

ＣＲＣＲ ＣＲ
4-4 4-5 4-6

U

U

U

ＷＣ

ＷＣＷＣ

U
教具

ＣＲ ＣＲ ＣＲ
ＷＣ

ＣＲ

ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲ

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 会議

児童放送室

4-1

ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲＣＲ

2-2 2-3 2-4 2-5

図書室

ＣＲ ＣＲ ＣＲ 放課後

5-1 3-4 3-5 キッズ

記念館

ＷＣ

ＷＣ ＷＣ

ＷＣ

U U

U U

U U
国際

5-2 5-3 5-4 5-5

ＣＲ ＣＲ

4-2 2-1特支

1-6

設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 既存校舎平面図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-03

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

倉庫 倉庫

倉庫
ＣＲ
個別

ＣＲ
個別

ＣＲ
個別

ＣＲ
個別

倉庫

相談

図書

市民

第２棟

第３棟

第１棟

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ棟

第２棟

第３棟

第１棟

１階平面図　　Ｓ＝1/1000(A-3)

附帯施設

トイレ A トイレ A

トイレ A

トイレ B

トイレ C

トイレ C

トイレ C

トイレ D

トイレ D トイレ D

トイレ D トイレ D





指定建築材料はJIS.JAS適合品とする。

開口部上下の目地と入隅部納まりは下記とする。（クロス納まり）

・開口部上下:3㎜ハット クロス巻き込み シールなし　入隅:クロスカット 三角シール

・塗装部は開口部上下:3㎜ハット シールあり　入隅:入隅塩ビ シール

天井点検口：アルミ製450角（詳細位置は施工図にて検討）

天井下地高さ H=1500を超える部分については振れ止めによる補強を行うこと。

手摺・衛生器具等必要な箇所には、合板等による下地補強を行うこと。

石綿等を添加した建築材料は使用しない。

使用建築材料は全て規制対象外及びＦ☆☆☆☆とする。(天井裏共)

又、クロルピリホスを含む材料は一切使用しない。

備　　考

＋防湿シート t=0.15＋砕石 t=100

内 部 仕 上 表 （ １ ）
内 壁 天 井 巾 木 廻 縁 備 考

クロス貼　PBt=12.5　LGS下地 化粧PBt=9.5　LGS下地
ソフト巾木 H=60 塩ビ製

クロス貼　PBt=12.5　LGS下地 同上

同上 同上

流し・単水栓

化粧PBt=9.5　LGS下地
同上 同上

クロス貼　PBt=12.5　LGS下地 同上 大便器・小便器・洗面器・手摺・SK・姿見

同上 同上

クロス貼　PBt=12.5　LGS下地
ソフト巾木 H=60 塩ビ製

同上 同上クロス貼　PBt=12.5　LGS下地 同上

流し・単水栓

クロス貼　PBt=12.5　LGS下地 同上 大便器・小便器・洗面器・手摺・SK・姿見
同上 同上

PBt=12.5素地　LGS下地 同上
ソフト巾木 H=60 塩ビ製

特定防火設備クロス貼　PBt=12.5　LGS下地

ササラt=12
両側塩ビ製(34φ)ブラケット手摺(H800)塩ビ製SOP塗装

ゴム入ノンスリップ　木製手摺壁笠木(SOP塗装)

水飲場：化粧ｹｲｶﾙ板t=6　114条区画下地　

化粧ｹｲｶﾙ板t=6 PBt=12.5　LGS下地

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁：化粧ｹｲｶﾙ板t=6　

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

クロス貼　114条区画下地　

水飲場：化粧ｹｲｶﾙ板t=6　114条区画下地　

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁：化粧ｹｲｶﾙ板t=6　

紙巻器・トイレブース・オストメイト

紙巻器・トイレブース ライニング天板：ポストフォーム

転落防止手摺・カーテンレール

転落防止手摺・カーテンレール

CH階数 室 名 FL

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.02700CR1~9

土間コンクリート金鏝押え相談室１ +302

2700 同上廊下

１
階

水飲み場

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0（+302のみ）2700昇降口
+100

土間コンクリート金鏝押え
+302

防滑塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0男子ＷＣ
2700

土間コンクリート金鏝押え女子ＷＣ
+302車いすＷＣ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.02700CR10~19

相談室２ 土間コンクリート金鏝押え+3752

2700 同上廊下

２
階

水飲み場 +3752
2700 防滑塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0男子ＷＣ

土間コンクリート金鏝押え女子ＷＣ +3752
2700 土間コンクリート金鏝押え

倉庫
+3750

6150 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

モルタルt=40　3φ＃100階段

床

竪樋:カラー硬質塩ビ管　75Φ(VP)

軒樋:折板用大型軒樋 塩ビ製 前高130

鉄筋コンクリート布基礎

小学校

2

小学校

□

■ □

■

準都市計画区域□ 非線引き都市計画区域□都市計画区域（■市街化区域、□市街化調整区域）■

％計 画 建 蔽 率規 定 建 蔽 率建 築 面 積

％計 画 容 積 率規 定 容 積 率延 床 面 積

雨 樋

鉄骨造

構 造用 途棟別延床面積

指定なし□

□

面 積

棟別建築面積名 称

庇

■

□

0

その他(　　　　　　　　)RC造木造鉄骨造

その他(　　　　　　　　)用途変更仮設建築別棟増築増築新築

軒 天

屋 根

開 口 部

外 壁

基 礎

外 部 仕 上 表

備 考

合 計

規 模 最高高さ階地下階地上

用 途

構 造 □□□■

工 事 種 別 □□

接 道 状 況

敷 地 面 積

その他

指定なし22条地域□準防火地域防火地域防火指定

工業専用地域□工業地域準工業地域□商業地域近隣商業地域□
地 域

準住居地域□第２種住居地域□第１種住居地域第２種中高層住居専用地域□用途地域

第１種中高層住居専用地域□第２種低層住居専用地域□第１種低層住居専用地域□

用途区域

住居表示
工事場所

地名地番

工 事 名 称

設 計 概 要 書

屋根裏現し

〒244-0817 神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８

-

第４種高度地区

□

最高軒高 7.050ｍ

□ ■

耐火種別：耐火建築物

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

窯業系サイディングt=16

通気金具止め 強化石膏ボードt=15 2枚貼　鋼製下地C-100*50*20*2.3

昇降口ポーチ

渡り廊下

防球ネット

外部階段
鋼製階段　鋼製格子手摺H1100＋両側塩ビ製(34φ)ブラケット手摺(H800)設置

土間コンクリート金鏝仕上t=150(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6Φ150♯）砕石t=100

カラーGL鋼板t=0.35(水切りコーナー135°+135°)
水切・捨水切

GWt=100(24㎏品)、片流れ3/100勾配

二重折板断熱工法折板(上葺:カラーGL鋼板t=0.6 下葺:カラーGL鋼板t=0.6）H=90(ハゼ式)

60％

200％

1,883.90㎡

7.600ｍ

クロス貼　防火区画（面積）下地　

クロス貼　114条、防火（面積）区画下地　化粧PBt=9.5　LGS下地

GW16kg品t=100

GW16kg品t=100

化粧PBt=9.5　LGS下地

化粧PBt=9.5　LGS下地

窯業系サイディングt=16(横貼)

通気金具止め 強化石膏ボードt=15 2枚貼　鋼製下地C-100*50*20*2.3

耐火建築物等：耐火建築物

屋　根

外　壁

開口部

梁・柱 ロックウール吹付t=25（柱FP060CN-9460　梁FP060BM-9408）

2階床 デッキプレートEZ50+コンクリート山上80(FP060FL-0079)

鉄造（平12建告1399号第6四）階 段

－

（FP060NE-0228-1(1)又はFP060NE-0203(1)）

二重折板断熱工法折板(上葺:カラーGL鋼板t=0.6 下葺:カラーGL鋼板t=0.6）H=90(ハゼ式)

断熱リスト

部位

1階床下

外壁裏

2階天井裏

仕様

スタイロフォーム t=25（1種B）

グラスウール t=50(24kg/m3)

グラスウール t=100(24kg/m3)

114条区画壁

強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）

強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）

仕様

(FP030RF-1802 (7)グラスウール断熱材充てん／両面フネンエース裏張めっき鋼板製折板屋根)

CR~CR　間仕切壁

CR~廊下　間仕切壁

部位

仕様

外壁（FP060NE-0228-1(1)又はFP060NE-0203(1)）

強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）

部位

スパンドレル

1階相談室１~階段~ＣＲ５　階段~廊下

1500㎡以下防火区画(面積)壁

幅員：10,000ｍ

接道長さ：65.4ｍ

26,233㎡

11,281.88㎡

使用期間：令和7年4月1日～令和11年3月31日

アルミ既製品（参考：アルフィン）

窓:アルミサッシ(スクールペアエコSE強化ガラス型)

出入口：アルミサッシ(スクールペアエコSE強化ガラス型)

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

既存建物 小学校4,458.36㎡ 9,400.51㎡

申請建物①

小学校 鉄骨造申請建物②(渡り廊下)

A3_NON
A1_NON

958.80㎡

43.00

20.65

A-05

30.60㎡

5,447.76㎡

0㎡

㎡

㎡1,883.90

958.80+30.60

PBt=12.5素地　LGS下地 鋼製階段裏のまま
－塩ビ製

+302

土間コンクリート金鏝押え
階段下倉庫

+300

点状ブロック

踏面縞鋼板(蹴込板付) 点状ブロック（点状ブロック部分部分縞模様なし）

鉄骨：H-200*100*5.5*8　H-100*50*5*7

土間コンクリート金鏝仕上t=150(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6Φ150♯）砕石t=100

床下地：土間コンクリート金鏝 t=180 (D10@200)+スタイロt=25（1種B）

設計概要書・仕上表



Ｆ

① ②

③

Ａ
Ｂ Ｃ

Ａ
Ｂ Ｃ'

Ｃ”

倉庫

男子WC 女子WC

相談室2

相談室1

階段

階段

男子WC 女子WC

廊下

廊下

Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｊ'

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

5,215

2,115 3,415 3,600 9,000 9,000 9,000 9,000 9,130

2,115 3,415 3,600

9,000 9,000 9,000 9,000 9,130

6
,5

1
5

8
15
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,7

0
0

6
,
51

5
8
1
5

2
,
70

0

1,800

2
,
83

0
4
,5

00
2,

8
30

4
,5

0
0

4,525 4,605

3,125 2,280

3,125 2,280 3,725

昇降口
ＣＲ１ ＣＲ２ ＣＲ３ ＣＲ４

ＣＲ６ＣＲ５ ＣＲ７ ＣＲ８ ＣＲ９

ＣＲ１０ ＣＲ１１ ＣＲ１２ ＣＲ１３ ＣＲ１４

ＣＲ１５ ＣＲ１６ ＣＲ１７ ＣＲ１８ ＣＲ１９

I

Ｋ

3,725

54,260

1
7,

36
0

1,885

2,
7
00

7
,2

4
5

階段 Ｃ

男子WC Ｄ

Ｅ

女子WC

車いすWC Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ廊下

Ｊ

昇降口 Ｋ

ＣＲ１

ＣＲ２

ＣＲ３

ＣＲ４

ＣＲ５

ＣＲ６

ＣＲ７

ＣＲ８

ＣＲ９

＊

3.600

3.125

4.525

2.280

3.725

4.605

54.260

3.415

9.000 ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ 7.330

2.830

4.500

2.830

2.830

4.500

2.700

0.815

7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

＊ 7.330

9.130

9.130

階段 3.600 ＊

男子WC Ｄ

Ｅ

女子WC

車いすWC Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ廊下

＊

3.125

4.525

2.280

3.725

4.605

54.260

9.000 ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ 2.830

4.500

2.830

2.830

4.500

2.700

0.815

7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

9.000 ＊ 7.330

＊ 7.330

9.130

9.130

Ｊ’

Ｃ’

＊Ｃ”

6.515

1.800 0.815

5.215

ＣＲ１０

ＣＲ１１

ＣＲ１２

ＣＲ１３

ＣＲ１４

ＣＲ１５

ＣＲ１６

ＣＲ１７

ＣＲ１８

ＣＲ１９

26.388000

20.362500

8.843750

6.452400

10.541750

20.722500

146.502000

2.783225

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

66.922900

66.922900

20.362500

8.843750

6.452400

10.541750

20.722500

146.502000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

66.922900

66.922900

1階求居室積表 2階求居室積表

相談室１

算定式

Ａ

Ｂ

2.115

3.415 ＊

＊ 7.330

6.515

相談室１

算定式

Ａ

Ｂ

2.115

3.415 ＊

＊ 7.330

6.515

面積

15.502950

22.248725

面積

15.502950

22.248725

941.9527

941.95㎡

計 941.9527

941.95㎡

計

室面積 室面積

37.751675 37.751675

26.388000 23.454000

1.467000 24.921000

29.206250

29.2062506.452400

6.452400

31.264250

31.264250

149.285225

4.250225 150.75222565.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

66.922900

66.922900

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

65.970000

66.922900

66.922900

建物求積表

番　号 算定式 面積(ｍ2)

＊

＊

＊

54.260 17.360

1.885 2.700

1.624 7.245

①

②

③ 11.76588

5.08950

941.95360

1,624

8,700

建築面積

１Ｆ床面積

２Ｆ床面積

延床面積

172.34+178.44

①

①

941.95360

941.95ｍ2

941.95360

941.95ｍ2

1883.90ｍ2

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:300
A1_1:150

1
,0

00

① + ② + ③ 958.80898

958.80ｍ2

A-06

建物求積表・各室求積表



33.892

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

㎡

階数 部屋名 床面積

採光

換気

排煙

㎡ 採光

換気

排煙

65.97

66.92

㎡ 採光

換気

37.75

㎡

㎡

必要面積

13.20

 3.30

㎡

㎡

13.39

3.35

㎡

㎡

-

-

係数

1/5

1/20

1/5

1/20

1/7

1/20

W×H建具名 建具面積

-

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝AW-1

AW-1

-

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝AW-1

AW-1

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝AW-1

AW-15.40

1.89

排煙 -

AW-2 0.675×1.775＝ 1.198

3

個数

3

-

3

3

-

-

1

1

採光補正係数

㎡

㎡-

-

＞

有効面積計

3.00 25.23

㎡

㎡-

-

＞

＞

3.00 25.23

㎡

㎡-

＞

＞

13.20

 3.30

13.39

3.35

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

有窓

判定

有窓

有窓

有窓

有窓

有窓

-

2.51

3.93

3.93

1.89

5.408.41

＞

1 3.00 

㎡ 採光

換気

排煙

㎡ 採光

換気

排煙

65.97

66.92

㎡ 採光

換気

37.75

㎡

㎡

13.20

 3.30

㎡

㎡

13.39

3.35

㎡

㎡

-

-

1/5

1/20

1/5

1/20

1/7

1/20

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝

1.580×1.775＝ 2.804

1.3130.740×1.775＝

5.40

1.89

排煙 -

0.675×1.775＝ 1.198

3

3

-

3

3

-

-

1

1

㎡

㎡-

-

＞

3.00 25.23

㎡

㎡-

-

＞

＞

3.00 25.23

㎡

㎡-

＞

＞

13.20

 3.30

13.39

3.35

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

有窓

有窓

有窓

有窓

有窓

有窓

-

2.51

3.93

3.93

1.89

5.408.41

＞

1 3.00 

ＣＲ１～３　５～８

ＣＲ４　９

相談室１

ＣＲ１０～１３　１５～１８

ＣＲ１４　１９

１階

２階

【　建築　採光無窓検討表　】　法第28条第1項・法第116条の2第1項1号(採光無窓居室)による開口検討

【　建築　換気無窓検討表　】　法第28条第2項による開口検討

【　建築　排煙無窓検討表　】　令第116条の2第1項2号(排煙無窓居室)による開口検討

採光・換気・排煙計算

相談室２

天井高

(m)

2.700941.95 ㎡

(㎡)

床面積

【　必要換気量計算　】　24時間換気必要風量算定　　必要換気量＝居室面積×天井高×換気回数　　判定：設計換気量（m3/ｈ）＞必要換気量（m3/ｈ）・・・ＯＫ

2.700941.95 ㎡２階

１階

階数

・換気回数：0.3回/ｈにて設計　・天井裏への措置：第三種換気又は規制対象外とする

（全室共通）使用材料について：内装仕上げ部分については、全てシックハウス規制の対象外建築材料を使用する。

941.95 ㎡

941.95 ㎡

小学校

【　建築　シックハウス対策検討表　】　法第28条の2第1項3号による換気検討

【　消防　無窓階検討表　　】　消令第10条第1項5号による開口検討

【　無窓階計算　】　有効面積＝建具面積×数量　　必要面積＝床面積×係数　　判定：有効開口面積計（㎡） ＞ 必要面積（㎡）・・・有窓

階数

１階

２階 小学校

床面積主用途 建具名

AW-1

AW-3

AD-1

数量 有効面積 有効面積計 係数 必要面積 判定

有窓1/30

大型開口

大型開口

大型開口

4.830×2.000

1.580×1.775

19.660

大型開口

備考建具面積

2.804

1.580×1.550 2.449

22.432

 9.660

0.900×2.000 大型開口

開口条件：開口下端はFL+1200以下、直径50cm以上の円が内接出来る開口、直径１ｍ以上の円が内接又はW75cm×H120cm以上の開口が2ヶ所以上、開口前面に１ｍ以上の空地があるものとする。

1.800 1  1.800

大型開口AW-5 2.000×1.550 3.100 1  3.100 有窓31.401/30

-

AW-3

AW-3

-

AW-3

AW-3

-

AW-3

AW-3

AW-2

-

換気回数

(回/h)

0.3 0.30 OK

判定実質換気回数

(回/h)(m3/h)

800以上を設置

設計最小換気量必要換気量

(m3/h)

763

0.3 0.30 OK800以上を設置763

2543.265

(m3)

室容積

2543.265

備考

換気扇による換気量を確保(男女ＷＣ 設置)

換気扇による換気量を確保(男女ＷＣ 設置)

必要設備

・カーテン等の防炎措置(全ての規模)

　・消火器は能力単位≧床面積／100㎡とし、能力単位８必要

　　(能力単位：3～5型＝1、6型＝2、10型＝3)

　　更に歩行距離20ｍ毎に設置すること。

消防法(7)項：小学校＜有窓階＞

延床面積：1883.90m2(1F:941.95㎡・2F:941.95㎡)

・誘導標識(全ての規模)

・消火器具(延床面積300㎡以上)

・自動火災報知機(500㎡以上)

.・消防機関へ通報する火災報知設備(延床面積1000㎡以上)

・非常警報設備(収容人員50人以上)

・避難器具(収容人員50人以上)

・防火管理者の専任(収容人員50人以上)

1

8

31.40

AW-7

11 26.939

31.839

AW-7 0.900×2.000 1.800 1.800

A1_NON
A3_NON

A-07

収容人員695人(1F:315人+2F:350人,職員:30人)

法規チェック
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

１階平面図

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

FL＝GL+302
CH＝2700

66.92㎡

66.92㎡

FL＝GL+302
CH＝2700
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図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司
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図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度
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一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

7,
2
00

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

13
0

17
,
36

0

渡
り

廊
下

1
,8

00

2
,
70

0
7
,2

0
0

1
,8

00

▲

13
0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ネット引分け

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

1,800 1,800

130 130

54,260

防球ネット 防球ネット

9,000

屋根伏図
A3_1:200

45
0

4
5
0

庇

▲
昇降口

耐火建築物

申請建物：鉄骨造2階建て

最高軒高　7,050

最高高さ　7,6003
/1

0
0

3/
1
00

3/
1
00

3
/1

0
0

▲
主

要
な

出
入

口

A-10

屋根伏図　S＝1/200



スパンドレル

3
0
0

3
,4

5
0

30
0

3,
45

0

X0 X5 X10 X15 X20 X25 X30

3/1003/100

Y9 Y0Y5 Y4

X30 X25 X20 X15 X10 X5 X0

3,
3
00

7
,
05

0

3
,3

0
0

7,
0
50

1500㎡面積区画

114条区画

3/100 3/100

Y9Y0 Y5Y4

5
50

7
,6

0
0

55
0

7,
6
00 防

球
ネ

ッ
ト

防
球

ネ
ッ

ト

FF

F F

▽最高高さ

▽軒高

▽2SL

▽1SL

△設計GL

▽最高高さ

▽軒高

▽2SL

▽1SL

△設計GL

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所
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図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

断面図
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壁：クロス貼
強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）
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鋼製下地C-100*50*20*2.3

壁：クロス貼
強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）

ＣＲ１１

16+15+15+15+100+30+50＝241 157.52,38550+30+50+12.5＝142.5 6,861 241142.5

鋼製下地C-100*50*20*2.3

196.5=9.5+21+21+65+30+50 50+30+65+12.5＝157.5 6,861196.5

壁：クロス貼
強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）壁：クロス貼

　　PBt=12.5 LGS下地
　　GW24kg品t=50

壁：クロス貼
　　PBt=12.5 LGS下地
　　GW24kg品t=50
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外部巾木：コンクリート打放し補修程度

撥水材塗布

(誘発目地 D=15､W=15@3000)

天井：化粧PBt=9.5　LGS下地

カーテンレール下地

（FP060NE-0228-1(1)

又はFP060NE-0203(1)）

強化石膏ボードt=15 2枚貼

透湿防水シートt=0.15

通気金具止めt=15

窯業系サイディングt=16横貼

（FP060NE-0228-1(1)

又はFP060NE-0203(1)）

強化石膏ボードt=15 2枚貼

透湿防水シートt=0.15

通気金具止めt=15

窯業系サイディングt=16横貼

柱：ロックウール吹付t=25

(FP060CN-9460)

柱：ロックウール吹付t=25

(FP060CN-9460) コンクリート 山上80

デッキプレートEZ50
(FP060-FL0079)

床：長尺塩ビシートt=2.0

梁：ロックウール吹付t=25

(FP060BM-9408）

天井：化粧PBt=9.5　LGS下地

柱：ロックウール吹付t=25

(FP060CN-9460)

天井：化粧PBt=9.5　LGS下地

梁：ロックウール吹付t=25

(FP060BM-9408）

天井：化粧PBt=9.5　LGS下地

床：長尺塩ビシートt=2.0床：長尺塩ビシートt=2.0

＋防湿シート t=0.15＋砕石 t=100

壁：クロス貼
　　PBt=12.5 LGS下地
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柱：ロックウール吹付t=25
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転落防止手摺(SUS) 転落防止手摺(SUS)

アルミサッシ
(ビル用）

強化PBt=21×2+PBt=9.5（FP060NP-0046）
壁：クロス貼

天井：化粧PBt=9.5　LGS下地 天井：化粧PBt=9.5　LGS下地

長尺塩ビシートt=2.0

コンクリート 山上80

デッキプレートEZ50
(FP060-FL0079)

壁：クロス貼
　　PBt=12.5 LGS下地

　　GW24kg品t=50

柱：ロックウール吹付t=25
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＋防湿シート t=0.15＋砕石 t=100
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※基礎：構造図による ※基礎：構造図による ※基礎：構造図による ※基礎：構造図による

ソフト巾木H=60

ソフト巾木H=60

ソフト巾木H=60

床：長尺塩ビシートt=2.0

ソフト巾木H=60

ソフト巾木H=60

長尺塩ビシートt=2.0

コンクリート 山上80

デッキプレートEZ50
(FP060-FL0079)

ソフト巾木H=60

廻縁：塩ビ製

壁：クロス貼
　　PBt=12.5 LGS下地
柱：ロックウール吹付t=25

(FP060CN-9460)

廻縁：塩ビ製 廻縁：塩ビ製廻縁：塩ビ製

廻縁：塩ビ製廻縁：塩ビ製

アルミサッシ
(ビル用）

アルミサッシ
(ビル用）

アルミサッシ
(ビル用）

床下地：土間コンクリート金鏝 t=180 (D13@200)+スタイロt=25（1種B）

床下地：土間コンクリート金鏝 t=180 (D13@200)+スタイロt=25（1種B）

屋根裏現し

水下めくら面戸

屋根：二重折板断熱工法(折板上下共:カラーGL鋼板t=0.6）H=90(ハゼ式)　裏：フネンエースt=4 屋根：二重折板断熱工法(折板上下共:カラーGL鋼板t=0.6）H=90(ハゼ式)　裏：フネンエースt=4

　    GWt=100(24㎏品)、片流れ3/100勾配

　　（FP030RF-1802 (7)グラスウール断熱材充てん／両面フネンエース裏張めっき鋼板製折板屋根)

棟包み：カラーGL鋼板 t=0.6

　　裏：フネンエースt=4

3/100勾配3/100勾配

　    GWt=100(24㎏品)、片流れ3/100勾配

　　（FP030RF-1802 (7)グラスウール断熱材充てん／両面フネンエース裏張めっき鋼板製折板屋根)

3
0
0

3,
45

0
3
,
30

0

7,
05

0

450

▽最高高さ

5
50

7
,6

0
0

C
H2

,
70

0
C
H
2,

70
0

C
H2

,
70

0
C
H
2,

70
0

GW16kg品t=100GW16kg品t=100 GW16kg品t=100

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所
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図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度
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図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

２階キープラン

▲

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m＝941.95㎡

7,
2
00

13
0

13
0

17
,
36

0

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

1
,8

00
1
,8

00
1
,8

00

2
,
70

0
7
,2

0
0

1
,8

00

▲

相談室２

水飲

DN

渡
り

廊
下

SK

女子ＷＣ男子ＷＣ

PS

倉庫

有
効

巾
2,

38
5

防球ネット 防球ネット
庇

ＣＲ１６ ＣＲ１７ ＣＲ１８ ＣＲ１９

ＣＲ１４ＣＲ１３ＣＲ１２ＣＲ１０

ＣＲ１５

ＣＲ１１
65.97㎡

FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

65.97㎡
FL＝GL+302
CH＝2700

FL＝GL+302
CH＝2700

66.92㎡

66.92㎡

FL＝GL+302
CH＝2700

37.75㎡

DN

▽庇の出1,
0
00

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

DN

AW

5

AW

7
防

消 消 消 消消 消 消 消 消 消消

消 消

LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

LSD

LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD3

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

SF SF

LSD

3

1,800 1,800

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000130 130

54,260

ネット引分け

A3_1:200
A1_1:100

A-19

2F平面図図　S＝1/200



記号・数量 1
AW

1箇所

2 3

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量 AWAW
4 5 6

AW

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量

特記事項

各寸法は特記なき限り枠内（戸当り内）寸法とする。

吊元､引込方向は平面図参照

製作前に製作図（仕上色含む）を作成し、担当者の承認を得ること。

特記なき限りドアチェックは金具調整により、ストッパー有無の切替可能なものとする。

特記なき限り枠の見付25mmとする。

特記なき限り外部建具の躯体間シールは、2成分形変性シリコーン系とする。

鍵本数は各3本1セットとする。

マスターキーは製作する。

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

F

F

2,
0
30

6
00

2,
73

0
1
00

1,230

F

F

4,830
2,370 1,230

1階：昇降口

アルミフロント引分け戸+上部FIX窓

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

AD AWAW
1

▽FL

2
,0

00

2,000

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

アルミ製掃出し窓

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

9
00

1,
77

5
25

▽FL

▽CL

1,580

2
,7

00

アルミ製引違窓

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

アルミ製引違窓

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

9
00

1,
77

5
25

▽FL

▽CL

1,580

2
,7

00

アルミ製引違窓

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

アルミ製引違窓

28箇所

9
00

1,
77

5
25

▽FL

▽CL

2
,7

00

1,450

1階：相談室1、CR1～9

2階：相談室2、CR10～19

31箇所

90
0

1
,7

75
2
5

▽FL

▽CL

2,
7
00

1,450

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

アルミ製引違窓

1階：廊下

2階：廊下

1箇所

90
0

1
,7

75
2
5

▽FL

▽CL

2,
7
00

2,000

中桟、引き棒、サムターン錠/シリンダー錠

外部建具表 S=1/100

▽FL-200

1箇所

1階：相談室1

1箇所

2階：相談室2

中桟、クレセント中桟、クレセント、外れ止め防止、網戸(ネット：合成樹脂）、転落防止手摺(SUS)中桟、クレセント、外れ止め防止、網戸(ネット：合成樹脂）、転落防止手摺(SUS)

中桟、クレセント、外れ止め防止、網戸(ネット：合成樹脂） 中桟、クレセント、外れ止め防止、網戸(ネット：合成樹脂） 中桟、クレセント、外れ止め防止、網戸(ネット：合成樹脂）、転落防止手摺(SUS)

AW

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

カムラッチハンドル、クレセント

1,
1
70

6
30

600

▽FL

アルミ突出し窓

1階：男子WC、女子WC

2箇所

2箇所

2階：男子WC、女子WCAW

アルミ押出し型材

集成材t=25 ウレタン塗装

付属金物一式

アルミ製FIX窓

2箇所

階段室

1,
65

0
5
00

▽踊場FL

550

98

1階：廊下

2階：廊下

1箇所

1箇所

AW

▽FL

2
,0

00

2,000

アルミ押出し型材

付属金物一式

集成材t=25 ウレタン塗装

アルミ製掃出し窓

7

防火設備

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

外部建具表

1箇所

スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型） スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型） スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）

スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）

スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）

スクールペアエコSE：網入ｶﾞﾗｽ6.8mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）

転落防止手摺(SUS)

1,
15

0

▽転落防止手摺中心

転落防止手摺(SUS)

1,
15

0

▽転落防止手摺中心

転落防止手摺(SUS)

1
,1

50

▽転落防止手摺中心

開口制限ストッパー付

開口制限ストッパー付開口制限ストッパー付

スクールペアエコSE：Low-E型板強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）

スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）(下部：網入りガラス6.8mm)

スクールペアエコSE：Low-E強化ｶﾞﾗｽ4mm+A12+強化ｶﾞﾗｽ4mm（遮蔽型）(下部：網入りガラス6.8mm)

A3_1:100
A1_1:50

A-20

中桟、クレセント、破壊錠



記号・数量 1

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量

特記事項

各寸法は特記なき限り枠内（戸当り内）寸法とする。

吊元､引込方向は平面図参照

製作前に製作図（仕上色含む）を作成し、担当者の承認を得ること。

特記なき限りドアチェックは金具調整により、ストッパー有無の切替可能なものとする。

特記なき限り枠の見付25mmとする。

特記なき限り外部建具の躯体間シールは、2成分形変性シリコーン系とする。

鍵本数は各3本1セットとする。

マスターキーは製作する。

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

2 3 1

1
TB TB

▽FL

2
,0

00

1階：車椅子WC

1箇所

▽FL

2
,0

00

▽FL

2
,0

00

900

-

レバーハンドル、シリンダー錠/サムターン、丁番、戸当り、DC

付属金物一式

-

-

付属金物一式

付属金物一式

OPEN▽FL

2
,0

00

1,100

2箇所

1階：男子WC、女子WC

2箇所

2階：男子WC、女子WC

1 2
TB
3

SD

表示付スライドラッチ錠

-

トイレブース

ラバトリーヒンジ､SUS巾木

ポリエステル化粧合板・40

▽FL

3,170

1,
80

0

2,
10

0

戸袋付きスチール両開き戸(潜り戸付)90度開き

－

ケースハンドル(空錠)､潜戸用ケースハンドル(空錠)

オートヒンジ､潜戸用オートヒンジ､戸当り､DC

※潜り戸位置､開き方向は平面図参照

防火設備：令112条-19-2-ﾛ､S48建告第2564号、常時開放式・煙感知器連動自動閉鎖・遮煙性能

750

▽FL

1
,8

20

1,
90

0

2
0

60

内開

700

内開

700

内開

700

内開

700

表示付スライドラッチ錠

-

トイレブース

ラバトリーヒンジ､SUS巾木

ポリエステル化粧合板・40

表示付スライドラッチ錠

-

トイレブース

ラバトリーヒンジ､SUS巾木

ポリエステル化粧合板・40

▽FL

1
,8

20

1,
90

0

2
0

60
4
0

▽FL

1
,8

20

1,
90

0

2
0

60

内開

700

内開

700

内開

700

内開

700

内開

700

内開

700 700

外開

1箇所

1箇所

1箇所

1箇所

1箇所

1箇所

内部建具表 S=1/100

500×700 150×700

階段室

1箇所

2階：男子WC

1階：男子WC 1階：女子WC 1階：女子WC

2階：女子WC 2階：女子WC

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

内部建具表

825 150引残し

LSD

スチールハンガー片引き戸

引手 H=450(バータイプ)、引戸錠(外シリンダー/内サムターン)、

指はさみ防止ゴム、戸尻ゴム、付属金物一式

フリーストッパー

MDF　40

溶融亜鉛メッキ鋼板　仕上塗装　

溶融亜鉛メッキ鋼板　仕上塗装　

2階：CR10～19

20箇所

1階：、CR1～9

18箇所

LSD

引手 H=450(バータイプ)、引戸錠(外表示錠/内大型サムターン)

スチールハンガー片引き戸

指はさみ防止ゴム、戸尻ゴム、付属金物一式

フリーストッパー

825 150 引残し

スチール片開き戸

LSD 2階：相談室2,倉庫

2箇所

1階：相談室1,倉庫

2箇所

溶融亜鉛メッキ鋼板　仕上塗装　

MDF　40 MDF　40

SF

スチール三方枠

溶融亜鉛メッキ鋼板　仕上塗装　 溶融亜鉛メッキ鋼板　仕上塗装　

7
00

10
0

68
0
2
0

2
0

7
00

10
0

68
0
2
0

1,
57

0

1
,6

10

1,
57

0

1
,6

10

4
0 4
0

1,
57

0

1
,6

10

2
0

2
0

7
00

10
0

68
0
2
0

ウレタン塗装　40

学校用強化透明ガラス t=5 学校用強化型板ガラス t=4

A3_1:100

A1_1:50
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設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 男女ＷＣ・車いすＷＣ展開図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-22

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:50
A3_1:100
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X 0

4,395

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

Y 4 Y 0
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1
,
1
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6
3
0

9
0
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6
5
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8
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1
0
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X 0

4,395

Y 4Y 0

7,200

2
,
0
0
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Ａ 面 Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

１、２階男子ＷＣ

Y 4 Y 0

7,200

2
,
0
0
0

Ｂ 面

C
H
=
2
,
7
0
0

OPEN

8
5
0

X 5

3,725

Ａ 面

１、２階女子ＷＣ

X 5

4,605

Ａ 面

1
,
9
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

450

鏡

1
,
3
0
0

5
0
0

450

鏡

1
,
2
0
0

X 5

3,725

Ｃ 面

1
,
2
0
0

8
5
0

Y 4Y 0

7,200

2
,
0
0
0

Ｄ 面

1
,
1
7
0

6
3
0

棚

1
0
0

9
0
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6
5
0

8
0
0

１階車いすＷＣ

C
H
=
2
,
7
0
0

2,280

2
,
0
0
0

2,830

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

フック

1
,
3
0
0

4
0
0

鏡

8
5
0

450

Ａ 面 Ｂ 面

2,280

Ｃ 面

2506
5
0

1
,
6
0
0

2,830

Ｄ 面

非常ボタン（FL+300）

非常ボタン
（FL+1,000）

洗浄ボタン

700

6
5
0

8
0
0 8
0
0

9
0
0

鏡

車いすＷＣ

2
,
8
3
0

2,280

1,
50
0

750

腰かけ便器
便座の中心から両側手すりは同距離

2
5
0

可動手すり
Ｌ型手すり

有効800

345

表示サイン

１階車いすＷＣ詳細図　1/50

6
5
0

ゴミ箱

紙巻器
自動水栓

2
5
0

オストメイト対応水栓



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 リース備品図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-23

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:50
A3_1:100

　普通教室リース備品配置図　S=1/100(A-3)　

※　什器に鋭角部等がある場合は、コーナーガード等の安全対策を行うこと。

※　飛散の恐れのある物は、飛散防止対策を行うこと。

※　すべて新品とする。

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

1

2

4

3

5

7

6

8

9

11

12

10

備　考

普通教室　備品リスト（１ＣＲあたり）

机

1,2003,600 × G-630曲面黒板 1
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2,000 2,000 2,000 2,400

8,400

渡り廊下

15
0
3
0
0

150mm以上
ｸﾘｱﾗﾝｽ

1
5
0

150mm以上
ｸﾘｱﾗﾝｽ

▽軒の出

300300

1 ,
5
0 0

3
,
0 0

0

△庇の出

2
,
00

0

2,000

6
,
90

0

建物求積図　S＝1/100

8,400

②

 2.000 6.900

8.400 2.000

13.800000

30.600000

30.60ｍ2

1
,8

0
0

1,800

+150

A3_1:100
A1_1:50

A-26



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

渡り廊下棟　立面図

X0

⑱増築校舎棟

△設計GL

屋根勾配

5004,500

6,900 2,000 150

ｸﾘｱﾗﾝｽ

300

1,900①校舎棟

1,500 150mm以上

ｸﾘｱﾗﾝｽ

(庇の出)

3,000

(ポーチの出)

西側立面図　S＝1/100

3
,5

2
0

△軒高

12
0 ▽最高高さ

3
,
64

0

X0

⑱増築校舎棟

△設計GL

屋根勾配

500 4,500

6,9002,000150

ｸﾘｱﾗﾝｽ

300

1,900 ①校舎棟

1,500150mm以上

ｸﾘｱﾗﾝｽ

(庇の出)

3,000

(ポーチの出)

▽最高高さ

東側立面図　S＝1/100

△軒高

3,
54

0
1
00

3
,
64

0

△設計GL

△設計GL

3,
82

0

△最高軒高

8,400

3
,
92

0

1
00

▽最高高さ

屋根勾配

3
,
92

0

▽最高高さ

3
,
80

0
12

0

△水下軒高

8,400

北側立面図　S＝1/100

南側立面図　S＝1/100

1
50

▽FL

3
,3

70

1
50

▽FL

3
,6

5
0

15
0

3
,3

9
0

15
0 ▽FL

3
,
67

0

▽FL

A3_1:100
A1_1:50

A-27



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 外構平面図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-28

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:200
A3_1:400

体育倉庫

隣
地
境
界
線

簡易物置 簡易物置

昇降口

新設校舎棟

5
4
,
0
0
0

1
1
,
2
5
0

1
1
,
0
0
0

17,100 8,800

簡易物置 簡易物置

体育倉庫

3,000

新設外構工事凡例

a アスファルト舗装（透水性）

新設渡り廊下

a

a

b

b

c Ｌ型側溝集水桝（600×500）

Ｌ型側溝（Ｗ-500）

c

c

c

c

撤去外構工事凡例

1 アスファルト舗装

2

3 Ｌ型側溝集水桝（600×500）

Ｌ型側溝（Ｗ-500）

1

1

2

3

3

3

3

4 学習園

5 飼育小屋（２棟）

6 アヒルの池

7 藤棚

4

5

5

6

7

8

9

8砂場

8

8 飼育小屋周囲ネットフェンス Ｈ＝1200

10

11

12

砂場

鉄棒（６連）（移設）～移設場所は学校と打合せ

ジャングルジム（移設）～移設場所は学校と打合せ

9

10
12

11

鉄棒（５連）

庇先端

13

13

d

d

ｄ コンクリート縁石

雨水接続配管は別図による

13 水栓（２か所）

雨水接続配管は別図による

ポーチ

新設外構平面図　1：400(A-3) 撤去外構平面図　1：400(A-3)

グラウンド グラウンド

芝張り

1
3
,
5
0
0

5,400

3,000



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 外構詳細図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-29

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:10～1:100
A3_1:20～1:200

アスファルト舗装（透水性） 1／20

再生クラッシャラン（RC-40）

再生加熱アスファルト混合物（透水性）

Ｌ型側溝（Ｗ-500） 1／20ｂ

※教育委員会標準構造図集による

Ｌ型側溝集水桝（600×500） 1／40ｃ 1／20コンクリート縁石

再生クラッシャーラン（RC-40）

コンクリート（16-8-25）

150／170×200×600

コンクリートブロックR20

（JIS A 5307 A型）

モルタル（1:3）空練り

1
0
0

1
0
0

1
5

1
2
0

1
0
0

230

15 150

30

ｄ 1／20学習園（レンガ縁石）4

「横浜市小・中学校標準図屋外付帯施設９５型」１３改

1/100

▼ＧＬ
▼ＦＬ

▼水下軒高
▲最高軒高

▼最高高さ

▲
柱

芯

▼
柱

芯

▼最高高さ

▲最高軒高

▲
柱
芯

▼
柱
芯

立面図　S=1/100

Ｂ － Ｂ 断面図　S=1/100

Ａ － Ａ 断面図　S=1/100

外壁：窯業系サイディングボードt=16（1段）

金網：エキスパンドメタル樹脂被覆
　　　50×20　t=2.3

金網：エキスパンドメタル樹脂被覆
　　　50×20　t=2.3

廊下

廊下

小鳥室

10
0

10
0

10
0

2,
85
5

2,
75
5

3,
08
5

2,
88
5

20
0

1,657.5 1,147.5

37.52,73037.5512.5

2,805

262.5

2,
60
0

50
0

2,
00
0

212.537.56,370

6,445

37.5212.5

2,
88

5

3,
08

5

20
0

2,
50

0

2,
00

0
50
0

Y2Y0

X0 X4

飼育小屋 1／100　1／2005 1／80アヒルの池6

1／80飼育小屋周囲ネットフェンス　Ｈ＝1200

柱:75φ

梁:50×75

ブレース

棚:φ40@450

2,400 2,400

2
,
4
0
0

材質:スチール

4,800×2,200

1／100

砂場9 1／40

※教育委員会標準構造図集による

鉄棒10 11

※教育委員会標準構造図集による

1／80

藤棚7

8

ジャングルジム12 1／80

※教育委員会標準構造図集による

a

3
0

1
0
0

（新設、撤去共）

1 2 3

▲
柱

芯

▼
柱

芯

▼柱芯

▲柱芯

平面図　S=1/50

Ａ

Ａ

ＢＢ

角桝：300×300×450

目皿：100mm

塩ビ製　VP100φ

給水栓

地先ブロック：80×120×600雨水処理(砂利敷き)

うさぎ室 小鳥室 にわとり室

±０ ±０

+100

±０

±０

±０
廊下

37.5

2,767.5

6,370

6,445

1,820 1,857.5

37.5

50
0

2,
80
5

2,
73
0

37
.5

37
.5

1,
14
7.
5

1,
65
7.
5

X0 X4

Y0

Y2

4,000×1,250



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 既存緑化図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-30

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

プール

グラウンド

校舎棟

校舎棟

校舎棟 受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

真北

既存緑化図　　S=1/1000(A-3)

給食室

屋内運動場

7,
20
0

5,
40
0 1,
80
0

10,0001,000
7,000

2,000

校舎棟

増築校舎棟

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線
(6
5.
4m
)

(7
.5
m)

(1
8.
5m
)

(19
.0m

)

(19.4
m)

(20.1m)

(90.2m)

(
1
7
2
.
4
m
)

(150.9m)

(5
3.
1m
)

(79.3m)

樹林植栽地①：1,680.65㎡

樹林植栽地②：76.62㎡

1
2
,
2
8
0

6,240

樹林植栽地③：151.97㎡

樹林植栽地④：252.61㎡

樹林植栽地⑧：1,069.47㎡

砂場

樹林植栽地⑨：462.90㎡

芝等①：1,653.25㎡

花壇⑤：71.30㎡ 花壇⑥：87.08㎡ 花壇⑦：18.33㎡

花壇④：48.70㎡

樹林植栽地⑫：25.40㎡

樹林植栽地⑤：1.82㎡

樹林植栽地⑥：1.43㎡

花壇③：11.91㎡

樹林植栽地⑦：50.80㎡

樹林植栽地⑬：50.21㎡

花壇⑧～⑬：2.25㎡

（６カ所）

樹林植栽地⑪：124.33㎡

樹林植栽地⑩：25.48㎡

花壇⑮：28.80㎡

花壇⑰：7.82㎡

花壇⑯：7.82㎡

花壇⑭：2.25㎡

凡例

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ３

Ｔ４

樹木植栽地

芝等

花壇等

凡例（面積はＣＡＤ求積）

5

樹木植栽地

番号 面積(㎡)
4m以上 2.5m以上4m未満 1m以上2.5m未満 0.4m以上1m未満

本　数

① 1,680.65 96 43 8

②

③

④

⑤

⑥

76.62

7

- -

花壇等

番号 面積(㎡)

① 4.18

②

③

6.73

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

芝等

番号 面積(㎡)

① 1,653.25

⑪

コウライ芝

ツツジ

竹林T2-40本

4

3

5 -5

151.97 -6 5 5

252.61 18 5 6

ツツジ

花壇①：4.18㎡

花壇②：6.73㎡

-

1.82

1.43

- -1 -

- -1 -

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

15

20

50.80 5 35- -

11.91

1,069.47

48.70 T1:1本+ツツジ

T3:1本+ツツジ
10

10

62 11 14 20

462.90 51 6 3 -

71.30

87.08

18.33

T1:3本+ツツジ

T1:3本+T2:1本+ツツジ

T1:3本+ツツジ

⑫

⑬

⑭

⑮

2.25

2.25

2.25

2.25

2.25

2.25

T1:1本

T1:1本

T1:1本

T1:1本

T1:1本

T1:1本

2.25 T1:1本

28.80 ツツジ

⑯

⑰

⑱

⑲

7.82 T1:1本

7.82 ツツジ

25.48 - -2 -

124.33 - -10 -

花壇⑱～⑲：1.50㎡（２カ所）

1.50 T1:1本

1.50 T1:1本

⑫

⑬

25.40

50.21

1 7- -

6 1 19-樹林植栽地⑭：12.20㎡

3
⑭ 12.20 - - - 3

3 4

19

樹林植栽地⑮：6,732.64㎡

⑮ 6,732.64 - -3 -

※1

※1

※1

※1

※1：樹木密度不足のため「緑化施設面積算出表」においては樹木密度の面積を記載した

※2

※2：花壇等⑬～⑲は「緑化施設面積算出表」においては水流等⑴～⑺に面積を記載した

高さ4m以上

高さ2.5m以上4m未満

高さ1m以上2.5m未満

高さ0.4m以上1m未満

寸法表記無き求積はＣＡＤによる

5,700

3
,
2
7
0

24,000

3
,
6
5
0

19,560

3
,
7
6
0

54
,2
00

3,650

5,380

122,300

3,
09
0

2
7
,
1
0
0

14,400

800

13,300

7
,
3
0
0

8
,
1
7
0

4,010

75,900



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 日影図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

A-31

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

▼

体育倉庫

体育倉庫

プール

グラウンド

正門

駐車場

地下鉄排気塔

歩
道

⑫-2

簡易物置

防災備蓄庫

地下鉄排気塔

通用門▼

ｽﾛｰﾌﾟ

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

公道　(法第42条第1項)

公
道
　
(法

第
42
条
第
1項

2号
)

道
路
境
界
線
(6
5.
4m
)

①校舎棟

①校舎棟

①校舎棟

②渡り廊下

⑥
変電室

ﾌﾟｰﾙﾄｲﾚ
⑧

循環機室
⑨

⑦

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

⑩

⑪石油保管庫

ﾎﾟﾘ容器保管庫

⑫-1
倉庫

倉庫

⑭-1
簡易倉庫

⑭-2
簡易倉庫

簡易物置
⑮-1

簡易物置
⑮-2

⑮⑮
-4-5

簡易物置
⑮-6

⑮-7
簡易物置

真北

日　影　図　　S=1/1000(A-3)

③給食室

④屋内運動場

⑤-1渡り廊下

 ⑤-2渡り廊下

⑤-3渡り廊下

 ⑤-4渡り廊下

⑯-1

⑯-2

⑰

⑲増築渡り廊下

昇降口

7,
20
0

5,
40
0 1,
80
0

10,0001,000
7,000

2,000

②渡り廊下

⑰校舎棟

 ⑤-5渡り廊下

⑱増築校舎棟

(7
.5
m)

(1
8.
5m
)

(19
.0m

)

(19.4
m)

(20.1m)

(90.2m)

(
1
7
2
.
4
m
)

(150.9m)

(5
3.
1m
)

(79.3m)

⑮⑮
-8-9

簡易物置

 4:00

 2:30

基準倍率表

時刻 方位角[度] 倍率 Ｘ Ｙ

 8:00  -53.3669   7.0401  -5.5793   4.2936 
 8:30  -48.2796   4.3985  -3.2341   2.9810 

 9:00  -42.7591   3.2390  -2.1594   2.4142 

 9:30  -36.7582   2.5975  -1.5198   2.1065 

10:00  -30.2501   2.2023  -1.0778   1.9205 
10:30  -23.2413   1.9487  -0.7392   1.8030 

11:00  -15.7842   1.7891  -0.4581   1.7294 

11:30   -7.9852   1.7004  -0.2083   1.6876 

12:00    0.0000   1.6719   0.0276   1.6717 

12:30    7.9852   1.7004   0.2640   1.6798 
13:00   15.7842   1.7891   0.5150   1.7133 

13:30   23.2413   1.9487   0.7984   1.7776 

14:00   30.2501   2.2023   1.1408   1.8838 

14:30   36.7582   2.5975   1.5886   2.0550 
15:00   42.7591   3.2390   2.2381   2.3414 

15:30   48.2796   4.3985   3.3310   2.8724 

16:00   53.3669   7.0401   5.7182   4.1067 

日影規制条件

領域番号 測定面高 規制時間1 規制時間2

5.0m 10.0m

第1領域 4.000m  4時間00分  2時間30分

日照計算条件 節気／日付 冬至[12月22日頃]

均時差  0分00秒

時刻法 真太陽時

緯度   35度40分00秒

経度  139度39分00秒
赤緯  -23度27分00秒

測定開始時間  8時00分

測定終了時間 16時00分

測定ライン 5.000m, 10.000m

5,
00
0
5,
00
0



設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 既存トイレ改修図

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号
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株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司
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トイレ A 改修前平面図

トイレ A 改修後平面図

①：ステンレス手洗い撤去
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：樹脂手すり新設③

トイレ B 改修前平面図

トイレ B 改修後平面図

トイレ C 改修前平面図

トイレ C 改修後平面図

① ①

：ステンレス手洗い撤去

有
効

8
0
0 有効800

8
5
0

850

5500

865 1650 800 2185

2500 3000

7
0
0
0

1
2
0
0

1
3
0
0

5
7
0
0

1
0
5
0

1
0
5
0

1
0
5
0

6
0
0

9
0
0

1
0
5
0

1
6
4
5

4
7
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
8
5

1
7
0

PS
PS

有
効

8
0
0 有効800

：洗面カウンター、樹脂手すり新設②
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トイレ D 改修前平面図
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トイレ D 改修後平面図

②：洗面カウンター、樹脂手すり新設
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改修トイレ位置は既存校舎平面図参照
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設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 仮設計画図（参考図）

年 度
完 成施   設   番   号 棟番号

種 類
図 面 図面枚数 図 面 番 号

KA-01

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
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仮設計画図（参考図）　　S=1/1000(A-3)
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5,000

（移設、再設置）

凡例

鋼製仮囲い Ｈ=3.0m

カラーコーン＋コーンバー

交通誘導員

児童通学動線

パネルゲートW-5400

※大型車両による搬出入は登下校時間帯を避ける

交通誘導員

通路部ァ20ゴムマット敷き

ァ22敷鉄板

ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ
ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ

朝礼台

（移設、再設置）

太鼓雲梯

仮設事務所

仮設ＷＣ

仮設事務所

鋼製仮囲い Ｈ=3.0m

学校給食搬入動線
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（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別（３）構造設計一級建築士の関与種別 必要必要必要必要必要必要必要 必要としない必要としない必要としない必要としない必要としない必要としない必要としない

法第20条第一号法第20条第一号法第20条第一号法第20条第一号法第20条第一号法第20条第一号法第20条第一号 （高さ 60m超）（高さ 60m超）（高さ 60m超）（高さ 60m超）（高さ 60m超）（高さ 60m超）（高さ 60m超）

法第20条第二号法第20条第二号法第20条第二号法第20条第二号法第20条第二号法第20条第二号法第20条第二号 （（（（（（（ RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超RC造高さ 20m超 S造 4階以上S造 4階以上S造 4階以上S造 4階以上S造 4階以上S造 4階以上S造 4階以上 木造高さ 13m超木造高さ 13m超木造高さ 13m超木造高さ 13m超木造高さ 13m超木造高さ 13m超木造高さ 13m超 その他）その他）その他）その他）その他）その他）その他）

（４）構造種別（４）構造種別（４）構造種別（４）構造種別（４）構造種別（４）構造種別（４）構造種別

木造（Ｗ）木造（Ｗ）木造（Ｗ）木造（Ｗ）木造（Ｗ）木造（Ｗ）木造（Ｗ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

（５）階  数（５）階  数（５）階  数（５）階  数（５）階  数（５）階  数（５）階  数

地下地下地下地下地下地下地下 階階階階階階階 地上地上地上地上地上地上地上 階階階階階階階 塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋 階階階階階階階

（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途

（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物

高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽 kNkNkNkNkNkNkN キュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクル kNkNkNkNkNkNkN 広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔 煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突

（８）特別な荷重（８）特別な荷重（８）特別な荷重（８）特別な荷重（８）特別な荷重（８）特別な荷重（８）特別な荷重

エレベータエレベータエレベータエレベータエレベータエレベータエレベータ 人乗人乗人乗人乗人乗人乗人乗 リフトリフトリフトリフトリフトリフトリフト kNkNkNkNkNkNkN（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）

リフトリフトリフトリフトリフトリフトリフト kNkNkNkNkNkNkN kNkNkNkNkNkNkN倉庫積載床用倉庫積載床用倉庫積載床用倉庫積載床用倉庫積載床用倉庫積載床用倉庫積載床用 受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽

門塀門塀門塀門塀門塀門塀門塀 擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁 駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場駐輪場 機械式駐車場機械式駐車場機械式駐車場機械式駐車場機械式駐車場機械式駐車場機械式駐車場

（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト（11）計算ル－ト

（10）増築計画（10）増築計画（10）増築計画（10）増築計画（10）増築計画（10）増築計画（10）増築計画 有有有有有有有 無無無無無無無

Ｘ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－トＸ方向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ方向　ル－ト

２，使用構造材料２，使用構造材料２，使用構造材料２，使用構造材料２，使用構造材料２，使用構造材料２，使用構造材料

（９）付帯工事（９）付帯工事（９）付帯工事（９）付帯工事（９）付帯工事（９）付帯工事（９）付帯工事

kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2

注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。注：適用は 　 印を記入する。

）））））））（（（（（（（

近隣近隣近隣近隣近隣近隣近隣 ））））））） 無無無無無無無 （調査計画（調査計画（調査計画（調査計画（調査計画（調査計画（調査計画 有有有有有有有 無無無無無無無 ）））））））敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内（（（（（（（有有有有有有有建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所建築場所

調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有資料有資料有資料有資料有資料有資料有調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有資料有資料有資料有資料有資料有資料有調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有資料有資料有資料有資料有資料有資料有 調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査

液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定

ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層ＰＳ検層

調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目

静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験

平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験

現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験

調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目

ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査

スエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグスエーデン式サウンディグ

水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）

（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画

（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）（基礎・杭の位置を明記すること。）

深深深深深深深

度度度度度度度
土　質土　質土　質土　質土　質土　質土　質

ＮＮＮＮＮＮＮ

値値値値値値値 10101010101010 20202020202020 30303030303030 40404040404040 50505050505050 60606060606060

標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験標 準 貫 入 試 験

○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番

○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図

○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに○支持地盤,地層及び深さに

　ついてのコメント　ついてのコメント　ついてのコメント　ついてのコメント　ついてのコメント　ついてのコメント　ついてのコメント

○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位

　GL - 　　　m　GL - 　　　m　GL - 　　　m　GL - 　　　m　GL - 　　　m　GL - 　　　m　GL - 　　　m

　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある　設計地番とは約 　　 m の距離がある

○備考○備考○備考○備考○備考○備考○備考

○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と○近隣データーの調査地番と

３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤

４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事

（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)鉄骨造(Ｓ)補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎 独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎 有有有有有有有 無無無無無無無試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀

有有有有有有有 無無無無無無無載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験

ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎

（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎

浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法

有有有有有有有 無無無無無無無載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験

（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良

深さ深さ深さ深さ深さ深さ深さ GL - GL - GL - GL - GL - GL - GL - 

深さ深さ深さ深さ深さ深さ深さ mmmmmmm 長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度 kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2

kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2kN/m2

（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎

支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－

支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－支持層　－

RCRCRCRCRCRCRC

PHCPHCPHCPHCPHCPHCPHC

PRCPRCPRCPRCPRCPRCPRC

H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼

鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管 摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭

SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭

杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種

PRCPRCPRCPRCPRCPRCPRC

PHCPHCPHCPHCPHCPHCPHC

（（（（（（（

（（（（（（（

Ⅰ類Ⅰ類Ⅰ類Ⅰ類Ⅰ類Ⅰ類Ⅰ類

Ａ類Ａ類Ａ類Ａ類Ａ類Ａ類Ａ類

Ⅱ類Ⅱ類Ⅱ類Ⅱ類Ⅱ類Ⅱ類Ⅱ類 Ⅲ類Ⅲ類Ⅲ類Ⅲ類Ⅲ類Ⅲ類Ⅲ類

Ｂ類Ｂ類Ｂ類Ｂ類Ｂ類Ｂ類Ｂ類 Ｃ類Ｃ類Ｃ類Ｃ類Ｃ類Ｃ類Ｃ類

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400 SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400

JISJISJISJISJISJISJIS

SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490

材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料

打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み

埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）埋め込み　（セメントミルク工法）

認定第認定第認定第認定第認定第認定第認定第 号号号号号号号

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法

場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち

コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭

鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋

セメント量セメント量セメント量セメント量セメント量セメント量セメント量

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2

N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2
FcFcFcFcFcFcFc

FqFqFqFqFqFqFq

cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下

kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3

kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3kg/m3

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

HOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOP

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD295 ASD295 ASD295 ASD295 ASD295 ASD295 ASD295 A

リバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーション

ＢＨＢＨＢＨＢＨＢＨＢＨＢＨ

拡底杭拡底杭拡底杭拡底杭拡底杭拡底杭拡底杭

深礎深礎深礎深礎深礎深礎深礎 手　掘手　掘手　掘手　掘手　掘手　掘手　掘

機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀

認定認定認定認定認定認定認定

号号号号号号号第第第第第第第

年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日

年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日年　月　日単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量

）））））））

）））））））

本本本本本本本

杭　径　（m）杭　径　（m）杭　径　（m）杭　径　（m）杭　径　（m）杭　径　（m）杭　径　（m） 設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN） 杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m） 杭本数杭本数杭本数杭本数杭本数杭本数杭本数 特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項

注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。注） 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。

１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容１，建築物の構造内容

耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　耐久設計基準強度　Fd　

コンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関してはコンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、施工に関しては

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。

用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、測定検査の回数は、通常の場合は、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、

その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。その平均値を試験値とする。

杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭

施工計画承認施工計画承認施工計画承認施工計画承認施工計画承認施工計画承認施工計画承認 杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書

有有有有有有有 無無無無無無無 ））））））） 打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み 載荷載荷載荷載荷載荷載荷載荷 孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定 ）））））））（（（（（（（ （（（（（（（

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器をフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器を

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項に

ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。ついて、工事監理者の承認を得ること。

また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。また、打ち込み量が 150m3 を越える場合は 150m3 ごと、又はその端数ごとに一回を標準とする。

標準　24標準　24標準　24標準　24標準　24標準　24標準　24 長期　30長期　30長期　30長期　30長期　30長期　30長期　30 超長期　36超長期　36超長期　36超長期　36超長期　36超長期　36超長期　36

５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事

（１）　コンクリート（１）　コンクリート（１）　コンクリート（１）　コンクリート（１）　コンクリート（１）　コンクリート（１）　コンクリート

６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの（２）工事監理者の承諾を必要とするもの
施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書

（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目

（（（（（（（ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）

（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査

硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験

示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布

（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）

日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「 JASS 6 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」

（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」（社）日本鋼構造協会　「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場 製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書 工作図工作図工作図工作図工作図工作図工作図

（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ　　都登録　　T1　　T2　　T3　　ランク）認定または登録工場認定または登録工場認定または登録工場認定または登録工場認定または登録工場認定または登録工場認定または登録工場

材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト 特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト 頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド

社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表

現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査

平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」日本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場施工編）」

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査 建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査

検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所 検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法

超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験

検査検査検査検査検査検査検査
内質内質内質内質内質内質内質

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他

外観検査（※）外観検査（※）
外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）

外観検査（※）外観検査（※）
外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）

検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数

工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査 第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査 工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個 ％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個

個個個個個個個 個個個個個個個個個個個個個個

※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省※ 平成 12 年建設省

告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に告示 1464 号第二号に

よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）よる（目視及び計測）

（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に（注）東京都の要網に

基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築

物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する号）号）号）号）号）号）号）（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査（６）ボルトの検査

要要要要要要要 否否否否否否否

短期　18短期　18短期　18短期　18短期　18短期　18短期　18

スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

ミニアースミニアースミニアースミニアースミニアースミニアースミニアース

オールケーシングオールケーシングオールケーシングオールケーシングオールケーシングオールケーシングオールケーシング

捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート 普通普通普通普通普通普通普通

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート 普通普通普通普通普通普通普通

普通普通普通普通普通普通普通

普通普通普通普通普通普通普通

普通普通普通普通普通普通普通

普通普通普通普通普通普通普通

軽量軽量軽量軽量軽量軽量軽量

軽量軽量軽量軽量軽量軽量軽量押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート

細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類

粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類

水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分

混和材料の種類混和材料の種類混和材料の種類混和材料の種類混和材料の種類混和材料の種類混和材料の種類

軽量軽量軽量軽量軽量軽量軽量

砂砂砂砂砂砂砂

砂利砂利砂利砂利砂利砂利砂利

水道水水道水水道水水道水水道水水道水水道水

ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤ＡＥ減水剤

材齢材齢材齢材齢材齢材齢材齢

養生養生養生養生養生養生養生

山砂山砂山砂山砂山砂山砂山砂

砕石砕石砕石砕石砕石砕石砕石

地下水地下水地下水地下水地下水地下水地下水

高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤高性能ＡＥ減水剤

人工人工人工人工人工人工人工

人工人工人工人工人工人工人工

工業用水工業用水工業用水工業用水工業用水工業用水工業用水

（（（（（（（

（（（（（（（ 現場封かん現場封かん現場封かん現場封かん現場封かん現場封かん現場封かん 現場水中現場水中現場水中現場水中現場水中現場水中現場水中

）））））））

）））））））

単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。

（（（（（（（190190190190190190190150150150150150150150120120120120120120120100100100100100100100厚厚厚厚厚厚厚Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

）））））））JIS A 5406JIS A 5406JIS A 5406JIS A 5406JIS A 5406JIS A 5406JIS A 5406（（（（（（（

継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。継手等の 　 にて表示すること。

本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋

各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については

）））））））

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手

ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

径径径径径径径種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

SR235SR235SR235SR235SR235SR235SR235

材種材種材種材種材種材種材種

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345
（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋

丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）丸　　鋼（JIS G 3112）

溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）

使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所 継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法

使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック

（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋

標準標準標準標準標準標準標準

適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所 種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

Ｆm=N/㎜
2Ｆm=N/㎜
2

Ｆm=N/㎜
2Ｆm=N/㎜
2Ｆm=N/㎜
2Ｆm=N/㎜
2Ｆm=N/㎜
2

（呼び名）（呼び名）（呼び名）（呼び名）（呼び名）（呼び名）（呼び名）

調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度

cmcmcmcmcmcmcm （比重）（比重）（比重）（比重）（比重）（比重）（比重）

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度

Ｆq=N/㎜
2Ｆq=N/㎜
2

Ｆq=N/㎜
2Ｆq=N/㎜
2Ｆq=N/㎜
2Ｆq=N/㎜
2Ｆq=N/㎜
2ＦC=N/㎜

2ＦC=N/㎜
2

ＦC=N/㎜
2ＦC=N/㎜
2ＦC=N/㎜
2ＦC=N/㎜
2ＦC=N/㎜
2

（（（（（（（

）））））））

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート
水セメント水セメント水セメント水セメント水セメント水セメント水セメント

比比比比比比比

（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）

（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）

完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部

CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者CIW 検査機関の認定業者

56日56日56日56日56日56日56日28日28日28日28日28日28日28日 7日 7日 7日 7日 7日 7日 7日

（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）

Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）Ｗ型（溶接型）

（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋
鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。コンクリートと同様に、JASS 5 による。

高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図

（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

40d40d40d40d40d40d40d

告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号告示 1463 号第 2 項各号

告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号告示 1463 号第 3 項各号

告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号告示 1463 号第 4 項各号

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

35d35d35d35d35d35d35d   d  d  d  d  d  d  d

（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位（１）引張力最小部位 （２） （１）以外の部位（注）（２） （１）以外の部位（注）
（２） （１）以外の部位（注）（２） （１）以外の部位（注）（２） （１）以外の部位（注）（２） （１）以外の部位（注）（２） （１）以外の部位（注）

A 級A 級A 級A 級A 級A 級A 級 B 級B 級B 級B 級B 級B 級B 級 SA級SA級SA級SA級SA級SA級SA級

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

以上以上以上以上以上以上以上

以上以上以上以上以上以上以上

以上以上以上以上以上以上以上

以下以下以下以下以下以下以下

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手

機械式工事による。）機械式工事による。）機械式工事による。）機械式工事による。）機械式工事による。）機械式工事による。）機械式工事による。）

継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査継手の検査方法は：　・外観検査 無無無無無無無 ・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験 有有有有有有有 無無無無無無無 有有有有有有有

以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。

柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、 Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型）Ｈ型（タガ型） Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。Ｓ型（スパイラル型）とする。

（３）試　験（３）試　験（３）試　験（３）試　験（３）試　験（３）試　験（３）試　験
コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関

で行うこと。で行うこと。で行うこと。で行うこと。で行うこと。で行うこと。で行うこと。

代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名

号）号）号）号）号）号）号）（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録（都知事登録

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠
施工施工施工施工施工施工施工

型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間

コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。材料材料材料材料材料材料材料
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早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト
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早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト
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せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板 支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱

基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁基礎・梁側・柱・壁 スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下・梁下スラブ下・梁下スラブ下・梁下スラブ下・梁下スラブ下・梁下スラブ下・梁下スラブ下・梁下 梁下梁下梁下梁下梁下梁下梁下
部位部位部位部位部位部位部位

種類種類種類種類種類種類種類

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。合板厚さは、　12mm を標準とする。
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 5℃未満 5℃未満 5℃未満 5℃未満 5℃未満 5℃未満 5℃未満

5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃

圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）（１ロットは、同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする。）
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コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
5.0 N/mm25.0 N/mm25.0 N/mm25.0 N/mm25.0 N/mm25.0 N/mm25.0 N/mm2

設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の
設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％設計基準強度の 50 ％

・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験
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試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名

15151515151515

D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。D19 以下は、すべて重ね継手とする。

尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本数を採取する。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートがポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートが

分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。

尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 日間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。

乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。

採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、

継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、継手部分の施工要領は（社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、

無無無無無無無

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合は、最初の数ロットについては引張試験も併用し一回の試験は 3 本

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

（７）防錆塗料（７）防錆塗料（７）防錆塗料（７）防錆塗料（７）防錆塗料（７）防錆塗料（７）防錆塗料
防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。 2 回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、

トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。

（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料（８）耐火被覆の材料

焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300

軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。

呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生呼び強度を保障する材齢，養生

有有有有有有有

未　定未　定未　定未　定未　定未　定未　定

使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。使用箇所の詳細については別途図示とする。

有有有有有有有 無無無無無無無SWH400LSWH400LSWH400LSWH400LSWH400LSWH400LSWH400L SWH400SWH400SWH400SWH400SWH400SWH400SWH400

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

SM490 ASM490 ASM490 ASM490 ASM490 ASM490 ASM490 A

SM400SM400SM400SM400SM400SM400SM400

STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490

BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235 BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325

SN400 A，B，CSN400 A，B，CSN400 A，B，CSN400 A，B，CSN400 A，B，CSN400 A，B，CSN400 A，B，C

SN490 BSN490 BSN490 BSN490 BSN490 BSN490 BSN490 B SN490 CSN490 CSN490 CSN490 CSN490 CSN490 CSN490 C

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所

有有有有有有有

有有有有有有有

有有有有有有有

有有有有有有有

有有有有有有有

現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接

無無無無無無無

無無無無無無無

無無無無無無無

無無無無無無無

無無無無無無無

JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等

（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨

無無無無無無無有有有有有有有SNR400BSNR400BSNR400BSNR400BSNR400BSNR400BSNR400B SNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490B

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト

F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）F10T（JIS B 1186）

（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

（JIS B 1180）（JIS B 1180）（JIS B 1180）（JIS B 1180）（JIS B 1180）（JIS B 1180）（JIS B 1180）

）））））））

）））））））S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）

F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）

4.8（4T）4.8（4T）4.8（4T）4.8（4T）4.8（4T）4.8（4T）4.8（4T）

　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理」指針：日本建築センター2002」を参照すること。

※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。※ （社）日本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法を推奨する。又はミルシート。

注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと

注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、

　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって

　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。　　検討した部位の条件・仕様によること。

注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定

注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注） 2. 大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注） 3. 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注） 4. 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注） 5. 支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注） 8. 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。

折　板折　板折　板折　板折　板折　板折　板

特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）特殊デッキプレート（JIS G 3352）

デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）デッキプレート　　（JIS G 3352）

キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）キーストンプレート（JIS G 3352）

Ｈ = Ｈ = Ｈ = Ｈ = Ｈ = Ｈ = Ｈ = 

材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種

型式型式型式型式型式型式型式

型式型式型式型式型式型式型式

型式型式型式型式型式型式型式 床版床版床版床版床版床版床版

床版床版床版床版床版床版床版

床版床版床版床版床版床版床版

屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

床版床版床版床版床版床版床版壁壁壁壁壁壁壁

厚厚厚厚厚厚厚

厚厚厚厚厚厚厚

厚厚厚厚厚厚厚

厚厚厚厚厚厚厚

スライドスライドスライドスライドスライドスライドスライド

ロッキングロッキングロッキングロッキングロッキングロッキングロッキング

ボルト止めボルト止めボルト止めボルト止めボルト止めボルト止めボルト止め

型式・厚・その他型式・厚・その他型式・厚・その他型式・厚・その他型式・厚・その他型式・厚・その他型式・厚・その他 使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所 仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法

（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁

JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350

錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ星 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。

（（（（（（（ 柱柱柱柱柱柱柱 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 ）））））））

（（（（（（（ 柱柱柱柱柱柱柱 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 ）））））））

Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=

Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ=Ｌ= mmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmm 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト頭付スタッドボルト

φ = φ = φ = φ = φ = φ = φ = 

φ = φ = φ = φ = φ = φ = φ = 

（JIS B 1198）（JIS B 1198）（JIS B 1198）（JIS B 1198）（JIS B 1198）（JIS B 1198）（JIS B 1198）

ネジ形状ネジ形状ネジ形状ネジ形状ネジ形状ネジ形状ネジ形状

転造転造転造転造転造転造転造

ナットナットナットナットナットナットナット

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

採用採用採用採用採用採用採用 部材材質部材材質部材材質部材材質部材材質部材材質部材材質 径径径径径径径 形状形状形状形状形状形状形状
（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）

定着長定着長定着長定着長定着長定着長定着長 定着板定着板定着板定着板定着板定着板定着板

有有有有有有有 無無無無無無無
備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

転造転造転造転造転造転造転造ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係

建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。

昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。昇降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。建設設備（昇降機を除く）の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の支持を

設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。

厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。

風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な

措置を講ずること。措置を講ずること。措置を講ずること。措置を講ずること。措置を講ずること。措置を講ずること。措置を講ずること。

給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示満水時の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 12 年建設省告示

第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。第 1388 号 第 5 号に規定する構造方法によること。

建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、

損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。

煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート

管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため管を支持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため

の措置を講ずること。の措置を講ずること。の措置を講ずること。の措置を講ずること。の措置を講ずること。の措置を講ずること。の措置を講ずること。

※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。

下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。

屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段 庇庇庇庇庇庇庇 外廊下外廊下外廊下外廊下外廊下外廊下外廊下 その他その他その他その他その他その他その他

（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき（９）溶融亜鉛めっき

改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）改訂日：2021,03（第６版）

鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。鋼製型枠の使用可とする。

（ブレース仕口）（ブレース仕口）（ブレース仕口）（ブレース仕口）（ブレース仕口）（ブレース仕口）（ブレース仕口）

24or2724or2724or2724or2724or2724or2724or27

φ6-150×150φ6-150×150φ6-150×150φ6-150×150φ6-150×150φ6-150×150φ6-150×150

M12M12M12M12M12M12M12

M12M12M12M12M12M12M12

M16M16M16M16M16M16M16

M16M16M16M16M16M16M16

M20M20M20M20M20M20M20

M20M20M20M20M20M20M20

M22M22M22M22M22M22M22

M22M22M22M22M22M22M22

mmmmmmm 長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度長期許容支持応力度

切削切削切削切削切削切削切削

胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等胴縁,母屋,繋ぎ材等

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

100100100100100100100

100100100100100100100

30303030303030

30303030303030

下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)下記以外(溶接座金)

-------

耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）耐火塗料（SK耐火コート）

吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上吹付ロックウール　t=25以上

※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。※ 既存基礎上(基礎底盤レベル)での平板載荷試験を行うこと。

J型J型J型J型J型J型J型

構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様構　造　設　計　標　準　仕　様

0.60.60.60.60.60.60.690909090909090

-------

転造転造転造転造転造転造転造

深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法

EZ-50-1.2EZ-50-1.2EZ-50-1.2EZ-50-1.2EZ-50-1.2EZ-50-1.2EZ-50-1.2 50505050505050

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート

J型J型J型J型J型J型J型SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400 M16M16M16M16M16M16M16 320320320320320320320

22222222222222

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

SNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490BSNR490B

21212121212121 21212121212121 60.060.060.060.060.060.060.024or2724or2724or2724or2724or2724or2724or27 23.023.023.023.023.023.023.0

ＨＨＨＨＨＨＨ

21212121212121 21212121212121 23.023.023.023.023.023.023.060.060.060.060.060.060.060.024or2724or2724or2724or2724or2724or2724or27

STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

2222222

神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８神奈川県横浜市戸塚区吉田町８８

KBM -KBM -KBM -KBM -KBM -KBM -KBM -

小学校小学校小学校小学校小学校小学校小学校

窯業系サイディング窯業系サイディング窯業系サイディング窯業系サイディング窯業系サイディング窯業系サイディング窯業系サイディング 16161616161616

70707070707070

70707070707070D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

M24M24M24M24M24M24M24 480480480480480480480

別途資料による別途資料による別途資料による別途資料による別途資料による別途資料による別途資料による

M12,M16M12,M16M12,M16M12,M16M12,M16M12,M16M12,M16

2222222 2222222

15151515151515

15151515151515

基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁基礎・基礎梁・腰壁

デッキ床デッキ床デッキ床デッキ床デッキ床デッキ床デッキ床

基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ基礎・地中梁・土間スラブ

デッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリート 回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法

回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法回転貫入鋼管杭工法

GL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0mGL-11.0m ～ -13.0m 173本173本173本173本173本173本173本



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日 縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺2024.032024.032024.032024.032024.032024.032024.03

図 面図 面図 面図 面図 面図 面図 面完 成完 成完 成完 成完 成完 成完 成設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者 図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号 棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号
種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類年 度年 度年 度年 度年 度年 度年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NON
A3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NON

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

S-02S-02S-02S-02S-02S-02S-02

〃〃 〃〃 〃〃 〃

STP・・あばら筋STP・・あばら筋STP・・あばら筋STP・・あばら筋STP・・あばら筋STP・・あばら筋STP・・あばら筋

R ・・直径R ・・直径R ・・直径R ・・直径R ・・直径R ・・直径R ・・直径D ・・部材の成D ・・部材の成D ・・部材の成D ・・部材の成D ・・部材の成D ・・部材の成D ・・部材の成

Ho・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さHo・・部材間の内法高さLo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離Lo・・部材間の内法距離CL ・・中心線CL ・・中心線CL ・・中心線CL ・・中心線CL ・・中心線CL ・・中心線CL ・・中心線ｒ・・半径ｒ・・半径ｒ・・半径ｒ・・半径ｒ・・半径ｒ・・半径ｒ・・半径＠・・間隔＠・・間隔＠・・間隔＠・・間隔＠・・間隔＠・・間隔＠・・間隔

HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋HOOP・・帯筋 S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋S.HOOP・・補強帯筋

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号

φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼φ・・直径又は丸鋼

d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上SD295～SD345 の D19～D38は 4d 以上、D41 及び SD390 は 5d 以上

スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。スラブ筋、壁筋に丸鋼は使用しない。

キャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端

末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に末端部、またはスラブと同時に

打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の

キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。

図図図図図図図

鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長

180°180°180°180°180°180°180° 135°135°135°135°135°135°135° 90°90°90°90°90°90°90°

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上 ６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上） ８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）

曲げ角度曲げ角度曲げ角度曲げ角度曲げ角度曲げ角度曲げ角度

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所鉄筋の使用箇所

による呼称による呼称による呼称による呼称による呼称による呼称による呼称
鉄筋の径による鉄筋の径による鉄筋の径による鉄筋の径による鉄筋の径による鉄筋の径による鉄筋の径による

区分区分区分区分区分区分区分 内法寸法（R）内法寸法（R）内法寸法（R）内法寸法（R）内法寸法（R）内法寸法（R）内法寸法（R）
鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ

3d 以上3d 以上3d 以上3d 以上3d 以上3d 以上3d 以上帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋
あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋あ　ば　ら筋
スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋

SR235・SR295SR235・SR295SR235・SR295SR235・SR295SR235・SR295SR235・SR295SR235・SR295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345
SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

D19 ～ D25D19 ～ D25D19 ～ D25D19 ～ D25D19 ～ D25D19 ～ D25D19 ～ D25

D29 ～ D41D29 ～ D41D29 ～ D41D29 ～ D41D29 ～ D41D29 ～ D41D29 ～ D41

D16D16D16D16D16D16D16 以上以上以上以上以上以上以上

8d 以上8d 以上8d 以上8d 以上8d 以上8d 以上8d 以上

6d 以上6d 以上6d 以上6d 以上6d 以上6d 以上6d 以上

4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上

4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上4d 以上
D19D19D19D19D19D19D19
19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ

以上以上以上以上以上以上以上

D16D16D16D16D16D16D16
16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ

以下以下以下以下以下以下以下

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ

（N／mm2）（N／mm2）（N／mm2）（N／mm2）（N／mm2）（N／mm2）（N／mm2）

普通・軽量コン普通・軽量コン普通・軽量コン普通・軽量コン普通・軽量コン普通・軽量コン普通・軽量コン

クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計

基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲 一般（L2）一般（L2）一般（L2）一般（L2）一般（L2）一般（L2）一般（L2）
小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁

下端筋（L3）下端筋（L3）下端筋（L3）下端筋（L3）下端筋（L3）下端筋（L3）下端筋（L3）

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ

（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）

35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付

45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付

18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下

30d または30d または30d または30d または30d または30d または30d または

20d フック付20d フック付20d フック付20d フック付20d フック付20d フック付20d フック付

25d または25d または25d または25d または25d または25d または25d または

15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付

10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ

150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上

35d または35d または35d または35d または35d または35d または35d または

40d または40d または40d または40d または40d または40d または40d または

45d または45d または45d または45d または45d または45d または45d または

25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付

30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付

35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

27 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 36

21 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 24

21 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 24

35d または35d または35d または35d または35d または35d または35d または

25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付

40d または40d または40d または40d または40d または40d または40d または

30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付

25d または25d または25d または25d または25d または25d または25d または

15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付15d フック付

10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ10d かつ

150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上150mm 以上

40d または40d または40d または40d または40d または40d または40d または

45d または45d または45d または45d または45d または45d または45d または

30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付

35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上折曲げ内法寸法 R は、SR235～SD345 の径 16 及び D16 以下は 3d 以上

図図図図図図図

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない

継　手継　手継　手継　手継　手継　手継　手

SR235SR235SR235SR235SR235SR235SR235

18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下18 以下

21 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 2421 ・ 24

45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付45d フック付

35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付35d フック付

25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付 150mm フック付150mm フック付150mm フック付150mm フック付150mm フック付150mm フック付150mm フック付

重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋の

（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ（４）かぶり厚さ

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。

（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）
屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ
床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ
非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁 屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁
は　りは　りは　りは　りは　りは　りは　り

擁　壁擁　壁擁　壁擁　壁擁　壁擁　壁擁　壁

部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位

基礎・擁壁基礎・擁壁基礎・擁壁基礎・擁壁基礎・擁壁基礎・擁壁基礎・擁壁

最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm） （mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内 30303030303030 20202020202020

3030303030303040404040404040

40（1）40（1）
40（1）40（1）40（1）40（1）40（1）

50（2）50（2）
50（2）50（2）50（2）50（2）50（2） 40（1）（30）40（1）（30）40（1）（30）40（1）（30）40（1）（30）40（1）（30）40（1）（30）

30（20）30（20）30（20）30（20）30（20）30（20）30（20）

40404040404040

50505050505050

70707070707070

部分部分部分部分部分部分部分

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

丸鋼丸鋼丸鋼丸鋼丸鋼丸鋼丸鋼

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔 間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

あきあきあきあきあきあきあき dodododododododododododododo ddddddd dddddddあきあきあきあきあきあきあき

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上

粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき（５）鉄筋のあき

特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び

所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合

HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150

3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16

基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150HOOP ＠ 150

基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示によるＬ＞φの場合は工事監理者の指示による

設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）設計上考慮されている場合に限る）

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径

HOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOP

300φ、350φ300φ、350φ300φ、350φ300φ、350φ300φ、350φ300φ、350φ300φ、350φ 400φ400φ400φ400φ400φ400φ400φ 450φ450φ450φ450φ450φ450φ450φ 500φ500φ500φ500φ500φ500φ500φ 600φ600φ600φ600φ600φ600φ600φ

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13 8-D138-D138-D138-D138-D138-D138-D13 10-D1310-D1310-D1310-D1310-D1310-D1310-D13 8-D168-D168-D168-D168-D168-D168-D16 10-D1610-D1610-D1610-D1610-D1610-D1610-D16

D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150D10 - ＠ 150

CLCLCLCLCLCLCL
CLCLCLCLCLCLCL

杭打処理杭打処理杭打処理杭打処理杭打処理杭打処理杭打処理

はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分

HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接HOOP 筋の継手は片側溶接

10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d10d 又は重ね継手 40d

フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000フラットバ－＠ 3,000
（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）

スペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサー

100 以上とする100 以上とする100 以上とする100 以上とする100 以上とする100 以上とする100 以上とする

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは

（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎

CLCL CLCL CLCL CL

ベ-ス筋ベ-ス筋ベ-ス筋ベ-ス筋ベ-ス筋ベ-ス筋ベ-ス筋

a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲a ＝ D1 + 2dの範囲

主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下主筋間隔は200以下

bの範囲bの範囲bの範囲bの範囲bの範囲bの範囲bの範囲

斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上斜め筋  3-D13 以上

捨てフ－プ捨てフ－プ捨てフ－プ捨てフ－プ捨てフ－プ捨てフ－プ捨てフ－プ

CLCL CLCL CLCL CL

設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ

ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）
（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強

フック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。　 但し上筋と下筋を読みかえる。

2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上3.  2 の鉄筋はＤ１３以上

W1W1W1W1W1W1W1

※※※※※※※ ※※※※※※※ ※※※※※※※

※※※※※※※
※※※※※※※

※※※※※※※

縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋縦又は斜め補強筋

W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。

配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。配筋は，D13 ＠200 とする。

※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。※印筋は D10 - ＠200 とする。

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

外端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部 内端部内端部内端部内端部内端部内端部内端部

（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）
※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※

外端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部 内端部内端部内端部内端部内端部内端部内端部

※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる

但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ

（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手（１）柱主筋の継手

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

イイイイイイイ

イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図

D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合D：1,500 を超える場合

（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

ベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にするベ－ス下の施工を慎重にする

地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋

L1L
1

L
1

L
1 L1L 1L 1

HH HH HH H 計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ

2.5D以上又は2.5D以上又は2.5D以上又は2.5D以上又は2.5D以上又は2.5D以上又は2.5D以上又は

HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上
フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

30～5030～5030～5030～5030～5030～5030～50B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端HO
OP
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125以上125以上125以上125以上125以上125以上125以上

鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D鉄骨柱 D

ジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意するジベル）による、おさまりに注意する

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh

鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上鉄骨柱 2D以上

HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上HOOP 2-D13以上

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋

30～5030～5030～5030～5030～5030～5030～50B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端B.PL下端
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ｈ

D以上D以上D以上D以上D以上D以上D以上
注1注1注1注1注1注1注1

（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ鉄骨柱Ｄ

125以上125以上125以上125以上125以上125以上125以上

埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形

（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋

主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋
並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、並びに梁のせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ設計応力に対して必要な定着長さ
が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。が不足する箇所に付ける。

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置

（３）帯筋（３）帯筋（３）帯筋（３）帯筋（３）帯筋（３）帯筋（３）帯筋

4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする
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150以下150以下150以下150以下150以下150以下150以下

150以下150以下150以下150以下150以下150以下150以下

0.2％以上とする0.2％以上とする0.2％以上とする0.2％以上とする0.2％以上とする0.2％以上とする0.2％以上とする
パネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分は

ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型）ロ　Ｗ型（溶接型） ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）ハ　Ｓ型（スパイラル型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）イ　Ｈ型（タガ型）

ロ型ロ型ロ型ロ型ロ型ロ型ロ型 工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型工場溶接閉鎖型

せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋

（末端部）（末端部）（末端部）（末端部）（末端部）（末端部）（末端部）

Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上Ｌは中間部 50d かつ 300 以上

末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上末端部の添巻は 1.5巻以上

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

ｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10dｌは片面溶接 10d

両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上両面溶接を 5d 以上

日型日型日型日型日型日型日型

目型目型目型目型目型目型目型

注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。

注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は注3. フックおよび継手の位置は

　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。

注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。

第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋

第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋

Lは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とするLは 50d以上かつ 300上とする

（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁（４）斜め柱・斜め梁

1111111

1111111

○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる

1111111

1111111

○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

（５）絞り（５）絞り（５）絞り（５）絞り（５）絞り（５）絞り（５）絞り （６）二段筋の保持（６）二段筋の保持（６）二段筋の保持（６）二段筋の保持（６）二段筋の保持（６）二段筋の保持（６）二段筋の保持

H：主筋の25dかつH：主筋の25dかつH：主筋の25dかつH：主筋の25dかつH：主筋の25dかつH：主筋の25dかつH：主筋の25dかつ

6φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,000

6φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,0006φ-＠1,000

又は同サイズ２本又は同サイズ２本又は同サイズ２本又は同サイズ２本又は同サイズ２本又は同サイズ２本又は同サイズ２本
帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く帯筋より１サイズ太く

6d6d6d6d6d6d6d 6d6d6d6d6d6d6d

6d6d6d6d6d6d6d

a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）a = 1.5×（呼び名の数値）

ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６ｅ＞Ｄ／６

２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり

３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭

４．基礎４．基礎４．基礎４．基礎４．基礎４．基礎４．基礎

５．地中梁５．地中梁５．地中梁５．地中梁５．地中梁５．地中梁５．地中梁

６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭（２）現場打ちコンクリ－ト杭

より補強する。より補強する。より補強する。より補強する。より補強する。より補強する。より補強する。
場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に
柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない柱、梁の定着 L2 以上が確保されない
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〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。　　　　　30mm とすることができる。

　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。　　　　　40mm とすることができる。

注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。注意して設計されたもの。

性能などについて十分に性能などについて十分に性能などについて十分に性能などについて十分に性能などについて十分に性能などについて十分に性能などについて十分に

注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする

注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

場合には耐力、変形場合には耐力、変形場合には耐力、変形場合には耐力、変形場合には耐力、変形場合には耐力、変形場合には耐力、変形

注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する注）根巻形注脚を採用する

（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）（注１　計算によらない場合である）

2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上

30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付30d フック付

35d または35d または35d または35d または35d または35d または35d または

40d または40d または40d または40d または40d または40d または40d または

注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。

土に接しない土に接しない土に接しない土に接しない土に接しない土に接しない土に接しない

土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分

柱柱柱柱柱柱柱

柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁柱・はり・床スラブ・耐力壁
布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分布基礎の立上り部分

27 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 3627 ～ 36

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

2mm 以下2mm 以下2mm 以下2mm 以下2mm 以下2mm 以下2mm 以下

　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。

　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。

　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。
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H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。H≦300 は※印筋は不用とする。

40（3）40（3）
40（3）40（3）40（3）40（3）40（3）

60（3）60（3）
60（3）60（3）60（3）60（3）60（3）

50505050505050

25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付25d フック付

(SD345は40d)(SD345は40d)(SD345は40d)(SD345は40d)(SD345は40d)(SD345は40d)(SD345は40d)

作成日：2022,08作成日：2022,08作成日：2022,08作成日：2022,08作成日：2022,08作成日：2022,08作成日：2022,08



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日 縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺2024.032024.032024.032024.032024.032024.032024.03

図 面図 面図 面図 面図 面図 面図 面完 成完 成完 成完 成完 成完 成完 成設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者 図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号 棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号
種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類年 度年 度年 度年 度年 度年 度年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NON
A3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NON

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

S-03S-03S-03S-03S-03S-03S-03

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
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DD DD DD D

柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅

最終端最終端最終端最終端最終端最終端最終端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）（梁主筋を折り曲げるとき。）CLCLCLCLCLCLCL

CLCLCLCLCLCLCL

CLCLCLCLCLCLCL

L2L2L2L2L2L2L2 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

25d25d25d25d25d25d25d

LoLoLoLoLoLoLo

Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2

BBBBBBB

LoLoLoLoLoLoLo L2L2L2L2L2L2L2

L2 + 5dL2 + 5dL2 + 5dL2 + 5dL2 + 5dL2 + 5dL2 + 5d

L2L2L2L2L2L2L2
L2 + 5d
L2 + 5d
L2 + 5d
L2 + 5d
L2 + 5d
L2 + 5d
L2 + 5d

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい

折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする。ことを原則とする。ことを原則とする。ことを原則とする。ことを原則とする。ことを原則とする。ことを原則とする。

45°45°45°45°45°45°45°

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

正面正面正面正面正面正面正面

Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

LoLoLoLoLoLoLo

15d15d15d15d15d15d15d

25d25d25d25d25d25d25d

平面平面平面平面平面平面平面
に必ず入ること。に必ず入ること。に必ず入ること。に必ず入ること。に必ず入ること。に必ず入ること。に必ず入ること。

あばら筋を入るあばら筋を入るあばら筋を入るあばら筋を入るあばら筋を入るあばら筋を入るあばら筋を入る
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基端基端基端基端基端基端基端先端先端先端先端先端先端先端 平面平面平面平面平面平面平面

補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側

2/3 Lo2/3 Lo2/3 Lo2/3 Lo2/3 Lo2/3 Lo2/3 Lo L1L1L1L1L1L1L1

L2L2L2L2L2L2L2

第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より第１あばら筋は柱面より

配筋する。配筋する。配筋する。配筋する。配筋する。配筋する。配筋する。
第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。

つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋

SRC の場合SRC の場合SRC の場合SRC の場合SRC の場合SRC の場合SRC の場合
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印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。印は、巾止筋位置を示す。

巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋 D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。

DDDDDDD 腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋

不　要不　要不　要不　要不　要不　要不　要

D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内D10(9φ)@300 以内

2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段2-D10(9φ) 一段

4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段4-D10(9φ) 二段

600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900600 ≦ D ＜   900

900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200900 ≦ D ＜ 1,200

D ＜ 600D ＜ 600D ＜ 600D ＜ 600D ＜ 600D ＜ 600D ＜ 600

1,200 ≦ D1,200 ≦ D1,200 ≦ D1,200 ≦ D1,200 ≦ D1,200 ≦ D1,200 ≦ D

　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。
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肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上肩筋 D13 以上
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15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、

10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上10d かつ 150 以上

b  一般床スラブb  一般床スラブb  一般床スラブb  一般床スラブb  一般床スラブb  一般床スラブb  一般床スラブ

バーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポート

柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合

フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

正面正面正面正面正面正面正面

D13D13D13D13D13D13D13

a  片持床スラブa  片持床スラブa  片持床スラブa  片持床スラブa  片持床スラブa  片持床スラブa  片持床スラブ

b　小梁の定着b　小梁の定着b　小梁の定着b　小梁の定着b　小梁の定着b　小梁の定着b　小梁の定着

a　大梁の定着a　大梁の定着a　大梁の定着a　大梁の定着a　大梁の定着a　大梁の定着a　大梁の定着

c　片持梁の定着c　片持梁の定着c　片持梁の定着c　片持梁の定着c　片持梁の定着c　片持梁の定着c　片持梁の定着

位　置位　置位　置位　置位　置位　置位　置

短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向

長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向

短・長辺方向短・長辺方向短・長辺方向短・長辺方向短・長辺方向短・長辺方向短・長辺方向

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

BBBBBBB

CCCCCCCAAAAAAA

BBBBBBB

継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。

（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置

（４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 （４）あばら筋の型 

（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工（５）腹筋・巾止筋の本数、加工

7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁7．大梁、小梁、片持梁

（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手

（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手

8．床　版8．床　版8．床　版8．床　版8．床　版8．床　版8．床　版

（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着

CLCLCLCLCLCLCL
Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

LoLoLoLoLoLoLo

 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置 印は、継手の好ましい位置

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2

　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて　 がとれる場合でも柱中心線をこえて

　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、　 中間折曲げテール長 150 以上又は、

　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。　 180°フック付とする。

※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。

Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造

配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。配筋標準図 (1) の 2-(3) による。
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周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋

斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13

各 2－D19各 2－D19各 2－D19各 2－D19各 2－D19各 2－D19各 2－D19

各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13 各 1－D13各 1－D13各 1－D13各 1－D13各 1－D13各 1－D13各 1－D13

各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13各 2－D13

各 2－D16各 2－D16各 2－D16各 2－D16各 2－D16各 2－D16各 2－D16

床版厚さ床版厚さ床版厚さ床版厚さ床版厚さ床版厚さ床版厚さ

D ≦ 150D ≦ 150D ≦ 150D ≦ 150D ≦ 150D ≦ 150D ≦ 150

150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200150 ＜ D ≦ 200

200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300200 ＜ D ≦ 300

周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

端部端部端部端部端部端部端部 端部端部端部端部端部端部端部

中央中央中央中央中央中央中央中央中央中央中央中央中央中央

D13D13D13D13D13D13D13
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D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150

D16D16D16D16D16D16D16

D16D16D16D16D16D16D16

D16D16D16D16D16D16D16

開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合開口の径 (500) 以上の場合
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※※※※※※※

※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋

　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を

　　さけて補強する。　　さけて補強する。　　さけて補強する。　　さけて補強する。　　さけて補強する。　　さけて補強する。　　さけて補強する。

D13D13D13D13D13D13D13

b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部b　間仕切壁との交叉部

600600600600600600600

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

折曲：D10@200折曲：D10@200折曲：D10@200折曲：D10@200折曲：D10@200折曲：D10@200折曲：D10@200

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150

D13@200 ダブルD13@200 ダブルD13@200 ダブルD13@200 ダブルD13@200 ダブルD13@200 ダブルD13@200 ダブル
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2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。

設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。

a　軽作業の土間a　軽作業の土間a　軽作業の土間a　軽作業の土間a　軽作業の土間a　軽作業の土間a　軽作業の土間

300300300300300300300 50505050505050

DD DD DD D
DD DD DD D

1,200×600 以下1,200×600 以下1,200×600 以下1,200×600 以下1,200×600 以下1,200×600 以下1,200×600 以下

（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）

（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強（２）床版開口部の補強

（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差

（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート （５）釜　場（５）釜　場（５）釜　場（５）釜　場（５）釜　場（５）釜　場（５）釜　場

（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強（６）打継ぎ補強

a　梁にa　梁にa　梁にa　梁にa　梁にa　梁にa　梁に b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）b　柱に　（平面図）

d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）d　壁と壁　（平面図）
L2L2L2L2L2L2L2
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L2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超えるL2かつ中心線を超える
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壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ

150 程度150 程度150 程度150 程度150 程度150 程度150 程度

縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に

一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。

スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合

D13D13D13D13D13D13D13

受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10

受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10受筋 D10

壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ壁配筋と同じ
D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面横筋の配置は上下端とも梁、又は床面

に一段目を配置する。に一段目を配置する。に一段目を配置する。に一段目を配置する。に一段目を配置する。に一段目を配置する。に一段目を配置する。

WW WW WW W

L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

ttttttt

W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下W ≦ T/2 かつ 70mm 以下

TT TT TT T

ＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D13D13D13D13D13D13D13

150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上
D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200
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D10@200 ダブルD10@200 ダブルD10@200 ダブルD10@200 ダブルD10@200 ダブルD10@200 ダブルD10@200 ダブル

D10@150 ダブルD10@150 ダブルD10@150 ダブルD10@150 ダブルD10@150 ダブルD10@150 ダブルD10@150 ダブル
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L2L2L2L2L2L2L2

ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット手摺手摺手摺手摺手摺手摺手摺

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
L2L2L2L2L2L2L2

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000
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9．壁9．壁9．壁9．壁9．壁9．壁9．壁

（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着

（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）

（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット（３）手摺、パラペット

（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）

厚さ以上とする。厚さ以上とする。厚さ以上とする。厚さ以上とする。厚さ以上とする。厚さ以上とする。厚さ以上とする。

スリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さはスリット部の鉄筋のかぶり厚さは

2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり

t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度t は階高の 1/100 程度
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

ttttttt

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

L1L
1

L
1

L
1 L1L 1 L 1

L
1L
1

L
1

L
1 L1L 1 L
1

hoh
o

hoho h
oho ho

L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁（４）コンクリートブロック帳壁

注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。

　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は　　但し直交方向 25t以内に壁、又は

　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。　　柱がある場合は除く。

注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数注）h はコンクリートブロック段数

　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。

※※※※※※※ ※※※※※※※

300300300300300300300 aaaaaaa 300300300300300300300 aaaaaaa
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a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200a 及び a' ≦ 200

印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。印補強筋は柱と同径同ピッチとする。※※※※※※※

印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋

ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2ハッチ部分の面積 A cm2

3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16

A ＜ 500A ＜ 500A ＜ 500A ＜ 500A ＜ 500A ＜ 500A ＜ 500

4-D164-D164-D164-D164-D164-D164-D16

500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000500 ≦ A ＜ 1,000

6-D166-D166-D166-D166-D166-D166-D16

1,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,5001,000 ≦ A ＜ 1,500

補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）補強筋 （タテ筋）

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋
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巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋巾止筋

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。

腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。

B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。

a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。a は 100～200 程度。

梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端梁下端増打コンクリートの場合も梁上端

増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。増打コンクリート補強と同様とする。
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100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150100 ＜ φ ≦ 150 150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 250150 ＜ φ ≦ 25085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 10085 ＜ φ ≦ 100

250 ＜ φ250 ＜ φ250 ＜ φ250 ＜ φ250 ＜ φ250 ＜ φ250 ＜ φ

孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方孔補強の有効範囲と定着長さのとり方

※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。

梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16

又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。

リング型 リング型 リング型 リング型 リング型 リング型 リング型 プレート型 プレート型 プレート型 プレート型 プレート型 プレート型 プレート型 金網型 金網型 金網型 金網型 金網型 金網型 金網型 パイプ型 パイプ型 パイプ型 パイプ型 パイプ型 パイプ型 パイプ型 

L2L2L2L2L2L2L2

（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱

（２）梁（２）梁（２）梁（２）梁（２）梁（２）梁（２）梁

10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強10．柱・梁増打コンクリート補強

11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋

（３）既製品（３）既製品（３）既製品（３）既製品（３）既製品（３）既製品（３）既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）

配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。

増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。

折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)

縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100

折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)折筋；2-(N-D13)

縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100

横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)

上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13 上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13上・下縦筋；Str．N-D13

横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)横筋；2-(N-D13)

折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)折筋；4-(N-D13)

配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。

但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。但し φ ≦ D/3 とする。 註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。註）N数値は、肋筋の本数を示す。

縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100縦筋；Str. N-D13@100

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上(φ1+φ2)×3/2 以上

貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ場合は設計者又は工事監理者と打合せ

のこと。のこと。のこと。のこと。のこと。のこと。のこと。
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配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲配管が現しとなる範囲

コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲コンクリートコーン破壊範囲
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貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲貫通孔設置可能範囲
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c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）
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（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地（７）土間コンクリートカッター目地
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カッター目地カッター目地カッター目地カッター目地カッター目地カッター目地カッター目地

独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける

通通通通通通通 通通通通通通通 通通通通通通通 通通通通通通通

通通通通通通通

通通通通通通通

b　仕様b　仕様b　仕様b　仕様b　仕様b　仕様b　仕様

1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とする。

シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120シングル配筋：t=120 シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150シングル配筋：t=150
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ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180ダブル配筋：t=180

a　配置a　配置a　配置a　配置a　配置a　配置a　配置

1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。1,目地部は、全てシーリングとする。　2,目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。

特記なき限り下図による特記なき限り下図による特記なき限り下図による特記なき限り下図による特記なき限り下図による特記なき限り下図による特記なき限り下図による

作成日：2022,5作成日：2022,5作成日：2022,5作成日：2022,5作成日：2022,5作成日：2022,5作成日：2022,5



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日 縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺2024.032024.032024.032024.032024.032024.032024.03
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種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類年 度年 度年 度年 度年 度年 度年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所
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（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）G： ルート間隔G： ルート間隔G： ルート間隔G： ルート間隔G： ルート間隔G： ルート間隔G： ルート間隔 R： フェースR： フェースR： フェースR： フェースR： フェースR： フェースR： フェースf： 余盛f： 余盛f： 余盛f： 余盛f： 余盛f： 余盛f： 余盛
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（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）（ 単位： mm ）

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと
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２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接（１）スミ肉溶接
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内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の内ダイヤフラムの場合は柱の

角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。角の R に接しないこと。

● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合
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フランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲに
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大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること

ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 ＢＯＸ型 
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及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合

Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図Ａ－Ａ 断面図
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通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ

余盛はΔａは余盛はΔａは余盛はΔａは余盛はΔａは余盛はΔａは余盛はΔａは余盛はΔａは

0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ0≦Δａ≦0.4ｓ

かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。かつ、Δａ≦4㎜とする。

t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。t は t1,t2 の小なる方とする。
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2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜2mm ＜ t ≦ 6㎜ 6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜6mm ＜ t ≦ 16㎜
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両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。
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G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）

t/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mm

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ttttttt 6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ttttttt t ＞ 16mmt ＞ 16mmt ＞ 16mmt ＞ 16mmt ＞ 16mmt ＞ 16mmt ＞ 16mm
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t/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mmt/4 ≦ f ≦ 10mm

両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。
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補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。補強すみ肉溶接を付加する。
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AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。AAG( ) 内は G C で F.H の場合。

両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。
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余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）余盛の高さ（mm）

Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛
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ttttttt

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合1mm ≦ f ≦ 4mm の場合 a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合a ＞ 4mm の場合

（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）（平継手で板厚が異なる）

G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

6666666

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面
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1111111
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t
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t
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G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2G＝0～2

両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。両側に補強すみ肉溶接を付加する。

（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）（平継手 Ｔ形継手）

AAGAAGAAGAAGAAGAAGAAG

GCGCGCGCGCGCGC

5555555

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ttttttt 6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）

7777777

寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）

φφφφφφφ BBBBBBB SSSSSSS

 7 7 7 7 7 7 7

 8 8 8 8 8 8 8

 9 9 9 9 9 9 9

10101010101010

11111111111111

1212121212121225252525252525

22222222222222

19191919191919

16161616161616

13131313131313

 9 9 9 9 9 9 9 4.04.04.04.04.04.04.0

4.54.54.54.54.54.54.5

5.05.05.05.05.05.05.0

8.08.08.08.08.08.08.0

7.07.07.07.07.07.07.0

6.06.06.06.06.06.06.0

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は

2パス以上とする。2パス以上とする。2パス以上とする。2パス以上とする。2パス以上とする。2パス以上とする。2パス以上とする。

溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。

プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

φφ φφ φφ φ

BBBBBBB

θθθθθθθ

SS SS SS S
tt tt tt t

Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合

（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接（２）フレアー溶接

（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接（３）部分溶け込み溶接

（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接（４）突合せ溶接

軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図軽量形鋼フィレット部詳細図

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

rrrrrrr S2S2S2S2S2S2S2

GPL- t2GPL- t2GPL- t2GPL- t2GPL- t2GPL- t2GPL- t2

S2S2S2S2S2S2S2

柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1柱の肉厚 t1

S2 = r／√2S2 = r／√2S2 = r／√2S2 = r／√2S2 = r／√2S2 = r／√2S2 = r／√2
6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm6mm ＜ t ＜ 19mm

t1t1t1t1t1t1t1

2.32.32.32.32.32.32.3

3.23.23.23.23.23.23.2

4.54.54.54.54.54.54.5

6.06.06.06.06.06.06.0

9.09.09.09.09.09.09.0 10101010101010

8888888

6666666

4444444

3333333

S2S2S2S2S2S2S2

 6 ≦ t 6 ≦ t 6 ≦ t 6 ≦ t 6 ≦ t 6 ≦ t 6 ≦ t 35°35°35°35°35°35°35° 35°35°35°35°35°35°35°9999999 7777777

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

MCMCMCMCMCMCMC

7～97～97～97～97～97～97～9 10～1210～1210～1210～1210～1210～1210～12

スカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 
Ｈ 型Ｈ 型Ｈ 型Ｈ 型Ｈ 型Ｈ 型Ｈ 型

4444444

4444444

4444444

4444444

4444444
4444444

1111111

1111111

4444444

1111111

1111111

1111111

1111111

44444441111111

4444444

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

4444444

4444444

4444444

1111111

1111111

1111111

1111111 4444444

4444444

4444444

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111 4444444

1111111

4444444

4444444

※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）

4444444

※※※※※※※ ※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※ ※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

BBBBBBB BBBBBBB

Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図Ｂ－Ｂ 断面図

柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚

鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件
入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）

40 以下40 以下40 以下40 以下40 以下40 以下40 以下

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

350 以下350 以下350 以下350 以下350 以下350 以下350 以下

450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃450 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

規　格規　格規　格規　格規　格規　格規　格

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313

JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313

JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211

T490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-U

YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15

YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19

YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15

YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19

T490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-UT490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-UT490Tx-yMA-U

E43xx,E49xxE43xx,E49xxE43xx,E49xxE43xx,E49xxE43xx,E49xxE43xx,E49xxE43xx,E49xx

E49xxE49xxE49xxE49xxE49xxE49xxE49xx

T550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-U

溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料 パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）

溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度溶接材料と入熱量・パス間温度

鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類

490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼

400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼

(STKR、BCR、(STKR、BCR、(STKR、BCR、(STKR、BCR、(STKR、BCR、(STKR、BCR、(STKR、BCR、

BCPを除く)BCPを除く)BCPを除く)BCPを除く)BCPを除く)BCPを除く)BCPを除く)

(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)(STKR、BCPを除く)

パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）パス間温度（℃）溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料規　格規　格規　格規　格規　格規　格規　格 入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）入熱（kJ/cm）

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃40 〃

30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃30 〃

250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃350 〃

250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃250 〃

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313

YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15YGW11,YGW15

YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19

T550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-U

YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19YGW18,YGW19

T550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-UT550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-UT550Tx-yMA-U

注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件

　　に従うこと。　　に従うこと。　　に従うこと。　　に従うこと。　　に従うこと。　　に従うこと。　　に従うこと。

　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。

(STKR、BCP)(STKR、BCP)(STKR、BCP)(STKR、BCP)(STKR、BCP)(STKR、BCP)(STKR、BCP)

490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼490N級炭素鋼

(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)(STKR、BCR、BCP)

400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼400N級炭素鋼

鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

構造設計仕様による。構造設計仕様による。構造設計仕様による。構造設計仕様による。構造設計仕様による。構造設計仕様による。構造設計仕様による。

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a) 溶接工溶接工溶接工溶接工溶接工溶接工溶接工

溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。

（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査

（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般

（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合

（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。

※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。※　但し、ベースプレートの厚さは除く。

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)

規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の規準図の溶接においてAAGと記載の

ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。をいためない様に、養生を行なう。

(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)

(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ) 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

開先面開先面開先面開先面開先面開先面開先面
裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

Ⅳ)Ⅳ)Ⅳ)Ⅳ)Ⅳ)Ⅳ)Ⅳ)

(f)(f)(f)(f)(f)(f)(f) 溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工

(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ) エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

Ⅰ)Ⅰ)Ⅰ)Ⅰ)Ⅰ)Ⅰ)Ⅰ) 突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。エンドタブを取り付ける。

Ⅱ)Ⅱ)Ⅱ)Ⅱ)Ⅱ)Ⅱ)Ⅱ) エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。エンドタブの材質は、母材と同質とする。

エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上

NGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のないNGC,GC: 40mm 以上とし特記のない

Ⅲ)Ⅲ)Ⅲ)Ⅲ)Ⅲ)Ⅲ)Ⅲ)

場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度

残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。残し切断して、グラインダー仕上げとする。

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。又は工事監理者の承認を得る。

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ
かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上
35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上

ttttttt

裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。裏あて金の材質は母材と同質材料とする。

(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ) スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。

但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。

下向（Ｆ）下向（Ｆ）下向（Ｆ）下向（Ｆ）下向（Ｆ）下向（Ｆ）下向（Ｆ） 立向（Ｖ）立向（Ｖ）立向（Ｖ）立向（Ｖ）立向（Ｖ）立向（Ｖ）立向（Ｖ） 横向（Ｈ）横向（Ｈ）横向（Ｈ）横向（Ｈ）横向（Ｈ）横向（Ｈ）横向（Ｈ） 上向（Ｏ）上向（Ｏ）上向（Ｏ）上向（Ｏ）上向（Ｏ）上向（Ｏ）上向（Ｏ）

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b) 溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c) 溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A交流アーク溶接機 300A～500A

アークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600Aアークエアーガウジング機(直流)600A

溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器

(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)

(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)

アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）

ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）

(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)

(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)

(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)

炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計

サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式サブマージドアーク溶接機1式

ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）

アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）アークエアーガウジング （ＡＡＧ）

(e)(e)(e)(e)(e)(e)(e) 仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。

仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)

(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d) 溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

良良良良良良良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 良良良良良良良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良

(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ) ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法

r1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mm

θθθθθθθ
r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10 GGGGGGG

r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35
G:ルート間隔G:ルート間隔G:ルート間隔G:ルート間隔G:ルート間隔G:ルート間隔G:ルート間隔

θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度
裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金

改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名工 事 名横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局横浜市教育委員会事務局

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日 縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺縮  尺2024.032024.032024.032024.032024.032024.032024.03

図 面図 面図 面図 面図 面図 面図 面完 成完 成完 成完 成完 成完 成完 成設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者設      計      者 図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数図面枚数施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号施   設   番   号 棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号棟番号
種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類年 度年 度年 度年 度年 度年 度年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NONA1_NON
A3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NONA3_NON

鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)鉄骨構造標準図(2)

S-05S-05S-05S-05S-05S-05S-05

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材 PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１） ＬＬＬＬＬＬＬ

形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス形鋼ブレ－ス羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

（８）露出柱脚（８）露出柱脚（８）露出柱脚（８）露出柱脚（８）露出柱脚（８）露出柱脚（８）露出柱脚

（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト（７）デッキプレ－ト

（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス（ｂ）形鋼ブレ－ス

Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考
ベ-スプレ-トベ-スプレ-トベ-スプレ-トベ-スプレ-トベ-スプレ-トベ-スプレ-トベ-スプレ-トアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルト

径径径径径径径 LLLLLLL 本数本数本数本数本数本数本数 厚厚厚厚厚厚厚 AAAAAAA BBBBBBB ggggggg
部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材符号符号符号符号符号符号符号

（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）

座金座金座金座金座金座金座金

1111111

1111111

（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）

スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材形状形状形状形状形状形状形状

DDDDDDD

TT TT TT T

ddddddd LL LL LL L

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

φ19 mmφ19 mmφ19 mmφ19 mmφ19 mmφ19 mmφ19 mm

φ16 mmφ16 mmφ16 mmφ16 mmφ16 mmφ16 mmφ16 mm

φ13 mmφ13 mmφ13 mmφ13 mmφ13 mmφ13 mmφ13 mm

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm） （mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm） （mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm） （mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）
頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T 溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d

13.013.013.013.013.013.013.0

12.712.712.712.712.712.712.7

16.016.016.016.016.016.016.0

15.815.815.815.815.815.815.8

19.019.019.019.019.019.019.0

19.019.019.019.019.019.019.0

22.022.022.022.022.022.022.0

22.222.222.222.222.222.222.2

22.022.022.022.022.022.022.0

25.425.425.425.425.425.425.4

29.029.029.029.029.029.029.0

31.731.731.731.731.731.731.7

32.032.032.032.032.032.032.0

31.731.731.731.731.731.731.7

35.035.035.035.035.035.035.0

34.934.934.934.934.934.934.9  9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5

 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5

10.010.010.010.010.010.010.0

10.010.010.010.010.010.010.0

10.010.010.010.010.010.010.0

10.010.010.010.010.010.010.0

 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9

 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9

 50， 80，100，130 50， 80，100，130 50， 80，100，130 50， 80，100，130 50， 80，100，130 50， 80，100，130 50， 80，100，130

 80，100，130 80，100，130 80，100，130 80，100，130 80，100，130 80，100，130 80，100，130

 80，100，130，150 80，100，130，150 80，100，130，150 80，100，130，150 80，100，130，150 80，100，130，150 80，100，130，150

100，130，150100，130，150100，130，150100，130，150100，130，150100，130，150100，130，150φ22 mmφ22 mmφ22 mmφ22 mmφ22 mmφ22 mmφ22 mm

B ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ちB ≧ 300 の場合２列打ち

B ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ちB ＜ 300 の場合１列打ち スタッドスタッドスタッドスタッドスタッドスタッドスタッド
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（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強（１０）梁貫通補強
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プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面）プレ－ト補強（片面又は両面） パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）パイプとプレ－ト補強（片面）

貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔
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11111111111111

パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合） リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強リブプレ－ト補強
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アンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mmアンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mm

縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に縁端距離（ボルト孔の径に
応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）応じ表に示す数値以上）

アンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積のアンカ－ボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2

ベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3dベ－スプレ－ト厚≧1.3d

アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）アンカボルト径（d）

アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）

tt tt tt t
tt tt tt t

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ●φ≦０.４Ｄ

※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。

（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）

３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他３．継手規準図、その他

［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離
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PL－19以上PL－19以上PL－19以上PL－19以上PL－19以上PL－19以上PL－19以上
（母材と同材質）（母材と同材質）（母材と同材質）（母材と同材質）（母材と同材質）（母材と同材質）（母材と同材質）

ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ

Ａタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用は

柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする柱 D＝250mm 以下とする

ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ

（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号
フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１） PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２） PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３） N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径N1－径N1－径N1－径N1－径N1－径N1－径N1－径
部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材
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注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う

注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする注）B＝200～250の N2 は２列並びとする

PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１） PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１） PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）

〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉〈ＴＹＰＥ－１〉 〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉〈ＴＹＰＥ－２〉 〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉〈ＴＹＰＥ－３〉

（片側）（片側）（片側）（片側）（片側）（片側）（片側）

N－径N－径N－径N－径N－径N－径N－径PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ

（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

NN NN NN N NN NN NN N

NN NN NN N
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１１１１１１１
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N1（片側）N1（片側）N1（片側）N1（片側）N1（片側）N1（片側）N1（片側）
PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）

PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）

PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）

PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材
フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１） PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２） PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）PL－（３）M1－径M1－径M1－径M1－径M1－径M1－径M1－径 N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径N2－径

（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手

リブプレ－トリブプレ－トリブプレ－トリブプレ－トリブプレ－トリブプレ－トリブプレ－ト

≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと
Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝

Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝

Ｗｔ１Ｗｔ１Ｗｔ１Ｗｔ１Ｗｔ１Ｗｔ１Ｗｔ１ Ｗｔ２Ｗｔ２Ｗｔ２Ｗｔ２Ｗｔ２Ｗｔ２Ｗｔ２

Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２

Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２Ｆｔ２

Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１

Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１Ｆｔ１

フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚r：半径　t：板厚

r＞8t以上r＞8t以上r＞8t以上r＞8t以上r＞8t以上r＞8t以上r＞8t以上

PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）PL－（１）

PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）PL－（２）
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eeeeeeeeeeeeee eeeeeee eeeeeee
10101010101010

（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス（６）ブレ－ス

（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト（ａ）羽子板ボルト

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165 175175175175175175175

13.013.013.013.013.013.013.0 17.017.017.017.017.017.017.0 17.017.017.017.017.017.017.0 21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.5 23.523.523.523.523.523.523.5 21.521.521.521.521.521.521.5

35353535353535 40404040404040 45454545454545 50505050505050 50505050505050 55555555555555 50505050505050

22222222222222 28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838 38383838383838

4.54.54.54.54.54.54.5 6.06.06.06.06.06.06.0 6.06.06.06.06.06.06.0 9.09.09.09.09.09.09.0 9.09.09.09.09.09.09.0 9.09.09.09.09.09.09.0 9.09.09.09.09.09.09.0

19191919191919 25252525252525 25252525252525 32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5 37.537.537.537.537.537.537.5

9.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.09.06.06.06.06.06.06.06.06.06.06.06.06.06.06.04.54.54.54.54.54.54.5

10.6410.6410.6410.6410.6410.6410.64 12.4612.4612.4612.4612.4612.4612.46 14.4614.4614.4614.4614.4614.4614.46 16.1116.1116.1116.1116.1116.1116.11 18.1118.1118.1118.1118.1118.1118.11 20.1120.1120.1120.1120.1120.1120.11 21.7721.7721.7721.7721.7721.7721.77

47474747474747 52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373 70707070707070

85858585858585858585858585857575757575757560606060606060555555555555555050505050505040404040404040

M12M12M12M12M12M12M12 M16M16M16M16M16M16M16 M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M20M20M20M20M20M20M20

2222222111111111111111111111111111111111111111111

10.8110.8110.8110.8110.8110.8110.81

M12M12M12M12M12M12M12 M14M14M14M14M14M14M14

12.6512.6512.6512.6512.6512.6512.65 14.6514.6514.6514.6514.6514.6514.65

M16M16M16M16M16M16M16 M18M18M18M18M18M18M18

16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33

M20M20M20M20M20M20M20

18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.33

M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

21.9921.9921.9921.9921.9921.9921.99

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び

本　数本　数本　数本　数本　数本　数本　数

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

ボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルトボルト端から取付ボルト
穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）穴心のあき（最小）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）
取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト

溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）溶接長さ（最小）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき
（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚
平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製

切板製切板製切板製切板製切板製切板製切板製

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき
（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

最　大最　大最　大最　大最　大最　大最　大

最　小最　小最　小最　小最　小最　小最　小
軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１

ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）

はしあき（最小）はしあき（最小）はしあき（最小）はしあき（最小）はしあき（最小）はしあき（最小）はしあき（最小）

調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ

取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径
許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ許容差＋０～－０．５ｍｍ

ＳＳＳＳＳＳＳ

ＲＲＲＲＲＲＲ

ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１ｅ１

ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２ｅ２

ｅ３ｅ３ｅ３ｅ３ｅ３ｅ３ｅ３

ｔｔｔｔｔｔｔ

ＬＬＬＬＬＬＬ

JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）

採　用採　用採　用採　用採　用採　用採　用

注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

2PL－（２）2PL－（２）2PL－（２）2PL－（２）2PL－（２）2PL－（２）2PL－（２）

（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上

2φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ

ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）

標準標準標準標準標準標準標準最小最小最小最小最小最小最小（２）（３）の標準（２）（３）の標準（２）（３）の標準（２）（３）の標準（２）（３）の標準（２）（３）の標準（２）（３）の標準（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）最小縁端距離（ｅ）

穴径穴径穴径穴径穴径穴径穴径

ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離 （mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）

24.024.024.024.024.024.024.0
22.022.022.022.022.022.022.0
18.018.018.018.018.018.018.0 40404040404040

50505050505050
55555555555555
60606060606060

28282828282828
34343434343434
38383838383838
44444444444444

22222222222222
26262626262626
28282828282828

40404040404040
40404040404040
40404040404040
45454545454545

40404040404040
50505050505050
55555555555555
60606060606060

60606060606060
60606060606060
60606060606060
70707070707070

28282828282828
34343434343434
38383838383838
44444444444444

22222222222222
26262626262626
28282828282828

（40）（40）（40）（40）（40）（40）（40）
（40）（40）（40）（40）（40）（40）（40）
（40）（40）（40）（40）（40）（40）（40）
（45）（45）（45）（45）（45）（45）（45）

（40）（40）（40）（40）（40）（40）（40）
（50）（50）（50）（50）（50）（50）（50）
（55）（55）（55）（55）（55）（55）（55）
（60）（60）（60）（60）（60）（60）（60）

（60）（60）（60）（60）（60）（60）（60）
（60）（60）（60）（60）（60）（60）（60）
（60）（60）（60）（60）（60）（60）（60）
（70）（70）（70）（70）（70）（70）（70）

以上以上以上以上以上以上以上

25（20.5）25（20.5）25（20.5）25（20.5）25（20.5）25（20.5）25（20.5）
27（22.5）27（22.5）27（22.5）27（22.5）27（22.5）27（22.5）27（22.5）
29（24.5）29（24.5）29（24.5）29（24.5）29（24.5）29（24.5）29（24.5）

49494949494949
54545454545454

9d/59d/59d/59d/59d/59d/59d/5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5

32.032.032.032.032.032.032.0
35.035.035.035.035.035.035.0

4d/34d/34d/34d/34d/34d/34d/3
40404040404040

32323232323232
36363636363636

14.014.014.014.014.014.014.0 30303030303030 22222222222222 18181818181818 30303030303030 30303030303030 50505050505050

M16M16M16M16M16M16M16

M24M24M24M24M24M24M24
M22M22M22M22M22M22M22
M20M20M20M20M20M20M20
M16M16M16M16M16M16M16
M12M12M12M12M12M12M12

呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d

M20M20M20M20M20M20M20
M22M22M22M22M22M22M22
M24M24M24M24M24M24M24
M27M27M27M27M27M27M27
M30M30M30M30M30M30M30
M34M34M34M34M34M34M34
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21（16.5）21（16.5）21（16.5）21（16.5）21（16.5）21（16.5）21（16.5）

26.026.026.026.026.026.026.0

1111111

gg gg gg g

1111111

JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）

（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）

既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製）既製品面戸（鉄製） 折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－400 1111111

受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理

スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材 補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材

スラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばす

1111111

1111111

6666666

1111111
8888888

1111111

50－20050－20050－20050－20050－20050－20050－200

L 型鋼L 型鋼L 型鋼L 型鋼L 型鋼L 型鋼L 型鋼

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－400 2－D132－D132－D132－D132－D132－D132－D13

PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6

FB－50×6FB－50×6FB－50×6FB－50×6FB－50×6FB－50×6FB－50×6

2－D132－D132－D132－D132－D132－D132－D13

PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－4002－D132－D132－D132－D132－D132－D132－D13

PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6

φ9－＠300φ9－＠300φ9－＠300φ9－＠300φ9－＠300φ9－＠300φ9－＠300

スラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばすスラブ筋をのばす

600以下600以下600以下600以下600以下600以下600以下

L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600L－50×50×6 ＠≦600

eeeeeee eeeeeee

梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合 あて板（鉄製）あて板（鉄製）あて板（鉄製）あて板（鉄製）あて板（鉄製）あて板（鉄製）あて板（鉄製） あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）あて板（非鉄製）

eeeeeee

eeeeeeeeeeeeee
eeeeeeeeeeeeee

ｅｅｅｅｅｅｅ

eeeeeee

50505050505050 50505050505050

3030303030303050505050505050

eeeeeee

eeeeeee

200以下200以下200以下200以下200以下200以下200以下

e ≧ 50mme ≧ 50mme ≧ 50mme ≧ 50mme ≧ 50mme ≧ 50mme ≧ 50mm

梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと スタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先することスタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先すること

ピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先することピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先すること

径径径径径径径 ggggggg t ※t ※
t ※t ※t ※t ※t ※

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ

80以上80以上80以上80以上80以上80以上80以上

95以上95以上95以上95以上95以上95以上95以上

9以上9以上9以上9以上9以上9以上9以上

9以上9以上9以上9以上9以上9以上9以上

※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。

改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）改訂日：2022,10（第２版）

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ

80808080808080

80808080808080

80808080808080

80808080808080

注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには注）継手のスプライスプレートには

　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。　　スタッドを打設しない。

jointjointjointjointjointjointjointjointjointjointjointjointjointjoint
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※音鳴り対策※音鳴り対策※音鳴り対策※音鳴り対策※音鳴り対策※音鳴り対策※音鳴り対策

joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)

接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）接合箇所：@500mm以下（梁上除く）

接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜接合ビス：ピアスビスL15*3㎜

スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200スパン方向：16φ－＠200

アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷幅方向：16φ－＠デッキ谷

32323232323232



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1_NON
A3_NON

デッキ合成スラブ標準図（タイプB）

S-06

１．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

SEﾒﾝﾄﾞSEｸﾛｰｻﾞｰ

EZ50

EZ75

システム部品デッキプレート形状・寸法

□

（注３）

1.   設　　　　計

4.   施　　　　工

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

<溶接金網> <異形鉄筋>

6.    開  口  部  補  強　(例)

ｃ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような

7.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

5-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン （単位：m）

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

デッキ合成スラブ

設計･施工標準仕様書
スーパーＥデッキ －耐火補強筋不要タイプ－

タイプ

る.（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

場合は適用外とする。

□

□□

□

□ □

□
□ □

□

□ □

□ □

□ □

□ □ □ □ □

□ □ □

認定仕様により

適用可能範囲が

異なります。

□

□
□

□ □
□
□

□ □

□ □
□

□ □ □
□

□ □ □
□

□ □

□

□

重ね代 150mmまたは1メッシュ＋50mm
のうち大きい値以上

B

認定条件

使用条件

頭付き

スタッド

焼抜き

栓溶接

発射打込

みびょう

○ ○ ○

○ ○ ○

○ -

○ -

○ ○ -

□ □□

耐火

区分

床１

時間

□

□

□

□

□

（kN/m2） （m）

*3 *4

*7

*7

*5

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

□ ○ -*7

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

カタログ及び設計・施工便覧による。

□ ○ ○ -

床２

時間

（単純支持）

（連続支持）

*8

-

-

-

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

改訂：2020年10月

□

□

□

□
□

□

□ □

□

□

□

品名 EZ50

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または
異形鉄筋

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

【注意】

板厚および表面処理

（注）

*2 JIS K5621(2008)

*1 JIS G3352

種類

設計基準強度 (N/mm2)

デッキ山上厚さ (mm)

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

　 びょう打ち

4種の防錆性を有した塗料

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

板厚 (mm)

1.0

表面処理

めっき

仕様

Z27Z12

その他[　　　　]   

K18 SDP2G

種類の記号 *1

SDP1T
*2

なし1.2

塗装

めっき Z12

その他[　　　　]   

Z27 K18 SDP2G

SDP21.6 なし

塗装

めっき

*2

Z12

その他[　　　　]   
Z27 K18 SDP2G

EZ75  

普通コンクリート      　 

（   18） 21 24

50

95 100

60 70

[        ]　

80 85 90

φ6-150 φ6-100

D10-200  [                             ]

SEｽﾍﾟｰｻｰ SEﾊﾝｶﾞｰ

小口ﾌｻｷﾞｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ

※Fc18はEZ50耐火認定仕様に注意！

※耐火認定仕様は，80以上

SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）
径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

※板厚1.0mmはめっき仕様のみ

185115

175125

180

125175

50

600

600

75

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

SEF

幅調整板
SEｽﾍﾟｰｻｰ

EZ50
SEﾊﾝｶﾞｰ

120

ｽｰﾊﾟｰE
EZ50

認定番号品名

FP120FL-0103

FP120FL-0183

FP060FL-0078

FP060FL-0073

FP060FL-0104

FP060FL-0079

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

*6

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

接合形式の適用

断面仕様

コンクリート

普通80

普通85

普通90
18～24

18～24

18～24

18～24

18～24

21～24 3.5

5.4

7.0

3.5

5.4

4.4

6.0 2.5

2.7

3.0

3.4

2.5

2.7

3.0

単純
連続

連続
単純

FP060FL-0066

許容

スパン荷重条件

支持 許容

拡大防止筋

ひび割れ
基準強度

(FC)厚さ(mm)

種 類

*7 頭付きスタッドはφ16ｍｍ以上@300ｍｍ以下とする。

※注意

*5 許容スパンは，鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*3 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*6 この耐火条件に適合しない場合は，吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照*デッキ板厚注意）を適用する。

*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

吹付けロックウール

50～
100mm

20以上 0.3以上

0.3以上15以上

15以上 0.3以上

20以上 0.3以上

*8 スラブ自重が2,730N/㎡を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

1.0以上

1.0以上

1.0以上

1.0以上

1時間

2時間

2時間

□ FP060FL-0114

□ FP120FL-0117

□ FP120FL-0212

□ FP060FL-0115

認定番号

EZ50

EZ75

EZ75

EZ50

品名耐火時間
吹付け厚さ

（mm） （g/cm3）

かさ比重 デッキ板厚

（mm）

合成デッキ
鉄骨梁 50

30

スパン

溶接金網又は

（普通）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨梁

スパン

鉄骨梁

50

異形鉄筋

※ 左右のスパン比に制限はありません。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

※梁の耐火被覆は、
必要に応じて行う。

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

30

50

鉄骨梁

  必要に応じて行う。（普通） 合成デッキ
50
または75

※括弧内の数値はFP120FL-0103の場合

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（90）以上

※単純支持条件でも耐火補強筋は不要

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

異形鉄筋

山上コンクリート厚さ

EZ75

EZ50

品名
（mm）
板厚

3連梁2連梁単梁 単梁 3連梁2連梁

3.07

3.35

3.332.48

3.622.71

2.903.062.35

3.90

4.16

4.053.24

4.423.53

3.733.723.06

70mm

1.0

1.2

1.6

1.0

1.2

1.6

3連梁単梁 2連梁 3連梁 単梁

2.39

2.60

2.26

3.12

2.95

3.41

2連梁

3.14

3.49

2.89

3.84

4.31

3.52

4.05

3.79

3.63

3.22

2.95

2.79

3連梁 単梁

3.35

3.07

2.90

2.56

2.34

2.22

2連梁

3.06

3.43

2.81

3.74

4.25

3.43

85mm80mm 90mm 100mm

2.43

2.65

2.30

3.18

3.47

3.00

3.23

3.56

2.97

3.94

4.36

3.62

3.01

3.28

2.85

3.84

4.10

3.68

2.28 2.93 2.82

2.41 3.19 2.98

2.63 3.52 3.25

2.98 3.57 3.66

3.15 3.89 3.82

3.44 4.33 4.08

2.90

3.16

2.74

3.74

4.00

3.59

1　算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」に準拠しています。

2　単純支持条件の場合は「単梁」の欄を、連続支持条件の場合は「2連梁」

3　耐火要求のない場合又はロックウール被覆耐火構造（２．耐火設計参照：

※注意

「3連梁」欄の数値をご使用下さい。（支持スパンのとり方は右図を参考）

することができます。
板厚1.2mm以上）とする場合は、山上コンクリート厚さを50mm以上と

スパン

※耐火認定上のスパンは梁芯間距離

割付け計画

2

3 敷込み・仮止め

4 デッキプレートと梁との接合

5

6 開口部補強

7 溶接金網又は異形鉄筋

8 コンクリ－ト打設

9 養　生

1
工法・工程・割付け計画をたてる。

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。（接合部で幅調整をしてはならない。）

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図５）

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

えたりしない。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図１）

線径6mm以上

200x200以下
呼び径D10以上

150x150以下

線径6mm以上
100x100以下

呼び径D10以上
200x200以下

1時間

＊梁の耐火被覆は、

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

（大梁）接合部2箇所 中間1箇所

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

接合部2箇所

［ ］箇所［ ］箇所

（小梁） 各谷1箇所

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう
ﾋﾟｯﾁ

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

300

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（図２）

（図１）

大梁

デッキ山部

溶接径（mm）

接

件
条

準
溶

標

項目

低水素系溶接棒φ4mm
SPW 4,500 7,350 11,025

5,3004,0002,850

（単位：Ｎ）

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

（図３）

（図４）

（図５）

11,0254,500 7,350

デッキ板厚

SPW
1.0mm 1.2mm 1.6mm

（単位：Ｎ）

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

風等で飛ばされないように養生する。
（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トを

溶接方法

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

溶接　電流（A）

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3841基本級以上
JIS Z 3801基本級以上又は

又はエンジン溶接機230A以上

梁フランジ板厚（mm）

アークタイム（sec）

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.0～1.6

デッキ板厚

打込みびょう

デッキ板厚

1.0mm 1.2mm 1.6mm

1.6mm1.2mm1.0mm

溶接金網又は

80

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

30

溶接金網又は異形鉄筋

50mm以上

EZ50

ｽｰﾊﾟｰE

耐火要求なし

(1)建物外周部デッキスパン方向 (2)建物外周部デッキスパン方向

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

(5)デッキ幅方向デッキ連続 (6)デッキ幅方向デッキ振り分け (7)柱廻り

(9)デッキ幅方向梁継手部(8)デッキスパン方向梁継手部

(10)デッキスパン方向断差部 (11)デッキ幅方向断差部

ワイヤで傷つけないようにする。

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

横筋

コンクリート

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ スーパーＥデッキ

寸法はφ6-150x150を示す

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

30mm 30mm

重ね代45d以上
200mm以上

（150mm以上）

溶接金網

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさぎ

デッキ受材

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

コンクリート

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

梁耐火被覆

現場切断
（幅調整板）

ａ－ａ断面図

デッキ受材

ＦＢ６５x6等

柱

溶接金網又は
異形鉄筋

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ
発射打込みびょう

溶接金網又は

200mm以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

50mm以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート
壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋
溶接金網又は

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、
発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

50mm以上 梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

Ｅデッキ Ｅデッキ
スーパー Ｅデッキ

スーパー

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

異形鉄筋
溶接金網又は

コンクリート

FB

D10

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

は異形鉄筋
溶接金網又

小口ふさぎ

山形鋼等6mm厚以上

Ｅデッキ
スーパー

D10

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

50mm以上

*1

*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊2 ＊2

＊2 焼抜き栓溶接、 ＊2 焼抜き栓溶接、

*1

幅調整板

*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

又は頭付きスタッド

コンクリート

ﾃﾞｯｷ受材
FB65x6等

*1

スーパー
Ｅデッキ

現場切断
（デッキ）

＊2

梁耐火被覆

＊2

梁耐火被覆

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。ａ）溝配筋方法

ｂ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

(3)建物外周部デッキ幅方向

ａｃ

ａ；かぶり30mm以上

ｂ

W

ｂ

Ｌ

ｂ

≧40D

ａ

ｃ

ａ ・定着長さ；開口端より40D以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）
　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ；開口補強、D10以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント
Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

ａｔ＝

・かぶり　；30mm以上

（Ａ）箱抜きの場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

b

ｃ
b

ａ
ｃ

ａ

b

b
ｃ ｃ

ａ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

b

b

ａ

ｃ

ｃ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

１．開口が独立している場合

ａ）φ150mm程度
ａ

ｃ；D10（上端）
ｂ；D13（上端）
ａ；D22（上・下端）

ｂ；D13（上端）
ｃ；D10（上端）

ｃ；D10（上端）

デッキ方向

ｂ）□300程度 c）□600x900程度

ロ）開口間の内法寸法≦３x開口径

同様の補強とする。
ａ

ｂ）開口群

□600x900程度の開口部と
開口群を独立した一つの開口と見なし、

ｃ ｃ ｃ

ｃ ｃｃ

≧40D

L≦
900mm

W≦600mm

デッキ方向

ｃ；D10（上端）

ａ；D13（上・下端）
ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

ａ；D16（上・下端）

ａ；W,L≦300の場合はD16
それ以外はD22

ａ）φ150mm程度

イ）開口間の内法寸法＞３x開口径

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

設けて補強する。尚、この場合連続支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意す

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、
　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、
プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

（イ，ロ共通）
注：合成スラブの補強として、開口補強（ｃ；D10）は行う。

ｃ

ｃ ｃ ｃ

仮想開口

L-30x30x3等

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

（Ａ）設計上の留意点

*1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

デッキプレート

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

２．開口が連続している場合

デッキ受け材の取り付けは
設計者と協議の上決定する。

≧40D

・大梁上の補強（外周部梁を除く）

例)補強筋 D10@200～300

（Ｂ）施工上の留意点

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

改訂日：2022,10（第２版）

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。

　　(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

４．打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。

５．打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

 [ CD6-150          ]
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所 Ｓ－０７

Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００ 杭伏図

内数値は鋼管杭想定深度を示す

特記なき限り下記による

Ｙ

Ｘ
１／１００

は基礎芯位置を示す

杭伏図
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１
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１

Ｆ
Ｇ
６

ＦＧ１

設計基準強度 Ｆｃ＝７０ｋＮ／ｍ２

ＪＩＳ・Ｇ３４４４（ＳＴＫ４９０）鋼管杭材

先端Ｎ値 ２０

杭本数 ｎ＝１７３本

鋼管杭長 Ｌ＝１０．５～１２．５ｍ

鋼管肉圧 ｔ＝７．１ｍ

φ４５０ｍｍ

φ１６５．２ｍｍ鋼管杭径

先端翼径

ＰＰＧ工法

回転貫入鋼管杭工法

大臣認定

設計ＧＬ＝標高１１．９５ｍ

１１ｍ

１２ｍ １２．５ｍ
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

基礎伏図

Ｓ－０８

Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

２設計長期許容支持力

柱芯＝通り芯とする

７０ｋＮ／ｍ

ＧＬ（　　）内数値は設計　　からの基礎梁天端レベルとする

ＧＬ内数値は設計　　からの土間コンクリート天端レベルとする

は土間コンクリート部分を示す

は基礎梁天端＋２００増打とする

見下げ図とする

特記なき限り下記による

Ｙ

Ｘ
基礎伏図

設計ＧＬ＋１００

設計ＧＬ＋１００

設計ＧＬ＋１５０

１／２００

とする設計

基礎天端＝設計　　　　　とする

１ＳＬ＝　　　　ＧＬ＋３００

ＧＬ＋２００

設計ＧＬ＋１００

はササラプレート　　 　　　を示すＰＬ－１２ｘ３００
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一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所 Ｓ－０９

Ａ３＿１：３０
Ａ１＿１：１５ 基礎梁リスト（１）

（使用材料）

鉄筋：

※ 設計地耐力は

Ｆｃ２１ Ｎ／ｍｍ　 （ＪＩＳ　Ａ ５３０８）

１．

、土間・捨てコン：Ｆｃ１８ Ｎ／ｍｍ （ＪＩＳ　Ａ ５３０８）２

２

２

とする。　※ 無収縮モルタルは 下部に必要に応じて施工する。レベラーは基礎用とする。※ 幅止筋は　 とする。２． Ｂ．ＰＬ

基礎：

アンカーボルトはダブルナット留めとする。

１／３０

屋内屋外 屋内屋外

Ｄ１０＠１，０００３．

屋内屋内

７０ｋＮ／ｍ

ＳＤ２９５　Ｄ１０・Ｄ１３・Ｄ１６（ＪＩＳ　Ｇ ３１１２）

屋内屋内

屋外 屋外

基礎リスト（１）

屋内屋内

ＧＬ設計

１ＳＬ

幅止筋Ｄ１０＠１０００ 以下

腹筋 ２－Ｄ１０

□ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

目地

ｔ＝１５　＠３０００

２－Ｄ１６

４－Ｄ１６

レベラー ｔ＝１０

幅止筋Ｄ１０＠１０００ 以下

腹筋 ２－Ｄ１０

□ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

下端ＢＰＬ

４－Ｄ１６

４－Ｄ１６ レベラー ｔ＝１０

幅止筋Ｄ１０＠１０００ 以下

腹筋 ２－Ｄ１０

□ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１６

下端ＢＰＬ

２－Ｄ１６

下端ＢＰＬ □ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

４－Ｄ１６レベラー ｔ＝１０

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００ Ｄ１０＠２００Ｄ１０

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０Ｄ１０＠２００ Ｄ１０＠２００

ＧＬ設計

１ＳＬ

下端ＢＰＬ

２－Ｄ１６Ｄ１０

目地

ｔ＝１５　＠３０００

増打

Ｄ１３

レベラー ｔ＝１０

－Ｄ１０＠２００Ｓ

下端ＢＰＬ □ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

レベラー ｔ＝１０

Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

Ｄ１０＠２００

下端ＢＰＬ

Ｄ１３

□ －Ｄ１０＠２００

幅止筋Ｄ１０＠１０００ 以下

腹筋 ２－Ｄ１０

幅止筋Ｄ１０＠１０００ 以下

腹筋 ２－Ｄ１０

□ＳＴＲ　　－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１６

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

下端ＢＰＬ

２－Ｄ１６Ｄ１０

レベラー ｔ＝１０

柱芯

改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２

柱芯 柱芯 柱芯

柱芯 柱芯

改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２ 改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２ 改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２

改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２ 改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２

５
０

１
０

０

５
０
０

３００

１５０１５０

３００

１５０１５０

５
０

１
０

０

５
０
０

２
１

０
９
０

２
０

０
１

０

３００

１５０１５０

１
８

０

５
０

１
０

０

５
０
０

２
１

０
９
０

２
０

０
１

０

３００

１５０１５０

３
２
０

１
８

０

１
０

２
９

０

１
８

０
３

２
０

３
２
０

５
０

１
０

０

５
０
０

２
１

０
９
０

２
０

０
１

０
３

２
０

１
８

０

２４１

５
０

１
０

０

５
０

０

３００

１５０１５０

１
８

０

１
０

２
９

０

３
２

０

４５０

５
０

０
１

０
５
０

１
０

０

３００

１５０１５０

５
０

１
０

０

５
０

０
２

１
０

９
０

２
０
０

１
０

３
２

０
１
８

０

１６５．２

８００

４００ ４００

８００

４００ ４００

１，０００

５００ ５００

１，０００

５００ ５００

６００

３００ ３００

８００

４００ ４００

１６５．２ １６５．２ １６５．２

１６５．２ １６５．２

形　状

符　号

符　号 ＦＧ１ ＦＧ２ ＦＧ３ ＦＧ４

形　状

ＦＧ５ ｆ１ＦＧ６



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

Ａ３＿１：３０
Ａ１＿１：１５ 基礎梁リスト（２）

Ｓ－１０

（使用材料）

鉄筋：

※ 設計地耐力は

Ｆｃ２１ Ｎ／ｍｍ　 （ＪＩＳ　Ａ ５３０８）

１．

、土間・捨てコン：Ｆｃ１８ Ｎ／ｍｍ （ＪＩＳ　Ａ ５３０８）２

２

２

とする。　※ 無収縮モルタルは 下部に必要に応じて施工する。レベラーは基礎用とする。※ 幅止筋は　 とする。２． Ｂ．ＰＬ

基礎：

アンカーボルトはダブルナット留めとする。

１／３０

Ｄ１０＠１，０００３．７０ｋＮ／ｍ

ＳＤ２９５　Ｄ１０・Ｄ１３・Ｄ１６（ＪＩＳ　Ｇ ３１１２）

基礎リスト（２）

スーパーＥデッキ詳細図　　１／３０

ＧＬ設計

１ＳＬ

押出法ポリスチレンフォーム

防湿シート

土間コンクリート

　ｔ＝２５

　ｔ＝０．１５

砕石 ｔ＝１００

Ｄ１３＠２００Ｗ

ｔ＝１８０

上端筋

ＳＴＲ

腹筋

上端筋

斜め補強筋

１－Ｄ１３

２－Ｄ１６ 増打

－Ｄ１０＠２００

腹筋

上端筋

ＳＴＲ

増打

－Ｄ１０＠２００

斜め補強筋

１－Ｄ１３

上端筋

２－Ｄ１６

デッキプレート ＥＺー５０ー１．２

ワイヤーメッシュ ６φ－１５０ｘ１５０

または ＣＤ６－１５０×１５０

改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２

下端筋

改良杭：

回転貫入鋼管杭工法

φ１６５．２

下端筋

２
５
．
１
５

１
０
０

１
８
０

４０ｄ

４０ｄ

３
０
０

４
０

ｄ

２
０

０
１

０
０

４

０
ｄ

４
０

ｄ

４０ｄ

４０ｄ

４
０

ｄ
３

０
０

２
０

０
１

０
０

４
０

ｄ

４
０
ｄ

５
０

８
０

１６５．２ １６５．２

土間コンクリート配筋要領符　号 段差部配筋要領

Ｘ１０Ｘ５



１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

２
，
７
０
０

１
７
，
１
０
０

１
，
８
０
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

１，６４５３７０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００１，８００１，８００１，８００１，８００１，８００

１，６４５３７０

１，８００

１，８００１，８００

１，８００

１
，
８
０
０

Ｘ０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

Ｘ０

Ｙ０

Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

アンカー伏図
Ａ３＿１：２００　１：１００
Ａ１＿１：１００　１：５０

Ｓ－１１

アンカー伏図

特記なき限り下記による

柱芯＝通り芯とする

ベースプレート下端＝設計 　　とする

１／２００，１／１００

ＧＬ＋２１０

見下げ図とする

※印寸法は意匠図による

Ｙ

Ｘ

Ｃ１

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ３ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ３ Ｃ３ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ５

Ｃ５ Ｃ４

Ｃ４

Ｃ４

Ｃ４

４０ ４０

１００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

４０ ４０

１００ １００ １００ １００ １００
１００ １００ １００ １００

１００ １００ １００ １００ １００
１００ １００ １００ １００

１００ １００ １００ １００ １００
１００ １００ １００ １００

１００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００ １００

１００ １００ １００ １００ １００ １００
１００ １００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００
１００ １００ １００

１００ １００ １００ １００ １００ １００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１００
１００
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図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司
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５４，０００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

２
，
７
０
０

１
７
，
１
０
０

Ｃ２ Ｃ２

折
板
版
向

１
，
３
０
０ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

２
，
７
０
０

１
７
，
１
０
０

１
，
８
０
０

１
，
３
０
０

Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３Ｃ３ Ｃ３Ｃ３ Ｃ３Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３Ｃ３

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

Ｙ０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１

ＲＢ１

ＲＢ１

ＲＧ４

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
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２

Ｒ
Ｇ
２
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Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
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Ｇ
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１
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ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１
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１
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１
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１
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Ｇ
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Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１
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Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

ＲＢ１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
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３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
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３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１

Ｃ
Ｇ
１



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（１）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１４

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１
３
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１
３
０

※
２
１
０

２
１
０

５
０
０

５
０
０

１，８００

１５０＊＊１５０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

梁天端

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

梁天端

梁天端

水下軒高

水下軒高

下端Ｂ．ＰＬ

下端Ｂ．ＰＬ

基礎下端

基礎下端

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

通　軸組図

（１）

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図Ｙ０

Ｙ１ Ｙ３～

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

※印寸法は水勾配による

＊印寸法は意匠図による

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ ＶＶＶ Ｖ

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１

Ｖ

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１

ＦＧ２ＦＧ１ ＦＧ１

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

２ＴＧ１

増打 増打



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（２）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１５

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１
３
０

２
１
６

１
３
０

２
１
６

２
１
０

２
１
０

５
０
０

５
０
０

１，６４５３７０

１，６４５３７０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

梁天端

水下軒高

水下軒高

梁天端

梁天端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

下端Ｂ．ＰＬ

基礎下端

基礎下端

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ３ Ｃ３ Ｃ２Ｃ３

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ３ Ｃ３

通　軸組図

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図

（２）

Ｙ４

Ｙ５

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ＲＧ４

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１

２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１

ＦＧ４

ＦＧ３ ＦＧ４

２ＴＧ１ ２ＴＧ１

２Ｇ５

２Ｇ５

ＦＧ５

ＦＧ５



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（３）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１６

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１
３
０

※
１
３
０

※
２
１
０

２
１
０

５
０
０

５
０
０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

水下軒高

梁天端

梁天端

梁天端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

下端Ｂ．ＰＬ

基礎下端

基礎下端

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

通　軸組図

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図Ｙ６

Ｙ７ Ｙ８，

（３）

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

※印寸法は水勾配による

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ ＶＶＶ Ｖ Ｖ

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ ＶＶＶ Ｖ Ｖ

２Ｇ４

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（４）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１７

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００ １，８００

５４，０００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１
３
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

２
１
０

５
０
０

５
０
０

５
０
０

１，３００

１
３
０

２
１
０

１，３００

１
３
０

２
１
０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９ Ｘ３０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ

梁天端

水下軒高

水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

下端Ｂ．ＰＬ

基礎下端

基礎下端 基礎下端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１Ｃ３

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００（４）

通　軸組図Ｙ９

通　軸組図Ｘ０ 通　軸組図Ｘ１

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１ ２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１

２Ｂ１

ＲＢ１ ＲＢ１ＲＧ４

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１

２Ｇ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｂ１ ２Ｂ１

２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１ ２Ｂ１

２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＦＧ１

ＦＧ１

ＲＧ１ ＲＧ３

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

ＣＧ１



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（５）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１８

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

５
０
０

５
０
０

５
０
０

５
０
０

１，３００ １，３００

１，３００

１，３００

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

基礎下端 基礎下端

基礎下端 基礎下端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ３Ｃ２

Ｃ３ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図 通　軸組図

（５）

通　軸組図 通　軸組図Ｘ２ Ｘ３

Ｘ４ Ｘ５

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３

ＲＧ３ＲＧ３

ＲＧ３ ＲＧ１

ＦＧ６

ＦＧ６

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

ＣＧ１



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（６）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－１９

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

５
０
０

５
０
０

５
０
０

５
０
０

１，３００

１，３００ １，３００

１，３００

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

基礎下端 基礎下端

基礎下端 基礎下端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３ Ｃ３

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図 通　軸組図

通　軸組図 通　軸組図

（６）

Ｘ６ Ｘ８Ｘ７ ，

Ｘ９ Ｘ１０

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＲＧ３ ＲＧ３

ＲＧ３ ＲＧ１

ＦＧ６

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

ＣＧ１

増打

増打



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（７）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－２０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

５
０
０

５
０
０

５
０
０

５
０
０

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

基礎下端

基礎下端

基礎下端

基礎下端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２（ 　）

Ｃ３（ 　）Ｘ１２ Ｘ１３

Ｘ１１ Ｘ１４

Ｃ２ Ｃ３（　　　 ）Ｘ１２ Ｘ１３

Ｃ２（　　　 ）Ｘ１１ Ｘ１４

Ｃ２

Ｃ２（ 　）

Ｃ３（ 　）

Ｘ１６ Ｘ１９

Ｘ１７ Ｘ１８ Ｃ２ Ｃ３（　　　 ）

Ｃ２（　　　 ）Ｘ１６ Ｘ１９

Ｘ１７ Ｘ１８Ｃ２

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図

通　軸組図 通　軸組図

（７）

Ｘ１１ ～ Ｘ１４ Ｘ１５

Ｘ２０通　軸組図～Ｘ１６ Ｘ１９

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３

２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３

２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＲＧ３

ＲＧ３ ＲＧ１

ＲＧ１

ＦＧ６

ＦＧ６

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

ＣＧ１

ＣＧ１



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

軸組図（８）
Ａ３＿１：２００
Ａ１＿１：１００

Ｓ－２１

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００

７
，
０
５
０

３
０
０

３
，
４
５
０

３
，
３
０
０

７
，
６
０
０

５
５
０

１，８００ １，８００ １，８００ １，８００２，７００

１７，１００

５
０
０

５
０
０

５
０
０

５
０
０

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

１
３
０

２
１
０

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

２ＳＬ

１ＳＬ
ＧＬ設計

最高高さ
水下軒高

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９

基礎下端

基礎下端

基礎下端

基礎下端

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

梁天端

下端Ｂ．ＰＬ

Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２

Ｃ２Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ３（ 　）

Ｃ２（ 　）Ｘ２１

Ｘ２２ Ｘ２３

Ｘ２４

Ｃ２ Ｃ３（　　　 ）

Ｃ２（　　　 ）Ｘ２１ Ｘ２４

Ｘ２２ Ｘ２３Ｃ２

Ｃ３（ 　）

Ｘ２６ Ｘ２９

Ｘ２７ Ｘ２８

Ｃ２（ 　）

Ｃ２ Ｃ３（　　　 ）

Ｃ２（　　　 ）

Ｘ２７ Ｘ２８

Ｘ２６ Ｘ２９

Ｃ２

特記なき限り下記による

軸組図

柱芯＝通り芯とする

１／２００

通　軸組図

通　軸組図 通　軸組図～

通　軸組図～

Ｘ２１ Ｘ２４ Ｘ２５

Ｘ２６ Ｘ２９ Ｘ３０

（８）

鉛直ブレースは とするＬ－７５ｘ７５ｘ６

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２

２Ｇ３２Ｇ２ ２Ｇ２

ＲＧ２ ＲＧ２ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

２Ｇ３

２Ｇ１２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１ ２Ｇ１

ＦＧ１

ＲＧ１

ＲＧ１ＲＧ３

ＲＧ３

ＦＧ６

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

屋根勾配
３／１００

ＣＧ１

ＣＧ１



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

鉄骨部材リスト（１）Ａ１＿１：１０　１：５
Ａ３＿１：２０　１：１０

Ｓ－２２

符号

断面

主材

Ｂ．ＰＬ

Ａ．ＢＯＬＴ

□

柱落とし部分の補強図

Ｇ．ＰＬ

※

※

※ｂｏｌｔ

Ａ．ｂｏｌｔ

ｔ

：鉛直ブレース接合ボルト径以上

：鉛直ブレース 厚以上

：鉛直ブレース接合ボルト径以上

（ダブルナット）

Ｃ２Ｃ１

－１００＊１００＊６（ＳＴＫＲ４００） □－１００＊１００＊６（ＳＴＫＲ４００） □－１００＊１００＊６（ＳＴＫＲ４００）

Ｃ３

（定着長さ） （定着長さ） （定着長さ）

ｔ＝２８（ＳＮ４９０Ｂ） ｔ＝２８（ＳＮ４９０Ｂ） ｔ＝２８（ＳＮ４９０Ｂ）

４－Ｍ２４（ＳＮＲ４９０Ｂ）Ｌ＝４８０ ４－Ｍ２４（ＳＮＲ４９０Ｂ）Ｌ＝４８０

Ｌ－７５×７５×６Ｍ１０ Ｍ１２

鉄骨材質　

中ボルトはスプリングワッシャー＋座金付，

ＳＳ４００

Ａ．ＢＯＬＴ

（プレート類），各部材はリスト参照，中ボルト（ＳＳ４００）

中ボルトは強度区分４．８を使用する事

は二重ナット・先端Ｊ形フック付・座金使用（ブレース付柱には溶接座金使用、下記柱脚詳細参照）

２－Ｍ２４（ＳＮＲ４９０Ｂ）Ｌ＝４８０

□－１００＊１００＊６（ＳＴＫＲ４００）

（定着長さ）

ｔ＝２８（ＳＮ４９０Ｂ）

２－Ｍ２４（ＳＮＲ４９０Ｂ）Ｌ＝４８０

Ｃ５

□－１００＊１００＊６（ＳＴＫＲ４００）

（定着長さ）

ｔ＝２８（ＳＮ４９０Ｂ）

Ｃ４

２－Ｍ２４（ＳＮＲ４９０Ｂ）Ｌ＝４８０

４０ ７０１５０以上

ｔ

３
０
０

５０５０ １００

３００

１
８
０

５
０

５
０

８
０

１００

５０５０ １００

３００

１
８
０

１００

１
０
０
５
０

２
４
０

９
０

１００９０５０

２４０

８
０

５
０

５
０

１
８
０

５０ ８０ ５０

１８０

９
０
９
０

１
０
０

１００５０

１
２
０

１２０

２
１
０

５
０

２１０

６
０

６０

５０５０ １００

３００

１００

６
０

６
０

１
２
０

Ｓ＝１／２０鉄骨部材リスト（１）

スプリングワッシャー詳細図 Ｓ＝ＮＳ 座金詳細図 Ｓ＝１／５ 柱脚部アンカーボルト詳細図 Ｓ＝１／１０

丸平座金 角形溶接座金 ブレースが取り付く場合 ブレースが取り付かない場合

鉛直ブレースと取合う柱脚部分に施す。※

柱脚詳細図 Ｓ＝１／１０

ブレース詳細図 Ｓ＝１／１０

ブレースはＪＩＳターンバックル筋かい（端部、接合部等の細部寸法はＪＩＳ規格各メーカー寸法を優先する）

（
平座金

母材

平座金 ワッシャー）

ばね座金

（スプリングワッシャー）
ＪＩＳ適合品

設けること。

※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を

５０

溶接サイズ

５０

５
０

Ｓ＝５ｍｍ

ｔ＝９ｍｍｔ＝３．２ｍｍ

２６ ２４
．
５

ベースプレート

角形溶接座金
Ｓ

３山以上

ｔ＝１０ｍｍレベラー

３山以上

ｔ＝１０ｍｍレベラー

丸平座金

ＢＰＬ

アンカーボルト

座金

Ｗナット

基礎

溶接サイズ Ｓ＝５

ベースプレート

１３０ｍｍ必要溶接長：　　 以上

５－Ｍ１６（ＨＴＢ）

Ｇ．ＰＬ－９Ｇ．ＰＬ－４．５ ＦＢ－４．５

支圧接合１－Ｍ１２（ＨＴＢ）

（Ｆ８Ｔ又はＦ１０Ｔ）

支圧接合

（Ｆ８Ｔ又はＦ１０Ｔ）

ＦＢ－６Ｇ．ＰＬ－６

１－Ｍ１６（ＨＴＢ） 摩擦接合

（Ｆ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ）

定
着
長
さ
Ｌ

Ｇ
．
Ｐ
Ｌ
有
効
幅

以
上

９
５

９
５

６０６０４０ ４０６０６０

有
効
幅

以
上

４
４

Ｇ
．
Ｐ
Ｌ

３０．５
３６．５３０

１２

４
４

以
上

有
効
幅

Ｇ
．
Ｐ
Ｌ

４０．５

６
０

５
８

１４

４１．５４０

Ｍ１６

ｔ＝６

Ｍ１６

Ｌ＝２０ｄ以上（ ）

基礎天端（上）

Ｌ－９０×９０×１０（ＳＳ４００）
※ｂｏｌｔ

基礎天端（下）

埋め込み長
※Ａ．ｂｏｌｔ
ＰＬ－※ｔ×柱幅×２０５（ＳＳ４００）
（柱脚補強材）

設計

設計ＧＬ±０

ＧＬ＋３００

モルタル充填

脚長（Ｓ）＝

ガセットプレート溶接長 以上（両面合計）

８．０　ｍｍ

Ｌ－７５×７５×６（ＳＳ４００）

４２０ｍｍ

Ｍ１０（ＳＳ４００）

脚長（Ｓ）＝ ６．０　ｍｍ

ガセットプレート溶接長１００ｍｍ 以上（両面合計）

脚長（Ｓ）＝ ６．０　ｍｍ

ガセットプレート溶接長 以上（両面合計）

Ｍ１２（ＳＳ４００）

１２０ｍｍ



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

鉄骨部材リスト（２）
Ａ３＿１：２０
Ａ１＿１：１０

Ｓ－２３

符号

鉄骨材質　ＳＳ４００（プレート類），各部材はリスト参照，中ボルト（ＳＳ４００）

断面

主材

Ｇ．ＰＬ

ボルト

６

２－Ｍ１６

ＲＧ１・ＲＢ１

中ボルトはスプリングワッシャー＋座金付，強度区分４．８を使用する事

Ｈ－２００＊１００＊５．５＊８（ＳＳ４００）

（ ）中ボルト（ ）中ボルト

６

２－Ｍ１６ （ ）中ボルト

Ｈ－１２５＊６０＊６＊９（ＳＳ４００）

（ ）中ボルト

２Ｇ１・２Ｂ１

６

（ ）中ボルト

６

２－Ｍ１６ （ ）中ボルト

６

（ ）中ボルト

Ｈ－３５０＊１７５＊７＊１１（ＳＳ４００） Ｈ－１７５＊９０＊５＊８（ＳＳ４００） Ｈ－４００＊２００＊８＊１３（ＳＳ４００）

２Ｇ２ ２Ｇ３ ２Ｇ４ＲＧ３

４－Ｍ１６ ５－Ｍ１６

６

２－Ｍ１６

［－１００＊５０＊５＊７．５（ＳＳ４００）

６

２－Ｍ１６

［－１２５＊６５＊６＊８（ＳＳ４００）

符号

断面

６

２－Ｍ１６ 中ボルト

Ｈ－１００＊５０＊５＊７（ＳＳ４００）

ｂ１ＲＧ２・ＲＧ４・２Ｇ５・ＣＧ１

Ｖ Ｍ（母屋）２ＴＧ１

Ｇ．ＰＬ

ボルト （ ）２－Ｍ１２ 中ボルト

４．５

（ ）２－Ｍ１２ 中ボルト

４．５

（ ）中ボルト

主材
□ －１００＊１００＊３．２（ＳＳ４００）

□ －７５＊７５＊２．３（ＳＴＫＲ４００）

上下材：

ラチス材、束材：

９

３－Ｍ１６

Ｃ－７５＊４５＊１５＊２．３（ＳＳＣ４００） Ｃ－１００＊５０＊２０＊３．２（ＳＳＣ４００）

１００

２
０
０

５０
１
０
０

１
２
５

６０ ６５

１
２
５

３
５
０

１７５

１
７
５

９０

４
０
０

２００

５０

１
０
０

７
５

４５ ５０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１００

３
０
０

５
０
０

Ｓ＝１／２０鉄骨部材リスト（２）



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

Ａ３＿１：２０
Ａ１＿１：１０ 鉄骨部材リスト（３）

Ｓ－２４

鉄骨材質　ＳＳ４００（プレート類），各部材はリスト参照，中ボルト（ＳＳ４００）

中ボルトはスプリングワッシャー＋座金付，強度区分４．８を使用する事

断面

符号

主材

ＲＧ１・ＲＢ１

Ｈ－２００＊１００＊５．５＊８（ＳＳ４００）

ＲＧ２

ＲＧ２・ＲＧ４

Ｈ－１２５＊６０＊６＊９（ＳＳ４００）

ＲＧ３ ２Ｇ１・２Ｂ１ ２Ｇ２

Ｈ－３５０＊１７５＊７＊１１（ＳＳ４００）

２Ｇ３

Ｈ－１７５＊９０＊５＊８（ＳＳ４００） Ｈ－４００＊２００＊８＊１３（ＳＳ４００）

２Ｇ４

［－１００＊５０＊５＊７．５（ＳＳ４００） ［－１２５＊６５＊６＊８（ＳＳ４００）

ＲＧ３

ＲＧ３

２Ｇ３

ＲＧ３

符号

主材

符号

主材

断面

断面

Ｃ－１００＊５０＊２０＊３．２（ＳＳＣ４００）

ＭＭ ＭＭ

Ｍ（母屋）

Ｈ－２００＊１００＊５．５＊８（ＳＳ４００）

２Ｇ５

２Ｇ２

ｂ１

Ｈ－１００＊５０＊５＊７（ＳＳ４００）

ｂ１

ＣＧ１

Ｈ－２００＊１００＊５．５＊８（ＳＳ４００）

Ｖ

Ｖ

２ＴＧ１

－７５＊７５＊２．３（ＳＴＫＲ４００）□
ラチス材、束材：

－１００＊１００＊３．２（ＳＳ４００）□
上下材：

ＲＧ１

ＲＢ１

２Ｇ１

２Ｂ１

ＣＧ１

１５

４
０

６
０
１
４
０
３
０

２
２
０

８
０
４
０

１００

２５

４０４０３０ ５０
１５

３０

１５

２
２
．
５

４
０

４
０

４０ ４０
１４０
６０

８
０

１５

３０

４０ ６０ ４０ ４０

８０１５

４
０

４
０

１００

２５

１
４
５

２
６
０

６
０ ６
０

６
０

４
０
５

４
５

１５
４０ ４０

８０

４
０

４
０

２５

１００

１
４
０

６
０

１
１
７
．
５ ２
５
７
．
５

１
７
．
５

４０ ４０

８０１５

４
０

４
０

１００

２５

６
０ ６
０

６
０

４
０
５

６
０

３
２
０

４
０

１
４
０

８０

２０２５

４５４５５ ９０

５０２０ ２０ ２０２５

４５４５

１
０

※ ※
４
０ ５
０

５
０

１
０
０

１５

４
０

６
０
１
４
０
３
０

４
０

４０４０
８０

１００

２５

１
３
０
２
７
０

３
５

３
５
７
０
１
５

１０ ８０
４０６０４０

５ ９０

５０２０ ２０

７
５

３
７
．
５

３
７
．
５

３
０

１
０

３
０
６
０

３０

９０

４０ ４０
８０１０

３
５

３
５
７
０
１
５

３０
５０

８
０
２
２
．
５

４
０

４
０

４０
１６０

６０

２００

４
０

４
０

７
０

１
５
０

２
５

８０
６０４０ ４０

※

６
０

６
０

１
４
０４
０ ５
０
２
０
０

３
９
０

θ

４
０ １
０
０

１
０
０

５
０
０

３
０
０

※

Ｓ＝１／２０鉄骨部材リスト（３）

仕口詳細図

分割部端部 通し梁部

Ｇ．ＰＬ－６ ２－Ｍ１６
中ボルト 中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　２－Ｍ１６

中ボルト

中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　４－Ｍ１６

Ｇ．ＰＬ－６　２－Ｍ１６

中ボルト

中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　５－Ｍ１６

中ボルト

※寸法は施工図による

Ｇ．ＰＬ－４．５

２－Ｍ１２

Ｇ．ＰＬ－４．５　２－Ｍ１２

Ｇ．ＰＬ－４．５　

２－Ｍ１２

中ボルト

中ボルト

中ボルト

Ｒｉｂ．ＰＬ－４．５

Ｒｉｂ．ＰＬ－４．５

Ｇ．ＰＬ－６　２－Ｍ１６

中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　２－Ｍ１６

中ボルト

Ｒｉｂ．ＰＬ－６Ｇ．ＰＬ－４．５ ２－Ｍ１２

中ボルト

ラチス角度　θ＝ °以上４５

Ｇ．ＰＬ－９
３－Ｍ１６
中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　３－Ｍ２０ Ｇ．ＰＬ－６　３－Ｍ２０

中ボルト

Ｇ．ＰＬ－６　４－Ｍ２０

※印寸法は意匠図による。

外壁ライン



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮 尺２０２４．０３

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施 設 番 号 棟番号
種 類年 度

一級建築士登録 第１６４９４４号 藤原 弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

鉄骨部材リスト（４）
Ａ３＿１：２０　１：５０
Ａ１＿１：１０　１：２５

Ｓ－２５

鉄骨材質　ＳＳ４００（プレート類），各部材はリスト参照

１／５０外壁下地（胴縁）詳細図

Ｓ＝１／２０屋内鉄骨階段

鉄骨部材リスト（４）

Ｓ＝１／２０屋外鉄骨階段

Ｌ＝３２０ ナット締めＷ

Ｂ．ＰＬ－１６ｘ１６０ｘ３５０　　（ＳＳ４００）

Ａ．ＢＯＬＴ　　　１－Ｍ１６　　　（ＳＳ４００）

Ｌ＝３２０ ナット締めＷ

Ｂ．ＰＬ－１６ｘ１６０ｘ３５０　　（ＳＳ４００）

Ａ．ＢＯＬＴ　　　１－Ｍ１６　　　（ＳＳ４００）

ＧＰＬ－４．５　　１－Ｍ１２

（ジョイント部）２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３　＠１８００

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３ ＠６０６ 以下

ＧＰＬ－４．５ 　１－Ｍ１２

８
０

５
０

デッキプレート ＥＺー５０ー１．２

Ｒｉｂ．ＰＬ－６

３
０

Ｇ．ＰＬ－６　　３－Ｍ１６

３
０

ＰＬ－４．５

天端レベラー

ワイヤーメッシュ

φ３．２ｘ１００ｘ１００

モルタルｔ＝４０

ワイヤーメッシュ ６φ－１５０ｘ１５０

ｔ＝４．５縞鋼板床：

曲げ加工

Ｇ．ＰＬ－６　　２－Ｍ１６Ｒｉｂ．ＰＬ－６

ｔ＝４．５

ｔ＝４．５蹴込板：縞鋼板

ＳＯＰ塗装

縞鋼板

ＳＯＰ塗装

踏面：

ＳＯＰ塗装

２
７
０

３
０

３
０
０

天端レベラー

１００６０

１６０

５０

１００６０

１６０

５０

１
０

１
０

２
５

２
５

３
５
０１
７
５

１
７
５

２
５

２
５

３
５
０１
７
５

１
７
５

根太：Ｌ－４０ｘ４０ｘ５　＠４５０　ＳＯＰ塗装
ササラ桁

ＰＬ－１６ｘ３００

２Ｇ４

ササラプレート　　　ＰＬ－１２ｘ３００

２Ｇ４

２Ｇ４

屋外階段： ササラプレート ＰＬ－１２ｘ３００

階段基礎天端

階段基礎天端

６０６ ６０６６０６６０６６０６６０６



▼

体育倉庫

体育倉庫

プール

グラウンド

正門

駐車場

地下鉄排気塔

歩
道

⑫-2

簡易物置

防災備蓄庫

地下鉄排気塔

通用門▼

ｽﾛｰﾌﾟ

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

公道　(法第42条第1項)

公
道
　
(法

第
42
条
第
1項

2号
)

道
路
境
界
線
(6
5.
4m
)

①校舎棟

①校舎棟

①校舎棟

②渡り廊下

⑥
変電室

ﾌﾟｰﾙﾄｲﾚ
⑧

循環機室
⑨

⑦

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

⑩

⑪石油保管庫

ﾎﾟﾘ容器保管庫

⑫-1
倉庫

倉庫

⑭-1
簡易倉庫

⑭-2
簡易倉庫

簡易物置
⑮-1

簡易物置
⑮-2

⑮⑮
-4-5

簡易物置
⑮-6

⑮-7
簡易物置

真北

配　置　図　　S=1/500

③給食室

④屋内運動場

⑤-1渡り廊下

⑤-2渡り廊下

⑤-3渡り廊下

⑤-4渡り廊下

⑯-1

⑯-2

⑰

7.5+9.46*0.6=13.17ｍ＞11.015ｍ（３階高さ：既存図より）

北斜9.46ｍ

⑲増築渡り廊下

5,000

5,000

3,000

5,000

昇降口

7,
20
0

5,
40
0 1,
80
0

10,0001,000
7,000

2,000

②渡り廊下

⑰校舎棟

⑤-5渡り廊下

⑱増築校舎棟

54 ,000

11
,2

50
40

,8
50

11 ,000

17,100 8,800

(7
.5
m)

(1
8.
5m
)

(19
.0m

)

(19.4
m)

(20.1m)

(90.2m)

(
1
72

.4
m
)

(150.9m)

(5
3.
1m
)

(79.3m)

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

5,000

延
焼

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分

既存建物

増築建物

凡例

X0

X30

Y0 Y9

⑮⑮
-8-9

簡易物置

29.44 29.44 29.44

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

254.506

149.700

2,248.085

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

809.20091.003

2,248.085

⑤-4渡り廊下(S)

⑤-3渡り廊下(S)

⑤-2渡り廊下(S)

⑤-1渡り廊下(S)

32.400

⑯-2体育倉庫

⑯-1体育倉庫

⑮-7簡易物置

⑮-6簡易物置

⑮-5簡易物置

⑮-4簡易物置

⑮-2簡易物置

⑮-1簡易物置

⑭-2簡易倉庫

⑭-1簡易倉庫

　⑬ｺﾞﾐ置き場

⑫-2倉庫

⑫-1倉庫

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

　⑦受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

　⑪石油保管庫

　⑩ﾎﾟﾘ容器保管庫

　⑨循環機室

　⑧ﾌﾟｰﾙﾄｲﾚ

　⑥変電室

　②渡り廊下 149.700149.700149.700

809.200　④屋内運動場

91.1602,225.6852,225.685

33.930254.506　③給食室

　①校舎棟

PH階３階２階１階棟名称

32.400

(既存建築面積)(既存延べ面積)

既　存　面　積　表 (単位:㎡)

建築面積床 面 積

校
　
舎

付
　
属
　
建
　
物

計

計

小計 計

合計

2,652.29 2,409.31 2,375.38 91.16 2,652.29

1,094.84 91.00

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16

PH階３階２階１階棟名称

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)増　築　面　積　表

　⑰防災備蓄庫 29.440

合計
(増築延べ面積)(増築建築面積)

29.440

PH階３階２階１階

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)全　体　面　積　表

29.44 29.44 29.44

既　存　面　積

増　築　面　積

総合計
【延べ面積】 【建築面積】

3,751.81 2,500.31 2,375.38 91.16

敷地面積 26,233.00㎡

建ペイ率

容 積 率

7,528.14

900.203

1,185.84

9,397.98

8,718.66

　8,718.66　／　26,233.00 33.24％

90.000

118.000

85.600

66.000

1,461.54

4,455.83

4,111.41

　4,111.41　／　26,233.00 15.68％

342.000 342.000　⑰校舎棟 684.000

建築確認番号 検済日付

⑤-5渡り廊下(S)

欠番

　⑱増築校舎棟

　⑲増築渡り廊下

S59.10.258計106号

S59.10.258計106号

5計209号

H14.4.11H13計認建築横浜南部00037

H19.4.9H18計認建築よこはま00103

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

46計198号

計 342.000 342.000 342.000

29.440

7.100

684.000

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16 9,397.98 4,455.83

設  計  者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 引込設備  配置図

年 度
完 成

施   設   番   号 棟番号
種 類
図 面

図面枚数 図 面 番 号

E-01

2024.03.05

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司
一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

L-1

既存受変電所改修工事(別途)

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ 1階電灯ｺﾝｾﾝﾄ用

幹線設備

L-1

L-2 電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ 2階電灯ｺﾝｾﾝﾄ用

動力分電盤 屋外壁掛型 防水型 標準色既製品ﾒｰｶｰ 1.2階室外機用P-1

既存ｷｭｰﾋﾞｸﾙへA※

EM-CET100□  天井内ころがし

EM-CET250□(FEP100)  地上ころがし

EM-CET250□(FEP100)  地上ころがし

EM-CET250□ 天井内ころがし

A※

P-1

WP

A※

EM-CET100□(FEP80)  地上ころがし

EM-CET250□  天井内ころがし

EM-CET250□  天井内ころがし

天井内ころがし

地上ころがし

鋼板製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ WP
800口×600 亜鉛ﾒｯｷ

鋼板製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ WP
800口×600 亜鉛ﾒｯｷ

886

(WP)

886
(WP)



渡
り
廊

下

▲

主
要

な
出

入
口

有
効

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-02株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 動力設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

… ﾌﾞﾚｰｽを示す｡

…竪樋を示す ｡

▲

CR6 CR7
CR8

CR9

CR4
CR3

CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

倉庫

UP

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消消防有窓窓

防防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

 P-1 

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

動力分電盤　屋外壁掛型　防水型  標準色既製品メーカー P-1 

※　防火区画貫通部は区画貫通処理とする。
※　壁内の立ち上がり・引き下げ配線はＰＦ管で保護すること。
※　　　防火区画貫通処理を示す。

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

WP

1階85.0KW 1階72.0KW 2階85.0KW 2階85.0KW

３
GHP

４
GHP

１
GHP

２
GHP



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-03株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 動力設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

真北

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管



東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-04株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_N.S 照明器具参考姿図

LED（昼白色）
寸法：幅120×1,228×高120
本体：鋼板　白

定格電圧：AC100V～242V

器具光束：3,050 lm　固有エネルギー消費効率：156.4 lm/W
寿命：40,000時間（光束維持率90％）
相関色温度：5000K　平均演色評価数（Ra）：83
非調光

◆LEDベースライトTENQOOシリーズ　黒板灯（教室用）　幅120

消費電力：19.5W（AC200V時）

LEDバー：ポリカーボネート　乳白

質量：3.0kg

LED（昼白色）
寸法：幅130×690×高105

定格電圧：AC100V ～ 242V

器具光束：1,450 lm　固有エネルギー消費効率：94.1 lm/W

質量：2.2kg
◆防湿・防雨形　一体形LEDブラケット　天井・壁（縦・横）取付兼用

本体：ステンレス　白
カバー：アクリル樹脂　乳白

消費電力：15.4W（AC200V時）

相関色温度：5000K　平均演色評価数（Ra）：83
光源寿命：40,000時間（光束維持率85％）

調光不可

一体形LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ Hf16W器具相当 天井･壁(縦･横)取付兼用防湿･防雨形

15.4W

参考型番  東芝  LEDB-20950N-LS9

LED（昼白色）
寸法：幅120×1,250×高53
本体：鋼板　白

定格電圧：AC100V～242V

器具光束：2,500 lm　固有エネルギー消費効率：147.0 lm/W
寿命：40,000時間（光束維持率90％）
相関色温度：5000K　平均演色評価数（Ra）：83
非調光

◆LEDベースライトTENQOOシリーズ　直付形　幅120

消費電力：17.0W（AC200V時）

LEDバー：ポリカーボネート　乳白

質量：1.8kg

LED（昼白色）
寸法：幅120×1,250×高53
本体：鋼板　白

定格電圧：AC100V～242V

器具光束：5,200 lm　固有エネルギー消費効率：160.0 lm/W
寿命：40,000時間（光束維持率90％）
相関色温度：5000K　平均演色評価数（Ra）：83
非調光

◆LEDベースライトTENQOOシリーズ　直付形　幅120

消費電力：32.5W（AC200V時）

LEDバー：ポリカーボネート　乳白

質量：1.8kg

参考型番  東芝  LEKT412253N-LS9参考型番  東芝  LEKT412523N-LS9

LED TENQOO直付形 W120 Hf32形×2灯用 定格出力形 LED TENQOO直付形 W120 Hf32形×1灯用 定格出力形 LED TENQOO直付形 黒板灯 Hf32形×1灯用 高出力形

参考型番  東芝  LEKT414323N-LS9

照明器具参考姿図

215台

A

21台 38台 6台
32.5W 17.0W 19.5W

D(WP)B C
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-05株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 電灯設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す ｡

…竪樋を示す ｡

▲
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CR2CR1
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水飲

CR5
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廊下
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66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1
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▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

GL+150
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CR3
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CR4
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CR8
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CR9
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CR7
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CR6

A×9

C×2

CR5

A×9

C×2

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ

1P15A(片切)x1

1P4Ax1 ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ

3

L

24 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ 24時間換気扇用

3W15A(3路)x1 

Ｓ 熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ親機 換気扇連動 1.2A WTK2614K換

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

熱線ｾﾝｻｰ操作ｽｲｯﾁ  1回路用 WTC5820WSL 新金ﾌﾟﾚｰﾄ

 L-1 

125V15Ax1(換気扇用)

相談室1

A×6

男子WC

B×5

女子WC

B×5

Ｓ

換

SL

(天井)換気扇(排気)　別途工事

車いすWC

A×1

L
L

昇降口

A×6

ｲ

ｲﾛ

ﾛﾊ

ﾊ

3ｲ～3ﾊ

ｲ ﾛ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ
33
ﾛｲ

3ﾛ
3ｲ

倉庫

B×1

廊下

A×12

(壁付)換気扇(排気)　別途工事

外部

D(WP)×4

D(WP)

3(WP) 3W15A(3路)x1 防水用ｽｲｯﾁ 新金ﾌﾟﾚｰﾄ

 L-1 

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

AS

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

EM-EEF1.6-3C

〃

3 〃

EM-EEF2.0-3C(1線ｱｰｽ) 〃

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

EM-EEF1.6-2C

〃EM-EEF1.6-3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF1.6-2C×24 〃

EM-EEF1.6-3C×26 〃

〃EM-EEF1.6-3C×39 〃

AS 光電式自動点滅 100V 3A 

3ｲ～3ﾊ

D(WP)

D(WP)

D(WP)

ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ

ｲ～ﾊｲ～ﾊ ｲ～ﾊ

EF
2 1

EF
1
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1
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1
EF

1
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1
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1
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1
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1
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3
EF

4
EF

5
EF

24

24
24

24 24 24 24

2424 24



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-06株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 電灯設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。
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CR12

A×9

C×2
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C×2
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C×2

CR18

A×9

C×2

CR19

A×9

C×2

CR17

A×9

C×2

CR16

A×9

C×2

CR15

A×9

C×2

相談室2

A×6

ﾊ
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C
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A
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A A

ｲ
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A
ﾛ

A
ﾛｲ
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CR10

A×9

C×2

廊下

A×12
33
ﾛｲ

ｲ ﾛ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ ﾛｲ

3ﾛ
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男子WC

B×5

女子WC

B×5

倉庫

A×1

L
L

L

 L-2 

外部

D(WP)×2

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ

1P15A(片切)x1

1P4Ax1 ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ

3

L

24 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ 24時間換気扇用

3W15A(3路)x1 

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

新金ﾌﾟﾚｰﾄ

 L-2 

125V15Ax1(換気扇用)

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

EM-EEF1.6-3C

〃

3 〃

EM-EEF2.0-3C(1線ｱｰｽ) 〃

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

EM-EEF1.6-2C

〃EM-EEF1.6-3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF1.6-2C×24 〃

EM-EEF1.6-3C×26 〃 (壁付)換気扇(排気)　別途工事

(天井)換気扇(排気)　別途工事

D(WP)

D(WP)

ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ ｲ～ﾊ

ｲ～ﾊｲ～ﾊｲ～ﾊｲ～ﾊｲ～ﾊ
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E-07

防災照明器具参考姿図

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_N.S

誘導標識　(避難口) 誘導標識　(通路)

寸法:幅48×高179×厚み23

本体:ABS樹脂 白

◆ﾘﾓｺﾝ送信器

使用電池:単4形乾電池 2本(DC 3.0V)

防災照明リモコン送信器 1台

ｾﾝｻｰ付 段調光 ﾘﾓｺﾝ自己点検機能付 電池内蔵形

22.2W

常時:LEDﾊﾞｰ点灯 非常時:本体組込LED点灯
寸法:幅163×全長1,393×高さ119
本体:CGC(鋼板)白
常時光源(LEDﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

充電ﾓﾆﾀ(緑)付 ﾗﾝﾌﾟﾓﾆﾀ(赤)付

ﾘﾓｺﾝ自己点検機能付
点検ｽｲｯﾁ付

非常時光源:LEDｶﾞﾗｽﾚﾝｽﾞ
電源ﾕﾆｯﾄ内蔵(電源電圧100～242V)

ﾆｯｹﾙ水素電池
光源寿命(LEDﾊﾞｰ)40,000時間(光束維持率90%)

◆ｾﾝｻｰ付LED階段灯 一般形 段調光

質量:5.9kg
非常灯評定番号:LALE-041
型式認定番号:3AE-1054

LED階段通路誘導灯 人感ｾﾝｻｰ付 40ﾀｲﾌﾟ 天井･壁直付兼用LED階段通路誘導灯 段調光ｾﾝｻｰ付 LDL40×1 天井取付専用

36W

LDL40×1
寸法:幅121×1,417×高93
本体:SGC
反射板:CGC 白

充電ﾓﾆﾀ(緑)付 ﾗﾝﾌﾟﾓﾆﾀ(赤)付

寿命:40,000時間(光束維持率85%)

◆LED非常灯 直付形 逆富士 階段灯 人感ｾﾝｻ付き段調光ﾀｲﾌﾟ

自己点検機能付
点検ひも付

電源ﾕﾆｯﾄ内蔵(電圧AC100~242V)

LDL40S･N/29/38-G2×1(ｶﾞﾗｽﾗﾝﾌﾟ同梱)
非常時45%点灯

ﾆｯｹﾙ水素蓄電池使用
非常灯評定番号:LALD-004
型式認定番号:3AE-1049

質量:3.5kg

参考型番  東芝 LEKSS43323NY-LD 参考型番  東芝 FRC-1833T

1台

2台

防災照明器具参考姿図

a b

参考型番  東芝 LEDTS-41834YM-LD9

c 6台 誘導標識　(通路) 吊り形用 1台 5台e
通路

d
通路

非常口
EXIT

非常口
EXIT

非常口
EXIT

非常口
EXIT

非常灯評定番号:LALE-041非常灯評定番号:LALD-004

LEKSS43323NY-LD LEDﾓｼﾞｭｰﾙ保守率:0.93
配置表(保守率､光束換算係数を含む)

取付高さ
単
体
配
置

直 線
配 置
四 角
配 置

壁 最
か 大
ら 取 距

A1
A'1
B1
B'1
A2
B2
A4
B4
A0
A'0
B0

2.4 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 6.0 7.0
7.5 8.1 8.6 9.0 9.4 9.7 10.3 10.5
2.7 3.3 3.7 4.1 4.4 4.7 5.3 5.6
3.9 4.3 4.6 4.8 4.9 5.0 5.0 5.0
3.9 4.3 4.6 4.8 4.9 5.0 5.0 5.0
11.5 13.0 14.1 15.0 16.0 16.9 18.4 19.8
8.2 9.4 10.2 11.0 11.6 12.0 12.8 13.4
11.5 13.0 13.8 14.4 15.1 15.8 17.0 18.0
8.2 9.4 9.9 10.4 10.7 11.0 11.4 11.7
6.9 7.1 7.5 7.8 8.2 8.5 9.2 9.6
1.3 1.3 1.5 1.6 1.8 2.0 2.6 3.0
1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.9 2.4

の 付 離 B'0 3.1 3.1 3.3 3.4 3.5 3.5 3.4 3.2

7.8
2.7

8.8
12.0
8.8
6.9
1.0
1.0
3.1

2.6
7.7
2.9
4.1
4.1
12.0

9.0
12.2
9.0
7.0
1.0
1.0
3.1

3.0
4.1
4.1

12.2

LEDTS-41834YM-LD9 LDL40S･N/29/38-G2保守率:0.81
配置表(保守率､光束換算係数を含む)

取付高さ
単
体
配
置

直 線
配 置

か 大
ら 取 距

A1
A'1
B1
B'1
A2
B2

A'0
B0

2.4 2.6 3.0 3.5 4.0
5.7 5.8 6.0 6.2 6.3
5.7 5.8 6.0 6.2 6.3
4.3 4.4 4.7 4.9 5.1
4.3 4.4 4.7 4.9 5.1
14.0 14.4 15.0 15.6 16.2
10.8 11.2 11.8 12.4 13.0

4.2 4.2 4.3 4.4 4.5
2.5 2.6 2.7 2.9 2.9

の 付 離 B'0 2.5 2.6 2.7 2.9 2.9

四 角
配 置

壁 最

A4
B4
A0

13.4 13.7 14.3 14.9 15.5
10.2 10.6 11.1 11.8 12.3
4.2 4.2 4.3 4.4 4.5

2.7
5.8
5.8
4.5
4.5
14.6
11.4

4.2
2.6
2.6

13.9
10.7
4.2
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-08株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 防災設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

… ﾌﾞﾚｰｽを示す｡

…竪樋を示す ｡

▲

CR6
CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

倉庫

UP

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ L-1 

c c

e
通路  L-1 

a

d
通路

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

c

e
通路

c

1階

c×4

e×2

d×1

a×1

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがしEM-EEF1.6-2C

〃EM-EEF2.0-2C

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-09株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 防災設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

真北

c

c

b

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

e
通路

e
通路

e
通路

2階

c×2

e×3

b×1

a

a×1
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-10株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 ｺﾝｾﾝﾄ設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す ｡

…竪樋を示す ｡

▲

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

CR6
CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

倉庫

UP

 L-1  T-1 

2E

2E

2E 2E 2E 2E

2E 2E 2E 2E 2E

 T-1 

2E
(ｵ) EET

(ｳ)

2

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

22

2E

2E

2E

2

2

2 2
2

2

2

2
2

2E

2E

2E 2E 2E 2E

2E 2E 2E

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

2EET

2P15Ax2 

2P15Ax2 接地極付 単独用

2P15Ax1 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 暖房便座用

2

2E
単独

EET
(暖)

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

 T-1 

[ｺﾝｾﾝﾄ設備]

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ L-1 

2EET

2P15Ax2 接地極付2E 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

2P15Ax1 自動単水栓用 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

2P15Ax1 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 ｳｫｼｭﾚｯﾄ用EET
(ｳ)

2P15Ax1 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 ｵｽﾄﾒｲﾄ用EET
(ｵ)特記なき配線は下記による

EM-EEF2.0-2C 天井ケーブルころがし

EM-EEF2.0-3C(1線ｱｰｽ)

注記）

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

〃

2E

ＨＵＢ

2EET

ＨＵＢ 2EET

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E
単独

2P15Ax2 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 露出ｺﾝｾﾝﾄ 端子盤用

2P15Ax2 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 露出ｺﾝｾﾝﾄ ﾊﾌﾞﾎﾞｯｸｽ用

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-11株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 ｺﾝｾﾝﾄ設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

真北

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

 L-2  T-2  T-2 

22E

2E
2E

2E

2E

2E

2E 2E 2E 2E

2E 2E 2E 2E

2

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

EET
(暖)

22

2
2

2
2

2

2E

2E

2E 2E

2E2E

2E

2E

2E

2E

2E

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

2EET

2P15Ax2 

2P15Ax2 接地極付 単独用

2P15Ax1 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 暖房便座用

2

2E
単独

EET
(暖)

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

2P15Ax2 抜止 ET  露出埋込両用WP 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

 T-2 

[ｺﾝｾﾝﾄ設備]

電灯分電盤 屋内壁掛型 標準色既製品ﾒｰｶｰ L-2 

2EET

2P15Ax2 接地極付2E 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

特記なき配線は下記による

EM-EEF2.0-2C 天井ケーブルころがし

EM-EEF2.0-3C(1線ｱｰｽ)

注記）

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

〃

ＨＵＢ

2EET

ＨＵＢ 2EET

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E
単独

2P15Ax2 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 露出ｺﾝｾﾝﾄ 端子盤用

2P15Ax2 接地極ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付 露出ｺﾝｾﾝﾄ ﾊﾌﾞﾎﾞｯｸｽ用

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独

2E
単独



▼

体育倉庫

体育倉庫

プール

グラウンド

正門

駐車場

地下鉄排気塔

歩
道

⑫-2

簡易物置

防災備蓄庫

地下鉄排気塔

通用門▼

ｽﾛｰﾌﾟ

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

公道　(法第42条第1項)

公
道
　
(法

第
42
条
第
1項

2号
)

道
路
境
界
線
(6
5.
4m
)

①校舎棟

①校舎棟

①校舎棟

②渡り廊下

⑥
変電室

ﾌﾟｰﾙﾄｲﾚ
⑧

循環機室
⑨

⑦

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

⑩

⑪石油保管庫

ﾎﾟﾘ容器保管庫

⑫-1
倉庫

倉庫

⑭-1
簡易倉庫

⑭-2
簡易倉庫

簡易物置
⑮-1

簡易物置
⑮-2

⑮⑮
-4-5

簡易物置
⑮-6

⑮-7
簡易物置

真北

配　置　図　　S=1/500

③給食室

④屋内運動場

⑤-1渡り廊下

⑤-2渡り廊下

⑤-3渡り廊下

⑤-4渡り廊下

⑯-1

⑯-2

⑰

7.5+9.46*0.6=13.17ｍ＞11.015ｍ（３階高さ：既存図より）

北斜9.46ｍ

⑲増築渡り廊下

5,000

5,000

3,000

5,000

昇降口

7,
20
0

5,
40
0 1,
80
0

10,0001,000
7,000

2,000

②渡り廊下

⑰校舎棟

⑤-5渡り廊下

54 ,000

11
,2

50
40

,8
50

11 ,000

17,100 8,800

(7
.5
m)

(1
8.
5m
)

(19
.0m

)

(19.4
m)

(20.1m)

(90.2m)

(
1
72

.4
m
)

(150.9m)

(5
3.
1m
)

(79.3m)

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

5,000

延
焼

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分

既存建物

増築建物

凡例

X0

X30

Y0 Y9

⑮⑮
-8-9

簡易物置

既存職員室

⑱増築校舎棟

29.44 29.44 29.44

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430
2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220
21.320

24.900

18.000

254.506

149.700

2,248.085

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430
2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220
21.320

24.900

18.000

809.20091.003

2,248.085

　⑤-4渡り廊下(S)

　⑤-3渡り廊下(S)

　⑤-2渡り廊下(S)

　⑤-1渡り廊下(S)

32.400

　⑯-2体育倉庫

　⑯-1体育倉庫

　⑮-7簡易物置

　⑮-6簡易物置

　⑮-5簡易物置

　⑮-4簡易物置

　⑮-2簡易物置
　⑮-1簡易物置

　⑭-2簡易倉庫

　⑭-1簡易倉庫

　⑬ｺﾞﾐ置き場

　⑫-2倉庫

　⑫-1倉庫

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430
2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220
21.320

24.900

18.000

　⑦受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

　⑪石油保管庫

　⑩ﾎﾟﾘ容器保管庫

　⑨循環機室
　⑧ﾌﾟｰﾙﾄｲﾚ

　⑥変電室

　②渡り廊下 149.700149.700149.700

809.200　④屋内運動場

91.1602,225.6852,225.685

33.930254.506　③給食室

　①校舎棟

PH階３階２階１階棟名称

32.400

(既存建築面積)(既存延べ面積)

既　存　面　積　表 (単位:㎡)

建築面積床 面 積

校
　
舎

付
　
属
　
建
　
物

計

計

小計 計

合計

2,652.29 2,409.31 2,375.38 91.16 2,652.29

1,094.84 91.00

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16

PH階３階２階１階棟名称

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)増　築　面　積　表

　⑰防災備蓄庫 29.440

合計
(増築延べ面積)(増築建築面積)

29.440

PH階３階２階１階

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)全　体　面　積　表

29.44 29.44 29.44

既　存　面　積

増　築　面　積

総合計
【延べ面積】 【建築面積】

3,751.81 2,500.31 2,375.38 91.16

敷地面積 26,233.00㎡

建ペイ率

容 積 率

7,528.14

900.203

1,185.84

9,397.98

8,718.66

　8,718.66　／　26,233.00 33.24％

90.000

118.000

85.600

66.000

1,461.54

4,455.83

4,111.41

　4,111.41　／　26,233.00 15.68％

342.000 342.000　⑰校舎棟 684.000

建築確認番号 検済日付

　⑤-5渡り廊下(S)

欠番

　⑱増築校舎棟

　⑲増築渡り廊下

S59.10.258計106号

S59.10.258計106号

5計209号

H14.4.11H13計認建築横浜南部00037

H19.4.9H18計認建築よこはま00103

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

46計198号

計 342.000 342.000 342.000

29.440

7.100

684.000

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16 9,397.98 4,455.83

設      計      者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 弱電設備  配置図

年 度
完 成

施   設   番   号 棟番号
種 類
図 面

図面枚数 図 面 番 号

E-12

2024.03.05

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司
一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

ｔ

ｔ相互

親機(壁取付形) 90局用 3同時通話 (相互式) ｱｲﾎﾝ:YAZ-90-3W

1棟  校舎棟  既存職員室へ

相互

1L ﾄｲﾚ呼出表示器 (1窓用)

EM-AE0.9-5P 天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備

ﾄｲﾚ呼出設備

EM-AE0.9-2C 天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

電気時計設備

親時計

EM-AE1.2-2C 天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

非常放送設備

壁掛型非常業務放送装置 20局 360W 

EM-AE1.2-10P 天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

ＡＭＰ

自動火災報知設備

既存複合受信機  1棟 校舎棟 既存職員室

EM-AE1.2-15P 天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

空配管(PF28)呼び線1.2φ 天井配管ころがし

LAN空配管設備

2EET

Ｈ
Ｕ

Ｂ

2EET T-1 

1L

ＡＭＰ

B※

B※

PSAC100V

電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ                              ｱｲﾎﾝ:PS-2420APS



渡
り
廊

下

▲

主
要

な
出

入
口

有
効

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-13株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 弱電設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す ｡

…竪樋を示す ｡

▲

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

CR6
CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

倉庫

UP

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ

空配管(PF22)呼び線1.2φ 天井配管ころがし

RR

RR

[ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備]

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

LAN用ｱｳﾄﾚｯﾄ(空配管) 

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記）

Ｌ

[LAN空配管設備]

 T-1 端子盤 屋内壁掛型

特記なき配線は下記による

特記なき配線は下記による

EM-S-5C-FB 天井ケーブルころがし5C

7C EM-S-7C-FB 〃

注記）

ＨＵＢ 2EET ﾊﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

2EET

2EET

ＨＵＢ

2EET

 T-1  T-1 

直列ﾕﾆｯﾄ(2端子) 中間

直列ﾕﾆｯﾄ(2端子) 端末R

2E

2E
単独



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-14株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 弱電設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

真北

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ

空配管(PF22)呼び線1.2φ 天井配管ころがし

R

R R

R

Ｌ

直列ﾕﾆｯﾄ(2端子) 中間

直列ﾕﾆｯﾄ(2端子) 端末R

[ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備]

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※    防火区画貫通処理を示す｡

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

LAN用ｱｳﾄﾚｯﾄ(空配管) 

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

Ｌ

[LAN空配管設備]

 T-1 端子盤 屋内壁掛型

特記なき配線は下記による

特記なき配線は下記による

EM-S-5C-FB 天井ケーブルころがし5C

7C EM-S-7C-FB 〃

注記）

ＨＵＢ 2EET ﾊﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

2EET

ＨＵＢ

2EET

 T-2  T-2 

UHF-20EL
BS 60㎝
ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ側面式
UHF/BS共用

側面式



渡
り
廊

下

▲

主
要

な
出

入
口

有
効

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-15株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 相互ｲﾝﾀｰﾎﾝ･電気時計･ﾄｲﾚ呼び出し設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す ｡

…竪樋を示す ｡

▲

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

CR6
CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

倉庫

UP

※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※　　防火区画貫通処理を示す。

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔｔｔｔｔ

〇

ﾄｲﾚ呼出設備 系統図

廊下 車いすWC

AC100V

〇

既存1階職員室へ
CR5

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

5P5P5P5P

ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備 系統図

ｔ

既存1階職員室へ
親機 (相互式)

PSAC100V ｔ ｔ ｔ ｔ

5P5P5P5P

ｔ

5P

CR6 CR7 CR8 CR9 CR4 CR3 CR2 CR1相談室1

CR10

ｔ ｔ ｔ ｔ

5P5P5P

ｔ ｔ ｔ ｔ

5P5P5P5P

ｔ

5P

CR11CR12CR13CR14CR19CR18CR17CR16

ｔ

CR15

5P

相談室2

[ﾄｲﾚ呼出設備]

ｱｲﾎﾝ:NR-BZLB27ﾌﾞｻﾞｰ付廊下表示灯

復旧ボタン ｱｲﾎﾝ:NBR-2A-C〇

呼出押ﾎﾞﾀﾝ ｱｲﾎﾝ:NBR-7WA

ｱｲﾎﾝ:NBR-7HWA呼出押ﾎﾞﾀﾝ(引き紐付)

[ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備]

ｔ 相互 親機(壁取付形) 90局用 3同時通話 (相互式) ｱｲﾎﾝ:YAZ-90-3W

PSAC100V 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ ｱｲﾎﾝ:PS-2420A

ﾄｲﾚ呼出表示器 (1窓用)AC100V

[電気時計設備]

WP

電気時計  屋内  410φ

電気時計  屋外  700φ 防水型

1棟 校舎棟 既存職員室1L

親時計 1棟 校舎棟 既存職員室

WP

3,
45

0
3,

30
0

▽2階

▽1階

5P

ｔ3,
45

0

▽1階

ｔ

5P

5P

1L



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-16株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 相互ｲﾝﾀｰﾎﾝ･電気時計･ﾄｲﾚ呼び出し設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

真北

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔｔｔｔｔｔ

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管 ※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡
※　　防火区画貫通処理を示す。

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡

[ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備]

ｔ 相互 親機(壁取付形) 90局用 3同時通話 (相互式)

[電気時計設備]

ｱｲﾎﾝ:YAZ-90-3W

電気時計  屋内  410φ

注記）

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-17株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 非常放送設備  1階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

▲

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す｡

…竪樋を示す ｡

▲

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,800

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

CR6
CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

倉庫

UP

ﾜｲﾄﾞﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ(防球ｶﾞｰﾄﾞ付) 6W 防水型

R=
10
m

R=
10
m

R=
10
m

R=
10
m

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ 6W 以下

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

特記なき配線は下記による

注記)

天井ケーブルころがしEM-HP1.2-3C

※　防火区画貫通部は区画貫通処理とする。
※　壁内の立ち上がり・引き下げ配線はＰＦ管で保護すること。

〃5P EM-HP1.2-5P

注記）

※　　　防火区画貫通処理を示す。

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ ｱｯﾃﾈ-ﾀ-付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

 T-1 端子盤 屋内壁掛型端子盤 屋内壁掛型(弱電用)

 T-1 

放送設備機器姿図

17個21個天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

L級

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ(ATT付)

L級

24
3

73174 2373

24
3

174 23

ｽﾋﾟｰｶｰﾕﾆｯﾄ

定格入力

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

周波数特性

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

ﾊﾟﾈﾙ

ｱｯﾃﾈｰﾀ

16 cmｺｰﾝ型

6 W/3 W/1 W

93 dB/W(1 m)

80 Hz～14 kHz

1.7 kΩ/3.3 kΩ/10 kΩ

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ

4段階(大/中/小/切)

本体仕上 黒色ﾓｰﾙﾄﾞ成型

22
4

233 208

WP

12 cm防滴ｺｰﾝ型

防水性能:IPX4

96 dB(1 W,1 m)

ﾎｰﾝ･ｶﾊﾞｰ:樹脂 ｵﾌﾎﾜｲﾄ

130 Hz～13 kHz

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

周波数特性

ｽﾋﾟｰｶｰ

仕上

その他

6W(1.7 kΩ),3 W(3.3 kΩ), 1 W(10 kΩ)定格入力

ｱｯﾃﾈｰﾀ

70

12
0

入力容量

入力インピーダンス

音量調節

6 W（0.5 W～6 W適合）

1.7 kΩ～20 kΩ

31.8

5段階(OFF､-18､-12､-6､0 dB)

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

L級

ｽﾋﾟｰｶｰﾕﾆｯﾄ

定格入力

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

周波数特性

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

ﾊﾟﾈﾙ

16 cmｺｰﾝ型

6 W/3 W/1 W

93 dB/W(1 m)

80 Hz～14 kHz

1.7 kΩ/3.3 kΩ/10 kΩ

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ

本体仕上 黒色ﾓｰﾙﾄﾞ成型

2個 21個
ＡＭＰ 壁掛型非常業務放送装置 20局 360W 1棟 校舎棟 既存職員室

151
(WP)

151
(WP) P.BOX 150×150×100 防水型  弱電用

至る1棟 校舎棟
既存職員室非常放送ｱﾝﾌﾟへ

10P



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-18株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 非常放送設備  2階平面図

1500㎡面積区画

114条区画

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

真北

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC
男子WC

PS

倉庫

CR11
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

R=
10
m

R=
10
m

R=
10
m

R=
10
m

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ 6W 以下

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがしEM-HP1.2-3C

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡
※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡

〃5P EM-HP1.2-5P

注記）

※   防火区画貫通処理を示す｡

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ ｱｯﾃﾈ-ﾀ-付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

 T-2 端子盤 屋内壁掛型(弱電用)

 T-2 

WP WP

ﾜｲﾄﾞﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ(防球ｶﾞｰﾄﾞ付) 6W 防水型WP

10P EM-HP1.2-10P 〃

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管
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1500㎡面積区画

114条区画

▲

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-19株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 自動火災報知設備  1階平面図

1F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

GL+300

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ﾌﾞﾚｰｽを示す ｡

…竪樋を示す ｡

▲

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ1
/1

2勾
配

消 消防有窓窓

防 防火設備

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130 1,
00

0

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

真北

1,
80

0
1,

80
0

1,
50

0

CR6 CR7 CR8 CR9

CR4CR3CR2CR1

SK

女子WC
男子WC

車いすWC

水飲

CR5

PS

廊下

GL±0

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

66.92㎡

66.92㎡

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡
相談室1

UP

▽庇の出

GL+100
昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

倉庫

UP

Ω

Ｓ Ｓ

Ｓ

1 2

ＰＢ

機器収容箱

ＰＢ

機器収容箱

151
(WP)

終端抵抗

Ｎｏ

Ω

警戒区域番号  火災表示用

警戒区域線

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記)

機器収容箱 屋内埋込型ＰＢ機器収容箱 ＰＢ 収容

Ｓ

Ｐ 発信機

表示灯

Ｂ 電鈴

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器 2種 露出型

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器 2種 非蓄積型 露出型

151
(WP) P.BOX 150×150×100 防水型 弱電用

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡
※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡

〃5P EM-HP1.2-5P

※   防火区画貫通処理を示す｡

EM-AE0.9-2C

〃EM-HP1.2-3P ABC粉末消火器 10形 薬剤3.0Kg 重量5.1Kg

消火器置台

消

消消消消

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

ER
D

Ｓ

ER
D

Ω

3,
45

0
3,

30
0

▽1階

▽2階

151
(WP)

4

ＰＢ 総合盤

2

ＰＢ 総合盤

3

ＰＢ 総合盤

1
ＰＢ 総合盤

階段

5

5P
5P

5P10P

自動火災報知設備　系統図

既存複合受信機既存
複合受信機 1棟 校舎棟 既存職員室

既存
複合受信機

1棟 校舎棟
既存職員室

11P

AC100V

R＝
25
m

R＝
25
m

HP3P

D
ＥＲ 自動閉鎖装置 防火戸用

Ｓ 光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器  3種 非蓄積型

No 動作区域番号　防火戸用

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器 1種 70℃ 防水型

11

11



防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ
ﾈｯﾄ引分け

庇

1500㎡面積区画

114条区画

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名横浜市教育委員会事務局

図面名称年 月 日 縮  尺2024.03.05

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度

一級建築 士登録   　 第１６４ ９４４号   藤原　弘司

一級建築 士事務所 　神奈川県 知事登録　 第６６０号

E-20株 式 会 社   　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A3_1:200 自動火災報知設備  2階平面図

2F平面図図 S=1/200

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

54.26m×17.36m=941.95㎡

凡例

…ブレースを示す。

…竪樋を示す。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

54,260

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

1,800 1,800

1,
00

0 Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y9

Y8

Y7

Y6

17
,3

60

13
0

7,
20

0
2,

70
0

7,
20

0
13

0

1309,0009,0009,0009,0009,0009,000130

54,260

真北

相談室2

水飲

DN

SK

女子WC男子WC

PS

倉庫
CR11

65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

FL=GL+302
CH=2700

37.75㎡

DN

▽庇の出

CR12
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR13
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR14
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR10
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR16
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR17
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR18
65.97㎡
FL=GL+302
CH=2700

CR19
66.92㎡
FL=GL+302
CH=2700CH=2700

FL=GL+302
65.97㎡
CR15

Ω

Ｓ Ｓ

Ｓ Ω

ＰＢ

機器収容箱

ＰＢ

機器収容箱

Ω

43
階段

5

消消消消

終端抵抗

Ｎｏ

Ω

警戒区域番号  火災表示用

警戒区域線

特記なきｼﾝﾎﾞﾙは下記による

注記)

機器収容箱 屋内埋込型ＰＢ機器収容箱 ＰＢ 収容

Ｓ

Ｐ 発信機

表示灯

Ｂ 電鈴

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器  2種 露出型

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器  2種 非蓄積型 露出型

ABC粉末消火器 10形 薬剤3.0Kg 重量5.1Kg

消火器置台

消

軽量鉄骨
無機繊維強化石膏ボ－ド

無機系充填材（耐熱シ－ル材）

ケ－ブル類

耐熱シ－ル材等１ｍ以上

中空壁

１ｍ以上

1,0001,000

防火区画貫通処理

鋼製電線管

特記なき配線は下記による

注記)

天井ｹｰﾌﾞﾙころがし

※ 防火区画貫通部は区画貫通処理とする｡
※ 壁内の立ち上がり･引き下げ配線はPF管で保護すること｡

〃5P EM-HP1.2-5P

※   防火区画貫通処理を示す｡

EM-AE0.9-2C

〃10P EM-HP1.2-10P

R＝
25
m

R＝
25
m

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器 1種 70℃ 防水型



機器番号 名　 　称 型　　式
冷房定額能力

KW
暖房定額能力

KW
台数（式） 設置部屋名 附属品

GHP-1
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室外機
85.0 95.0 1

（外）外 （19.1φ／31.8φ）

GHP-1-1
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室内機
（4方向）

天井カセット型 8.0 9.0 （単200V） 10

（内）1階　CR5×2、CR6×2、 標準付属品一式 （9.5φ／15.9φ）

CR7×2、CR8×2、 天井パネル

CR9×2 リモコン

GHP-2
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室外機
71.0 80.0 （3φ200V） 1

（外）外 （19.1φ／31.8φ）

GHP-2-1
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室内機
（4方向）

天井カセット型 8.0 9.0 （単200V） 9

（内）1階　相談室1×1、 標準付属品一式 （9.5φ／15.9φ）

CR1×2、CR2×2、 天井パネル

CR3×2、CR4×2 リモコン

GHP-3
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室外機
85.0 95.0 （3φ200V） 1

（外）外 （19.1φ／31.8φ）

GHP-3-1
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室内機
（4方向）

天井カセット型 8.0 9.0 （単200V） 11

（内）2階　相談室2×1、 標準付属品一式 （9.5φ／15.9φ）

CR15×2、CR16×2、 天井パネル

CR17×2、CR18×2、 リモコン

CR19×2

GHP-4
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室外機
85.0 95.0 （3φ200V） 1

（外）外 （19.1φ／31.8φ）

GHP-4-1
ガスヒートポンプ

マルチエアコン室内機
（4方向）

天井カセット型 8.0 9.0 （単200V） 10

（内）2階　ＣＲ10×2、 標準付属品一式 （9.5φ／15.9φ）

CR11×2、CR12×2、 天井パネル

CR13×2、CR14×2 リモコン

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設    計    者
図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号

種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

空調機器表

MA-01

（3φ200V）

1.78KW

1.78KW

1.78KW

1.37KW

AC/DC変換方式DCスタータ

AC/DC変換方式DCスタータ

AC/DC変換方式DCスタータ

AC/DC変換方式DCスタータ

床置き型

床置き型

床置き型

床置き型

備　考冷媒管

防振架台

防振架台

防振架台

防振架台

KW
消費電力

電源

冷媒分岐管

冷媒分岐管

冷媒分岐管

冷媒分岐管

FREE



24時間換気計算

階 部屋名

室条件 換気回数による計算

設計換気量
m3/h 備考

換気回数
0.3回/h

必要換気量
m3/h

V=容積×換気回数

設計換気量
m3/h 機器番号 備考面積（Af）

m2
天井高
m

容積
m3

換気回数
回/h

必要換気量
m3/h

1

相談室1 37.75 2.7 101.93 3 305.78 306 0.3 30.6 31 EF-2

CR1 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR2 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR3 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR4 66.92 2.7 180.68 3 542.05 543 0.3 54.2 55 EF-1

CR5 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR6 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR7 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR8 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR9 66.92 2.7 180.68 3 542.05 543 0.3 54.2 55 EF-1

女子WC 26.9 2.7 72.63 10 726.30 727 EF-3　×3 VD-25ZX13-C　×3

男子WC 25.04 2.7 67.61 10 676.08 677 EF-4　×3 VD-25ZX13-C　×3

車いす用WC 5.67 2.7 15.31 10 153.09 154 EF-5 VD-25ZX13-C

2

相談室2 37.75 2.7 101.93 3 305.78 306 0.3 30.6 31 EF-2

CR10 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR11 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR12 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR13 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR14 66.92 2.7 180.68 3 542.05 543 0.3 54.2 55 EF-1

CR15 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR16 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR17 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR18 65.97 2.7 178.12 3 534.36 535 0.3 53.4 54 EF-1

CR19 66.92 2.7 180.68 3 542.05 543 0.3 54.2 55 EF-1

女子WC 26.9 2.7 72.63 10 726.30 727 EF-3　×3 VD-25ZX13-C　×3

男子WC 25.04 2.7 67.61 10 676.08 677 EF-4　×3 VD-25ZX13-C　×3

倉庫 5.67 2.7 15.31 3 45.93 46 EF-6 VD-13ZSC13

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者
図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号

種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

換気計算書

MA-02

FREE

EX-25SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-25SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共

EX-30SC4　24時間SW共



機器番号 種別 設置場所
一般設計換気量 24時間設計換気量

台数
機外静圧(一般) 機外静圧(24h) 電気容量(50Hz)

参考型番
(三菱電機)

仕　様 備　考
m3/h m3/h Pa Pa φ V W

EF-1 学校用標準換気扇

1F　CR1 535 53.4 1

1 100 40 EX-30SC4 窓枠据付格子タイプ
電気式シャッター・速調式

SUSフード防虫網付

1F　CR2 535 53.4 1

1F　CR3 535 53.4 1

1F　CR4 543 54.2 1

1F　CR5 535 53.4 1

1F　CR6 535 53.4 1

1F　CR7 535 53.4 1

1F　CR8 535 53.4 1

1F　CR9 543 54.2 1

2F　CR10 535 53.4 1

2F　CR11 535 53.4 1

2F　CR12 535 53.4 1

2F　CR13 535 53.4 1

2F　CR14 543 54.2 1

2F　CR15 535 53.4 1

2F　CR16 535 53.4 1

2F　CR17 535 53.4 1

2F　CR18 535 53.4 1

2F　CR19 543 54.2 1

EF-2 学校用標準換気扇
1F　相談室1 306 30.6 1

1 100 31.5 EX-25SC4 窓枠据付格子タイプ
電気式シャッター・速調式

SUSフード防虫網付
2F　相談室2 306 30.6 1

EF-3 天井扇
1F　女子WC 727 3 20

1 100 80 VD-25ZX13-C
2F　女子WC 727 3 20

EF-4 天井扇
1F　男子WC 677 3 20

1 100 80 VD-25ZX13-C
2F　男子WC 677 3 20

EF-5 天井扇 1F　車いす用WC 154 1 20 1 100 80 VD-25ZX13-C

EF-6 天井扇 2F　倉庫 46 1 20 1 100 13 VD-13ZC13

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者
図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号

種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

換気機器表

MA-03

FREE

24時間換気SW

24時間換気SW



1500㎡面積区画
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
MA-04株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1:1/100 １階空調設備平面図
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冷媒用被覆銅管 ガス管： 2 0 m m

液管： 8～ 1 0 m m

硬質塩化ビニル管 V P G W保温巻 2 0 m m

断熱材材質・厚み材　質

冷媒管

ドレン管

用　途

配管材・保温仕様



1500㎡面積区画
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
MA-05株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

２階空調設備平面図A1:1/100
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冷媒用被覆銅管 ガス管： 2 0 m m

液管： 8～ 1 0 m m

硬質塩化ビニル管 V P G W保温巻 2 0 m m

断熱材材質・厚み材　質

冷媒管

ドレン管

用　途

配管材・保温仕様
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
MA-06株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1:1/100 １階換気設備平面図
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個数・保温・風量器具名・大きさ

外気給気

用　途

器具表

フィルター付

器具用 B O X

1 . 6 0 0 C M H
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設      計      者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
MA-07株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

２階換気設備平面図A1:1/100
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用　途

器具表
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器具用 B O X

1 . 5 0 0 C M H



衛生機器表

凡　例

記　号 名　称 仕 様 電　圧 電気容量 台数 設置場所 使用場所 参考型番

P-1 汚水ポンプユニット

汚水容量　1.5m3
嵩上げリング、マンホール蓋ダクタイル鋳鉄製
排水ポンプ自動交互並列運転65φ×360L/min×12m

3φ200V 2.2KW 2 屋外 屋外
65ＤＷＶ52.5
（エバラ）

管　　種 規　　格 形状・名称 用　　途

耐衝撃性硬質塩ビ管 JIS K6742 HIVP 給水管（屋内ピット内、屋内）

水道配水用ポリエチレン管 HPPE 給水管（屋外埋設）

硬質塩化ビニル管 JIS K6741 VP
汚水（屋内ピット内）
通気（ピット内）

耐火二層管 FDP
汚水（屋内汚水）
通気（屋内通気）

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設    計    者
図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号

種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

衛生機器表・凡例

M-01

FREE

脱着装置方式、屋外設置型制御盤　EPC2B型
制御フロートスイッチEF-4A型　ケーブル15m　　付属品一式



衛生器具表

器具名
参考型番
（TOTO）

仕 様 ・ 付 属 品 電気容量

1　階 2　階

合

計

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

車
い
す
Ｗ
Ｃ

水
飲
み
場

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

水
飲
み
場

外

部

大便器 CFS498BCK ウォシュレットP（TCF587） AC100V  314W 4 6 4 6 20

（フラッシュタンク式掃除口付） 棚付二連紙巻器（YH702）

大便器 CS597BCS タンク（SH596BAYR） 1 1

（タンク式掃除口付） ウォシュレットアプリコットP（TCF5841AUP） AC100V  1260W

背もたれ（EWC385CS）

L型手摺、可動式手すりはね上げ式

棚付二連紙巻器（YH702）

コンパクトオストメイトパック UAS81RDB2NW 電気温水器、水石けん入れ　あり AC100V  600W 1 1

小便器 UFS900WR 自己発電 6 6 12

（壁掛け自動洗浄）

小便器用手すり T114CU22R 1 1 2

マーブライトカウンター MC45Ｃ0900 電気温水器付自動水栓（REAH03B1RS28S） AC100V  600W 3 4 3 4 14

（ボウル一体タイプ） （スタンダード丸形） 排水金具、他付属品共

化粧鏡450×600（YM4560A）

傾斜鏡 LM530 528×664 1 1

車いす用壁掛け洗面器 L103A 台付自動水栓（TLE26SS2A）　他付属品共 AC100V  0.6W 1 1

掃除用流し SK22A 横水栓（T23AEQ20C）　他付属品共 1 1 2

レバー式横水栓 TK133EQ13C 6 9 15

キー付散水栓 T28KUNH13 散水栓BOX（SUS製土間埋設型） 2 2

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設    計    者
図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号

種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

衛生器具表

M-02

FREE



▼

体育倉庫

体育倉庫

プール

グラウンド

正門

駐車場

地下鉄排気塔

歩
道

⑫-2

簡易物置

防災備蓄庫

地下鉄排気塔

通用門▼

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

公道　(法第42条第1項)

公
道
　
(法

第
42
条
第
1項

2号
)

道
路
境
界
線
(6
5.
4m
)

①校舎棟

①校舎棟

①校舎棟

②渡り廊下

⑥
変電室

⑧

循環機室
⑨

⑦

受水槽\?\?\?\?\?室

⑩

⑪石油保管庫

\?\?\?容器保管庫

⑫-1
倉庫

倉庫

⑭-1
簡易倉庫

⑭-2
簡易倉庫

簡易物置
⑮-1

簡易物置
⑮-2

⑮⑮
-4-5

簡易物置
⑮-6

⑮-7
簡易物置

29.44 29.44 29.44

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

254.506

149.700

2,248.085

32.400

32.400

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

809.20091.003

2,248.085

⑤-4渡り廊下(S)

⑤-3渡り廊下(S)

⑤-2渡り廊下(S)

⑤-1渡り廊下(S)

32.400

⑯-2体育倉庫

⑯-1体育倉庫

⑮-7簡易物置

⑮-6簡易物置

⑮-5簡易物置

⑮-4簡易物置

⑮-2簡易物置

⑮-1簡易物置

⑭-2簡易倉庫

⑭-1簡易倉庫

⑬\?\?\?置き場

⑫-2倉庫

⑫-1倉庫

3.850

2.160

2.340

3.850

2.430

2.160

7.380

6.210

3.660

32.400

32.400

7.420

3.700

17.220

21.320

24.900

18.000

⑦受水槽\?\?\?\?\?室

⑪石油保管庫

⑩\?\?\?容器保管庫

⑨循環機室

⑧\?\?\?\?\?\?\?

⑥変電室

②渡り廊下 149.700149.700149.700

809.200④屋内運動場

91.1602,225.6852,225.685

33.930254.506③給食室

①校舎棟

PH階３階２階１階棟名称

32.400

(既存建築面積)(既存延べ面積)

既　存　面　積　表 (単位:㎡)

建築面積床 面 積

校
　
舎

付
　
属
　
建
　
物

計

計

小計 計

合計

2,652.29 2,409.31 2,375.38 91.16 2,652.29

1,094.84 91.00

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16

PH階３階２階１階棟名称

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)増　築　面　積　表

⑰防災備蓄庫 29.440

合計
(増築延べ面積)(増築建築面積)

29.440

PH階３階２階１階

建築面積床 面 積

小計 計

(単位:㎡)全　体　面　積　表

29.44 29.44 29.44

既　存　面　積

増　築　面　積

総合計
【延べ面積】 【建築面積】

3,751.81 2,500.31 2,375.38 91.16

真北

配　置　図　　S=1/500

敷地面積 26,233.00㎡

建ペイ率

容 積 率

③給食室

④屋内運動場

⑤-1渡り廊下

⑤-2渡り廊下

⑤-3渡り廊下

⑤-4渡り廊下

7,528.14

900.203

1,185.84

9,397.98

8,718.66

　8,718.66　／　26,233.00 33.24％

⑯-1

⑯-2

⑰

90.000

118.000

85.600

66.000

1,461.54

4,455.83

4,111.41

　4,111.41　／　26,233.00 15.68％

7.5+9.46*0.6=13.17ｍ＞11.015ｍ（３階高さ：既存図より）

北斜9.46ｍ

⑲増築渡り廊下

5,000

5,000

3,000

5,000

昇降口

7,
20
0

5,
40
0 1,
80
0

10,0001,000
7,000 2,000

②渡り廊下

⑰校舎棟

342.000 342.000⑰校舎棟 684.000

⑤-5渡り廊下

建築確認番号 検済日付

⑤-5渡り廊下(S)

欠番

⑱増築校舎棟
⑱増築校舎棟

⑲増築渡り廊下

S59.10.258計106号

S59.10.258計106号

5計209号

H14.4.11H13計認建築横浜南部00037

H19.4.9H18計認建築よこはま00103

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

H17計認建築横浜南部00052 H18.10.2

46計198号

46計198号

46計198号

46計198号

54
,0

00
11

,2
50

40
,8

50

11
,0

00

17,100 8,800

(7
.5
m)

(1
8.
5m
)

(19
.0m

)

(19.4
m)

(20.1m)

(90.2m)

(1
72
.4
m)

(150.9m)

(5
3.
1m
)

(79.3m)

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

5,000

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

計 342.000 342.000 342.000

29.440

7.100

684.000

4,089.13 2,842.31 2,375.38 91.16 9,397.98 4,455.83

既存建物

増築建物

凡例

X0

X30

Y0 Y9

⑮⑮
-8-9

簡易物置

設   計   者

年 月 日 縮  尺

横浜市教育委員会事務局 工 事 名

図面名称 外部給水・ガス・排水全体平面図

年 度
完 成

施   設   番   号 棟番号
種 類
図 面

図面枚数 図 面 番 号

M-03

2024.03

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事

株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司
一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号

A1_1:500
A3_1:1000

４
GHP

３

GHP

２

GHP

１

GHP

１

P

GV10K×2個

既存給水管

既存給水管より分岐

新規水道メーター50A(MB共)

新規ガスメーター

既存ガス管100PEより分岐

50A

50
A

80
A(

想
定

)

以1階平面図7参照

G

・

・

・

G

G

80A(想定)

以降1階平面図参照

10
0A

100A

既存汚水桝に接続

汚水塩ビ桝200φ

汚水塩ビ桝200φ

汚水塩ビ桝200φ

40
A

40
A

40
A

既存給水管撤去切回し

80
A

80A

80
A

80
A

80A

80A

既存スプリンクラー管撤去切回し

75AHIVP

汚水ポンプユニット



1500㎡面積区画

114条区画

▲
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SK
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廊下

1500㎡区画

GL±0

1
3
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有
効

巾
2
,
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8
5

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

FL＝GL+302

CH＝2700

66.92㎡

66.92㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

37.75㎡

相談室１

UP

▽庇の出1
,
0
0
0

GL+100

昇降口

(ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ29台)

GL+150

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30

倉庫

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
1
/
1
2
勾

配

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
1
/
1
2
勾

配

消 消防有窓窓

防 防火設備

1
P

汚水桝リスト

番号・名称 大きさ 蓋仕様 管底高さGL±

①汚水桝 塩ビ桝200φ

② 〃 〃 〃 -480H

③ 〃 〃 -550H

④ 〃

塩ビフタ

-630H

〃 -670H

〃 -740H

⑦ 〃 〃 -810H

⑧ 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

⑤ 〃

⑥ 〃 〃

-400H

⑨ 〃 〃

⑩ 〃 〃

⑪ 〃 〃

⑫ 〃 〃

⑬トラップ桝 〃

〃 -230H

〃 -310H

〃 -390H

〃 -550H

〃 -740H

〃 -800H

東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
M-04株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1:1/100 １階衛生配管平面図

2階85.0KW2階85.0KW1階72.0KW1階85.0KW

50A

75COA

100COA

100COA

75A

100A 100COA

50A

GV10K40A
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汚水ポンプユニット
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50
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25A
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 G 
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50
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 G 

給水50A　水道メーターへ

ガス80A(想定)　ガスメーターへ

 汚
水

 

 －
 

50A100A

25
A

20A25A20A

80A

80A

80A

80A

80A

80A

65A50A

50A

50A

50A

50A

75A HIVP

GV5K50

GV5K50

CV10K50

CV10K50

SV10K SV10K SV10K SV10K

GV10K50A

以降全体図参照

100A

10
0A

100A 100A

15
0A

トラップ桝
150A

15
0A

①②③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑪⑫

⑬

 G 

 D
 

 D
 

50A(空調工事)50A(空調工事)

⑨⑩

50A(以降空調工事)50A(以降空調工事)

・・・

・

・

100A100A

100A通気用VC
100A通気管（天井配管）

1 階トイレ配管詳細図参照

以降全体図参照



1500㎡面積区画

114条区画

▲

1,800 1,800

2F平面図図　S＝1/100
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庇
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ＣＲ１５

ＣＲ１１

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700

65.97㎡

FL＝GL+302

CH＝2700
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局

図面名称
年 月 日 縮  尺2024.03

図 面完 成設 計 者 図 面 番 号図面枚数施   設   番   号 棟番号
種 類年 度 一級建築士登録  　 第１６４９４４号  藤原　弘司

一級建築士事務所 　神奈川県知事登録　第６６０号
M-05株 式 会 社  　渡 辺 建 築 設 計 事 務 所

A1:1/100 ２階衛生配管平面図

100COA100COA

100COA

80COA

COA
100COA

50
A

20A

20A

20A

20A

20A

20A

50
A

75
A

25
A

100A
100A通気用VC

50A

 －
 

50A
100A

100A　2階天井配管

通気用VC 100

2 階トイレ詳細配管図参照

100A
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
横浜市教育委員会事務局
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東戸塚小学校仮設校舎設置その他工事工 事 名
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